
プ
レ
ジ
、
不
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

一
、
は
じ
め
に

二
、
ソ
連
の
農
業
・
食
料
政
策
の
概
要

付
農
業
・
食
料
政
策
の
主
要
目
標

同
積
極
的
な
国
内
農
業
振
興
施
策
の
実
施

伺
基
本
的
な
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
の
安
定

制
農
畜
産
物
輸
入
の
増
大

三
、
農
業
生
産
動
向

付

概

況

同
土
地
利
用
の
状
況

日
穀
物
生
産
の
動
向

制
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
生
産
動
向

伺
ひ
ま
わ
り
の
生
産
動
向

一
、
は
じ
め
に

(
上
)

柴

内
馬
れ
い
し
ょ
の
生
産
動
向

帥
青
果
物
の
生
産
動
向

的
豆
類
の
生
産
動
向

ω
飼
料
作
物
の
生
産
動
向

回
最
近
年
次
に
お
け
る
耕
種
部
門
不
振
の
背
景

同
畜
産
部
門
の
動
向

四
、
食
料
品
の
消
費
動
向

(
以
上
本
号
)

五
、
ソ
連
農
業
の
当
面
す
る
問
題
点

六
、
ご
九
九
O
年
ま
で
の
ソ
連
の
食
料
計
画
」
と

そ
の
関
連
対
策

七
、
結
語

崎

嘉

之

ソ
連
は

一
九
七
二
年
以
降
に
お
い
て
、
穀
物
の
大
量
輸
入
を
開
始
し
、
最
近
年
次
で
は
、
輸
入
量
に
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
恒
常

的
な
穀
物
の
大
輸
入
国
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
の
穀
物
輸
入
量
に
占
め
る
ソ
連
の
輸
入
量
ば
、

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
) 七

八

t
八
O
年
平
均
で
は
、
二
七
・
二
百
万
ト
ン
と
、

一
九
六
九

t
七
一
年
平
均
に
お
い
て
は
、九

二
・
七
百
万
ト
ン
と
ニ
・
五
弘
円
だ
っ
た
も
の
が
、

一
三
・
四
%
と
な
り

ノ、
九



七
O

六
九

t
七
一
年
か
ら
一
九
七
八

t
八
O
年
の
世
界
の
穀
物
輸
入
量
の
増
加
寄
与
率
の
三
五
・
九
%
が
ソ
連
に
起
因
す
る
も
の
と
な
っ
て

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
速
農
業
の
動
向
(
上
)

い
る
。
最
近
年
次
で
は
、

(

3

)

 

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
農
産
物
市
場
に
お
い
て
、

ソ
連
の
農
産
物
輸
入
は
、
穀
物
以
外
に
も
、
食
肉
、
食
肉
製
品
、
油
糧
種
子
、
砂
糖
等
に
お
い
て
も
大
規
模

ソ
連
の
輸
入
動
向
は
、
大
き
な
焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ソ
連
が
農
産
物
の
輸
入
を
大
規
模
に
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
の
、
最
近
に
お

け
る
ソ
連
の
農
業
動
向
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
対
象
と
す
る
期
聞
は
、

本
稿
は

七
0
年
代
以
降
に
お
い
て

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
退
陣
(
六
四
年
一

O

月
)
の
後
を
つ
い
で
、

ブ
レ
ジ
ネ
フ
が
、
党
書
記
長
に
就
任
し
て
か
ら
、

八
二
年
一
一
月
に
死
亡
す
る
ま
で
の
期
間
を
主
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
と
す
る
。

(

5

)

 

ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
農
業
振
興
に
本
格
的
に
着
手
し
た
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
の
後
を
つ
い
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
農
業
部
門
へ
の
重
点
的

な
投
資
の
実
施
、
農
産
物
調
達
制
度
の
改
善
、
基
本
的
な
食
料
品
の
国
営
商
庖
に
お
け
る
小
売
価
格
の
長
期
間
に
わ
た
る
据
え
お
き
、

七
二
年
以
降
に
お
け
る
農
産
物
の
大
量
輸
入
を
主
た
る
内
容
と
す
る
農
業
・
食
料
政
策
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
た
。
長
期
的
に
み
た

場
合
に
、
農
産
物
の
供
給
増
大
と
、
国
民
の
食
生
活
の
向
上
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

七
五
年
以
降
に
お
い
て
は
、
農
産
物
供
給
の
伸
び

な
や
み
と
、
食
生
活
向
上
の
テ
ン
ポ
の
低
滞
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

ソ
連
農
業
は
、
本
稿
で
分
析
す
る
ご
と
く
、
従
前
か
ら
ひ
き
つ
い
だ
農
業
生
産
性
の
低
さ
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

ソ
連
経
済
の
高
度
化
に
と
も
な
い
農
業
の
振
興
が
必
要
と
さ
れ
る
現
段
階
に
お
い
て
、
食
料
供
給
面
や
、
農
業
へ
の
財

政
・
投
資
の
配
分
に
お
い
て
、
重
大
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

G

本
稿
に
お
い
て
は
、

以
上
述
べ
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
主
と
し
て
最
近
の
ソ
連
の
新
聞
、
雑
誌
等
か
ら
資
料
を
整
理
し
、

ソ
連
の
農

業
・
食
料
政
策
の
主
要
内
容
と
そ
の
問
題
点
、
農
業
生
産
お
よ
び
農
産
物
貿
易
の
動
向
、
国
民
の
食
生
活
の
動
態
変
化
に
つ
い
て
、
分



析
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

帝
政
ロ
シ
ア
は
、
巨
大
な
穀
物
輸
出
国
で
あ
り
、
一
九
一
三
年
の
穀
物
輸
出
量
は
、
九

O
八
・
七
万
ト
ン
に
達
し
て
い
た
(
中
山
弘
正
『
ソ

ピ
エ
ト
農
業
事
情
』
、
東
京
、
日
本
放
送
協
会
、
昭
和
五
六
年
、
一
四
六
頁
)
。
革
命
後
に
お
い
て
も
一
九
七
一
年
ま
で
は
、
一
九
六
四
、
六
五
、

六
六
年
の
ネ
ッ
ト
で
の
輸
入
を
行
な
っ
た
と
い
う
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぽ
一
貫
し
て
、
穀
物
の
ネ
ヅ
ト
の
輸
出
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
七
二
年
以
降
は
、
恒
常
的
な
ネ
ッ
ト
の
輸
入
国
と
な
り
、
特
に
、
七
九
/
八

O
年
か
ら
八
一
/
八
二
年
の
三
カ
年
間
は
、
年
間
の
ネ
ッ

ト
の
輸
入
量
は
、
三
千
万
ト
γ
を
越
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
(
重
光
品
『
ソ
連
農
業
の
統
計
的
研
究
』
、
東
京
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

昭
和
五
四
年
、
付
表

W

4
お
よ
び
後
掲
の
第
ロ
表
参
照
)
。

(

2

)

昭
和
五
六
年
度
『
農
業
の
動
向
に
関
す
る
年
次
報
告
』
、
一
三

O
頁
、
表

E
l
M
。

(

3

)

後
掲
の
第
日
表
参
照
。

(

4

)

ソ
連
農
業
を
研
究
す
る
視
点
と
し
て
は
、
①
計
画
経
済
と
し
て
の
ソ
連
農
業
の
特
質
の
把
握
、
②
ソ
連
経
済
の
な
か
で
の

y
連
農
業
の
位
置

づ
け
、
③
国
際
農
産
物
市
場
に
お
け
る
ソ
速
の
貿
易
の
位
置
づ
け
、
④
ソ
連
農
業
の
歴
史
的
位
置
づ
け
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
ら
の
視
点

に
よ
る
分
析
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
、
プ
レ
ジ
ネ
7

政
権
時
代
の
ソ
連
の
農
業
動
向
の
把
蜜
に
し
ぼ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(

5

)

我
が
国
お
よ
び
欧
米
の

y
連
研
究
の
成
果
に
よ
る
と
、
ス
タ
I
り
γ
期
を
、
農
業
か
ら
の
収
奪
の
時
代
、

7

ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
か
ら
、
経
済

の
一
一
層
の
発
展
の
た
め
に
は
、
た
ち
お
く
れ
た
農
業
の
振
興
が
必
婆
と
な
っ
た
段
階
と
規
定
す
る
の
が
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

中
山
弘
正
は
、

y
速
の
農
政
の
基
本
戦
略
を
、
見
タ

1
リ

γ
期
は
、
農
業
か
ら
の
価
値
「
汲
み
移
し
」
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
時
代
は
、
農
産
物
を

「
商
品
化
」
し
生
産
意
欲
を
刺
激
す
る
こ
と
、
プ
レ
ジ
、
不
7

期
は
、
国
家
投
資
を
強
め
、
所
得
保
証
、
副
業
奨
励
、
収
穫
安
定
化
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
(
中
山
、
前
出
、
三
六
一
貝
)
。
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ

7

は
、
本
格
的
な
農
業
振
興
路
線
を

と
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
基
本
的
に
は
、
こ
の
路
線
を
ひ
き
つ
ぎ
な
が
ら
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
あ
ま
り
に
も
主
観
主
義
的
で
、

科
学
的
根
拠
の
か
け
た
政
策
の
誤
り
の
部
分
を
是
正
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
フ
ル

j

チ
ヲ

7

時
代
が
処
女
地
開
発
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
農

業
の
外
延
的
発
展
に
も
力
を
入
れ
た
の
に
対
し
、
プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
農
業
生
産
の
集
約
的
発
展
に
重
点
を
お
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

(

6

)

一
九
六
五
年
三
月
二
六
日
採
択
の
ソ
連
共
産
先
中
央
委
総
会
決
定
「
ソ
連
農
業
の
一
一
層
の
発
展
に
関
す
る
緊
急
方
策
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

「
わ
が
国
経
済
の
一
一
層
の
発
展
と
国
民
生
活
水
準
の
向
上
の
た
め
に
は
、
農
業
生
産
の
一
一
層
の
高
揚
に
つ
い
て
特
別
の
配
患
を
必
要
と
し
て
い

る
」
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
『
ソ
連
月
報
』
第
三
二
ニ

O
号
、
東
京
、
外
務
省
欧
亜
局
東
欧
謀
、
昭
和
四

O
年
三
月
、
二
七
頁
)
。

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七



プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七

一
九
四

O
年
を
一
と
し
た
指
数
に
お
い
て
、
一
九
六
五
年
で
は
、
生
産
国
民
所
得
六
・

0
、
工
業
総
生
産
七
・
九
に
対
し
、
農
業
総
生
産
は
、

一
・
八
と
著
し
い
た
ち
お
く
れ
を
示
し
て
い
た
。
し
か
る
に
、
一
九
八

O
年
に
お
い
て
も
、
生
産
国
民
所
得
一
四
・
一
、
工
業
総
生
産
二
一
に

対
し
、
農
業
総
生
産
は
二
・
四
に
し
か
過
ぎ
な
い
(
後
掲
の
第
は
表
参
照
)
。

経
済
が
高
度
に
発
展
し
た
段
階
に
お
い
て
、
農
業
部
門
の
こ
の
よ
う
な
著
し
い
た
ち
お
く
れ
は
、
食
料
品
や
工
業
原
料
の
供
給
に
お
い
て
、

溢
路
を
形
成
し
て
お
り
、
経
済
成
長
と
国
民
の
食
生
活
向
上
に
と
っ
て
抑
制
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
農
業
の
振
興
が
緊
急
の
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
、
ソ
連
の
農
業
・
食
料
政
策
の
概
要

農
業
・
食
料
政
策
の
主
要
目
標

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
退
陣
(
六
四
年
一

O
月
)
の
後
を
継
い
だ
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
は
、
畜
産
物
等
の
需
要
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
食
料
口
問

の
供
給
増
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
食
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
主
要
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
①
積
極
的
な
国
内

農
業
振
興
策
の
実
施
、
②
七
二
年
以
降
に
お
い
て
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
需
要
に
対
し
て
国
内
生
産
の
み
で
は
、
不
足
す
る

場
合
に
は
、
農
産
物
の
輸
入
を
行
な
う
こ
と
、
③
基
本
的
な
食
料
品
の
国
営
商
唐
に
お
け
る
小
売
価
格
は
、
長
期
に
わ
た
り
据
え
置
く

こ
と
を
骨
子
と
し
た
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。

畜
産
物
等
を
中
心
と
す
る
食
料
品
需
要
は
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
期
に
お
い
て
一
貫
し
て
増
大
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
は
、
第
一
に
は
、
都
市
人
口
が
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
人
口
は
、

一
九
六
六
年
に
は
、
全
人
口
の
五
一
二
%
に
相

当
す
る
ご
三
一
・
七
百
万
人
で
あ
っ
た
が
、

(

2

)

 

三
六
・
五
%
の
増
大
を
み
て
い
る
。
第
こ
に
は
、
国
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
、

一
九
八
一
年
に
は
、
全
人
口
の
六
三
%
に
相
当
す
る
一
六
八
・
九
百
万
人
と
、

こ
の
間
に
、

こ
の
こ
と
が
単
価
は
高
い
が
、
美
味
で
栄
養
価
に
も



富
む
畜
産
物
等
の
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
所
得
水
準
の
上
昇
は
、
例
え
ば
、

工
業
部
門
就
業
者
の
月
平
均
労
賃
で
み

一
九
六
五
年
に
一

O
四
・
二
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、

七
・
九
%
の
上
昇
を
み
せ
て
い
る
。
第
三
に
は
、
食
肉
や
牛
乳
と
そ
の
製
品
を
始
め
と
す
る
基
本
的
な
食
料
品
の
国
営
商
庖
に
お
け
る

一
九
八

O
年
に
は

一
八
五
・
四
ル
ー
ブ
ル
と

-
コ
閏
可
こ
、

、U
E
l
p
t

七

る
と

小
売
価
格
が
長
期
間
に
わ
た
り
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
食
肉
や
牛
乳
と
そ
の
製
品
に
つ
い
て
は
、

(
5〉

六
二
年
六
月
に
は
、
基
本
的
に
は
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

畜
産
物
等
を
中
心
と
す
る
食
料
品
需
要
は
増
大
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、

料
品
需
要
の
充
足
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ポ
山

』
れ
に
対
応
し
て
、
食
料
品
の
供
給
を
増
大
さ
せ
、
食

注
(

l

)

農
村
人
口
の
場
合
に
は
、
畜
産
物
や
育
果
物
に
つ
い
て
は
、
白
己
の
個
人
副
業
経
営
か
ら
の
生
産
物
や
、
農
村
内
で
の
交
換
に
よ
っ
て
、
そ

の
需
要
の
大
部
分
を
み
た
し
て
い
る

3

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
人
口
に
つ
い
て
は
、
国
営
商
庖
か
ら
の
購
入
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
。
従
っ

て
、
都
市
人
口
の
増
大
は
、
圏
家
の
調
達
を
通
じ
て
の
供
給
義
務
が
増
大
す
る
こ
と
と
な
る
。
ち
な
み
に
個
人
副
業
経
営
の
所
有
者
数
は
、
コ

ル
ホ
ー
ズ
員
世
帯
が
一
三
百
万
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
労
働
者
世
帯
が
一

O
百
万
、
国
民
経
済
の
他
の
部
門
の
労
働
者
、
勤
務
員
世
帯
が
一

Q
百
万

と
さ
れ
、
そ
の
平
均
規
模
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
世
帯
で
は
、

0
・
ゴ
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
村
地
域
で
の
労
働
者
・
勤
務
員
世
帯
で
は
、
。
.
一

七
へ

F

F

l
品
、
う
ち
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
労
働
者
世
帯
で
は
、

0
・
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
都
市
の
労
働
者
・
勤
務
員
世
帯
で
は
、
。
・

0
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
さ
れ
て
い
る
(
「
・
巨
富

g
g・
6
E
H
m
n
a
g固
定
ロ

3
5回。
hn目
。
国
言
語
。
巾
白

ohnoESEZEngo--WNW-告
。

s

ufhhv主
vkRghw
〈
C
F
印

W
5
2
・
ゲ
・
シ
ユ
メ

1
レ
7

「
社
会
的
生
産
と
個
人
副
業
経
営
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
一
九
八
一
年
五
月
号
)
ひ
な

お
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
、
そ
の
個
人
副
業
経
営
に
よ
る
自
己
の
消
費
の
充
足
率
は
、
馬
れ
い
し
ょ
は
九
五
%
、
野
菜
は
七
五
%
、
食
肉
は
七
九

%
、
牛
乳
は
八
二
%
、
鶏
卵
は
九
七
%
と
さ
れ
て
い
る
(
「
-
M
H
5
4
R
O
F

〉
の
。
H
X
V
5
2
f

食
間

Mgv
旬
宝
居
。
『
。
口
。
』

gaz。吋
O
H
O
宮
町
内
E

4

E

J

U
弐
。
さ
v
k
s
s
n
ξ
争円安
V
N
O
N
E送制
S
H
E
w

〈
C
]
・
r
石田
0
・
ゲ
・
デ
ィ
ヤ
チ
コ
フ
、

7

・
ソ
ロ

1
キ
ン
「
個
人
副
業
経
営
の
役

割
」
『
農
p

業
経
済
』
一
九
八

O
年
一
月
号
)
。
ま
た
、
個
人
副
業
経
営
は
、
農
村
住
民
に
対
し
て
、
鮮
度
の
高
い
牛
乳
、
鶏
卵
、
野
菜
、
果
物
、

い
ち
ご
そ
の
他
の
生
産
物
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
は
、
社
会
化
部
門
の
生
産
で
は
、
多
く
の
数
に
の
ぼ
る
農
村
の
住
民
へ
の
供

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七
四

給
を
確
保
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
S・
玄
白
同
町
岡
田
話
。
回
同
岨

4
8回
国
叶
国
内
量
4
Z
O『
。
口
。
h
g
A
M問。『
O
M
O
M国
国
日
国
曲
J
ω
s
v
R
O
E

L
胃

hh弐
R
H
n向
h
R
R
D
N
O
N
E
-国
R
H
S
H
E
w
〈
C
F
f
S
3・
ィ
・
マ
カ
ロ

1
ヴ
ァ
「
個
人
間
業
経
営
の
発
展
」
『
農
業
経
済
』
一
九
七
九
年
一
月

号)。

(

2

)

戸
の
匂
の
の
の
夕
、
同
h刷
、
。
。
史
認

H
C旬同
RH門司
H
q
c
n
n
n
h
u
白
NU~SNWHY
叶
(
ソ
連
邦
中
央
統
計
局
『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
一
九
八
O
年

版
、
七
頁
)
。

(
3
)
D
・
M
・
シ
ュ
ノ

1
ヴ
ア
は
、
一
九
六
五
年
に
お
け
る

y
速
の
主
要
畜
産
物
需
要
の
所
得
弾
性
値
を
、
食
肉
計
で

0
・
六
九
、
牛
肉
で
は

0
・

八
三
、
豚
肉
で
は

0
・
因
。
、
家
き
ん
肉
で
は

0
・
八
九
、
鶏
卵
で
は

0
・
六
六
、
パ
タ
ー
で
は

0
・
五
九
と
推
定
し
、
本
数
値
は
、
先
進
諸

国
の
標
準
か
ら
み
れ
ば
、
栢
対
的
に
高
い
と
し
て
い
る

(
D
-
M
・
シ
ュ
ノ
1

ヴ
ア
「
ソ
連
の
飼
料
|
畜
産
経
済
ー
そ
の
成
果
の
暫
定
研
究
結

果
」
『
の
び
ゆ
く
農
業
』
四
四
七
、
農
政
調
査
委
員
会
、
一
九
七
五
年
五
月
、
八
頁
)

o

ま
た
、

M
・
ェ
り
ザ
ベ
ス
・
デ

γ
ト
ン
は
、
一
九
四
O

年
か
ら
一
九
七
七
年
の
期
間
に
お
け
る
ソ
速
の
家
計
支
出
構
造
の
分
析
か
ら
、
加
工
さ
れ
て
い
な
い
食
肉
の
需
要
の
所
得
弾
性
は
、
一
-
O
か

そ
れ
以
上
で
あ
る
と
し
、
経
済
発
展
の
比
較
し
う
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
他
の
国
に
つ
い
て
推
定
さ
れ
た
数
値
を
顕
著
に
上
回
る
と
し
て
い
る
(
戸

開
Z
N釦
ず

2
r
u。ロ
s
p
・-∞
2
L
m凶
F
n
cロ
ωロ
ヨ
ミ
可
c-Iヨ
ベ
完
ロ

ι切

EM戸

-HUH-ω
匂

2
2
J
h
u
q
q弘
之
阿
川
町

2
5
2・v、む
N
Z
H
h苦
言
。
¥
円
bRミ
h
p

』
宮
口
円
何
百
Cロ
ロ
司
己
ロ
【
U
O
B
B
H
2
2
w

《

USMmhzuzohprω

己
∞
〉
-
C
-
ω
-
c
-〈命岡田国
5
2戸

片

岡

wEEFH口問

C
E
S
-
-
S
A
V
V
〈
-
F
H
W
】)・吋由})。

な
お
、
高
額
所
得
者
に
な
る
ほ
ど
、
食
肉
消
費
量
は
多
い
。
す
な
わ
ち
、
国
民
一
人
当
た
り
の
食
肉
需
要
は
、
一
九
六
五
年
の
四
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
、
一
九
七
七
年
に
は
、
五
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
矯
大
し
た
が
、
労
働
者
・
勤
務
員
の
家
計
費
分
析
の
結
果
で
は
、
月
額
の
現
金
所
得
が

一
0
0
ル
ー
ブ
ル
以
上
の
世
帯
に
お
い
て
は
、
一
人
当
た
り
食
肉
消
費
量
は
、
八
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
一

0
0
ル
ー
ブ
ル
以
上
の
月
額

の
現
金
所
得
の
あ
る
世
帯
の
比
率
は
、
一
九
六
五
年
の
三

t
四
%
か
ら
、
一
九
七
五
年
に
は
、
三
三
%
に
上
昇
し
、
第
一
O
次
五
カ
年
計
画
期

間
末
の
八
O
年
に
は
約
主
O
%
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
〉
・
江
田
問
。
問
。
?
な

ω因
。
図
。
さ
2
巾
円
民
奈
川
口
旬
。

AMB冨
盟
国
O
回。『。

2

E
曲
。
内
旬
E
2
4
E巾
盟
国
国
包
2

5向

2
0
3
R
O
Oロ巾

34冨
回
目
0
3
ロ』曲
Ew--
む
ゐ
ミ
h
q
h
o
h
N如
意
町
、
認
さ
w
〈
o-・臼
w
-泊
3
・
7

・
ニ
コ
ノ
フ

「レ

1

エ
ン
の
協
同
化
計
画
実
施
の
新
段
階
の
経
済
的
諸
問
題
こ
『
計
画
経
済
』
一
九
七
九
年
三
月
号
)
。

(

4

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
一
九
八
O
年
版
、
三
六
四
頁
。

(

5

)

主
要
畜
産
物
の
国
営
商
庖
に
お
け
る
小
売
価
格
は
一
九
六
二
年
六
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
(
句
。
刊
号
h
h
g
Eミ
-
Y
3
t
h
h
s
q
ミ

門
官
、
hhHpckv・
1
F
w
〈

q-・国咽

HV-S)ο

国
定
小
売
価
格
指
数
は
、
一
九
六
三
年
に
食
肉
・
家
ま
ん
肉
に
つ
い
て
一
五
一
一
、
バ
タ

1
等
の
劃
物



性
油
糧
は
、
一
四
九
で
あ
る
が
、
一
九
八

O
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
五
五
お
よ
び
一
四
八
主
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
据
え
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
(
重
光
、
前
出
、
一
七
八
頁
、
『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
一
九
八

O
年
版
、
四
三
八
頁
)

3

(

6

)

こ
の
こ
と
は
、
プ
レ
ジ
ヰ
フ
に
よ
っ
て
、
党
大
会
や
中
央
委
員
会
総
会
の
際
に
く
り
か
え
し
強
調
会
れ
て
い
る
。
一
九
八
一
年
一
一
月
一
六

日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
も
、
プ
レ
ジ
、
平
7

は
、
「
食
料
問
題
は
、
経
済
的
に
も
、
ま
た
、
政
治
的
な
計
画
に
お
い
て

も
、
五
カ
年
計
画
の
す
べ
て
の
な
か
で
の
中
心
的
な
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
本
問
題
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
(
司
、
ま
凡
w
h
y
-叫

zoa-

可
出
石
田
日
『
・
『
.
フ
ラ
ウ
ダ
』
一
九
八
一
年
一
一
月
一
七
日
)

C

な
お
、
プ
レ
ジ
ネ
フ
の
上
述
の
発
言
は
、
異
例
な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
西
側
か
ら
、
そ
の
発
言
の
真
意
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
臆
測
が

な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
八
二
年
一
月
一
五
日
付
け
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
h

タ
イ
ム
ス
』
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
ジ
ョ
ソ
・

F
・パ

1
γ
ズ

記
者
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
「
プ
レ
ジ
不
フ
は
、
食
料
こ
そ
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
(
八
一

t
八
五
年
)

の
中
心
的
な
問
題
と
述
べ
て
い
る
。
プ
レ
ジ
不
フ
は
、
政
治
的
に
も
と
い
う
言
葉
の
使
用
に
つ
い
て
説
明
し
な
か
っ
た
が
、
彼
が
、
ご
く
あ
り

ふ
れ
た
こ
と
|
|
農
業
政
策
の
変
更
が
必
ず
官
僚
の
抵
抗
に
ら
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
も
っ
と
徹
底
的
な
こ
と
1

1

食
料
を
求
め
て
行
列
し
て
い
る
人
達
が
、
次
第
に
ソ
連
の
体
制
に
幻
滅
を
感
じ
る
の
を
F

レ
ム
リ
ソ
が
お
そ
れ
て
い
る
こ
と
ー
ー
を
意
味
し
て

い
る
の
か
を
人
身
は
、
憶
測
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
も
、
後
者
の
意
味
で
あ
れ
ば
、
彼
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
を
口
に
し
た
わ
け
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

(=ヰ

積
極
的
な
国
内
農
業
振
興
施
策
の
実
施

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
は
、
畜
産
物
等
の
需
要
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
食
料
品
の
供
給
増
を
図
る
た
め
に
、
農
業
部
門
へ
の
重
点
投
資
、
農

業
用
資
材
の
供
給
増
、
経
営
間
協
業
や
農
工
統
合
の
推
進
、
農
産
物
調
達
制
度
の
改
善
を
主
内
容
と
す
る
積
極
的
な
農
業
振
興
施
策
を

講
じ
て
い
る
。

第
1
表
は
、
農
業
発
展
の
た
め
の
総
合
的
な
事
業
に
関
す
る
基
本
投
資
の
推
移
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
六

t
一
九
八

O

プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七
五



農業発展のための総合的な事業に関する基本投資(可比較価格〉
〈単位:¥0億ノレープノレ〉

う ち 国民経済中の総

総投資
投資に対する本

国家による コノレホ}ズ
投資計の比率(~の

投資 による投資

1961-65ω 48.2 27.6 20.6 20 

1966-70 C同 81. 5 48.1 33.4 23 

1971-75 (0) 130.5 83.2 47.3 26 

1976-80 (防 171. 0 113.4 57.6 27 

354.8 41J.9 279.6 

上七 D/B 209.8 235.8 172. 5 

率 D/C 131. 0 136.3 121. 8 

~ /B/A 169.1 174.3 162.1 

C/B 160.1 173.0 141. 6 

1976 32.1 21. 1 11. 0 27 

1977 33.3 22.0 11. 3 27 

1978 34.6 23.0 11. 6 27 

1979 35.1 23.3 11. 8 27 

1980 35.9 24.0 11. 9 27 

第 I表

出所Ii'ソ連邦国民経済統計d]， 1ヲ81年版， 340頁より作成.

i注.農業発展のための総合的な事業に関する基本投資には， r連邦農業技術国

家委員会」所属の修理企業の建設費，農業科学研究施設建設費，連邦土地改

良水利省所属の建設材料生産企業の建設費および土地改良請負機関における

建設業の発展のための費用，農産物加工企業や建設材料生産企業の建設費，

コルホーズ，経営問組織における建設業の生産基盤発展のための費用，その

他農業を発展させるもろもろの費用を含む. ソ連政権の期間(1918-1980年)

における本投資額は 4，ヲ10億ループノレであった.従って1966-1980年の期間

における本投資額 3，830億ループノレは全ソ連政権期間のそれの78%に相当す

る.

七
六

年
の
期
間
に
お
け
る
本
投
資
額

は
、
三
八
一
二

O
億
ル
ー
ブ
ル
で

あ
る
が

ソ
連
政
権

」
れ
は
、

の
期
間
(
一
九
一
八

t
一
九
八

O
年
)
の
全
期
間
に
お
け
る
本

投
資
額
、

四
九
一

O
億
ル

l
ブ

ル
の
七
八
%
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
国
民
経
済
中
の
総
投

資
に
対
す
る
比
率
も

一
九
六

六

t
七
O
年
の
二
三
%
か
ら
、

一
九
七
一

t
一
九
七
五
年
に
は

二
六
%
、

一
九
七
六

t
一
九
八

O
年
に
は
二
七
%
と
な
っ
て
い

ハ
2
V

る
c

な
お
第
一
一
次
五
カ
年

計
画
に
お
い
て
も
、
農
業
部
門

へ
の
重
点
的
に
投
資
を
行
な
う

方
針
は
、
継
続
す
る
こ
と
と
さ



国家およびコルホーズによる農業への基本投資(可比較価格〕
(単位 :10億ループル〉

6~J1 うJち I 比日(%率) 
構成比(9の

1971-75， うち
年計 1975年 年計 1ヲ80年

ω1 (B) 

総 言十 118.4 27.9 I 155. 1 32.6 131 100 l∞ 
生 産 投 資 99.2 23.3 128.5 26.9 130 84 83 

畜 舎 25.1 5.7 26.9 4.8 107 21 17 

水利建設 19.3 4.9 23.9 4.8 124 10 16 

う 電 イじ 2.9 0.6 3.3 O. 6 114 2 2 

ち 果樹園，ぶど
う圏その他の 2.5 O. 6 3.8 0.8 152 2 2 
氷年性樹木

機械・設備 6. 9 4し5 9.0 142 25 27 

非生産投資 19.2 26.6 5. 7 139 16 17 

第2表

出所 11ソ連邦国民経済統計J]， 1980年版， 342頁より作成.

注 非生産投資とは，住宅，文化生活関連施設〈託児所，医療施設，運動施設，

クラブ等〉等である.

ハ
3
)

れ
て
い
る
。

第
2
表
は
、
国
家
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
よ
る
農
業
へ
の
基
本
投
資

の
構
成
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
産
投
資
の
な
か
で
は
、
機
械
、

設
備
、
畜
舎
、
水
利
建
設
に
対
す
る
投
資
が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る

」
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

農
業
部
門
へ
の
重
点
的
な
農
業
投
資
の
実
施
に
よ
り
、
生
産
主
要
フ

オ
ン
ド
(
建
物
、
築
造
物
、
移
動
装
置
、
機
械
、
設
備
、
運
送
手
段
、

生
産
用
お
よ
び
作
業
用
の
家
畜
、

多
年
性
樹
木
)
の
伸
び
も
著
し
い
。

第
3
表
は
、
社
会
化
部
門
に
お
け
る
生
産
主
要
フ
ォ
ン
ド
の
伸
び
を

表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八

O
年
は

一
九
六
五
年
に
比
し
、
生

産
主
要
フ
ォ
ン
ド
額
は
、

二
一
・
四
四
倍
、
就
業
者
一
人
当
た
り
の
生
産

主
要
フ
ォ
ン
ド
額
は
、
三
・
七
五
倍
、
農
用
地
一

C
C
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
主
要
生
産
フ
ォ
ン
ド
額
は
、

一
・
三
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。

第
4
表
は
、

一
九
八

O
年
末
に
お
け
る
社
会
化
部
門
に
お
け
る
生
産

主
要
フ
ォ
ン
ド
の
構
成
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
化
部
門
全
体
で
は

建
物
、
築
造
物
、
移
動
装
置
が
六
三
%
を
占
め
、
次
い
で
、
機
械
お
よ

び
設
備
一
六
・
九
%
、
生
産
用
お
よ
び
作
業
用
の
家
畜
一

0
・
四
%
、

七
ヤ七



|農用地1∞
ha当り

100 I 

311 I 

467 

7¥Yコ

1，154 

1，262 

1，384 

1，491 

1，617 

1，75コ!
375 I 

出所[j'ソ連邦国民経済統計j]， 1980年版，

212頁.

注. コノレホーズ，経営問農業企業，ソフホー

ズ， その他の国営農業企業における 1981

年 l月 1日現在での 1973年の可比較価

格換算での農業生産主要フオソドば2，270

億ルーフールであった.生産主要フォンド額

は，就業者 l人当たりでは9.1千ノレーァソレ，

農用地 l∞ha当たりでは， 41. 6千ループ

ノレに相当する.

100 

286 

408 

585 

956 

1，033 

1，119 

1，206 
1，289 

1，381 

338 

100 

306 

459 

661 

1，087 

1，179 
1，280 

1，380 

1，474 
1，581 

344 

1940 

1960 

1965 (A) 

lヲ70

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980(B) 

B/A(%) 

カ
数
で
は
ニ
・
二
六
倍
、
穀
物
収
穫
用
コ
ン
バ
イ
ン
で
は
一
・
四
八
倍
、

七
八

運
送
手
段
三
・
五
%
、
多
年
性
樹

木
三
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
投
資
は
、
機
械
化
、
化
学

化
、
土
地
改
良
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
、
実
施
さ
れ
た
。
第
5
表
は
、

農
業
へ
の
機
械
の
供
給
の
推
移
を

表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が

九

八
O
年
の
一
九
六
五
年
に
対
す
る

比
率
は

ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
台
数
で
は
一
・
四
五
倍
、
馬

第
6
表
は
、
農
業
に
お
け
る
機
械
の
保
有
台
数
の
推
移
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

ト
ラ
ッ
ク
で
は
ニ
・
八
四
倍
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
八

O
年
の
一
九
六
五
年
に
対
す
る
比
率

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
台
数
で
は
一
・
五
九
倍
、
馬
力
数
で
は
二
・
四
五
倍
、
穀
物
収
穫
用
コ
ン
バ
イ
ン
は
一
・
三
九
倍
、

(

4

)

 

ト
ラ
ッ
ク
で
は
、
台
数
で
は
一
・
六
九
倍
、
積
載
能
力
で
は
二
・
二
六
倍
と
な
っ
て
い
る
。

第
7
表
は
、
農
業
へ
の
化
学
肥
料
の
供
給
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
九
六
五
年
の
三
・

O
四
倍
と
な
っ
て
い
(
列
。

第
8
表
は
、
土
地
改
良
面
積
の
推
移
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が

そ
の
標
準
単
位
換
算
で
の
供
給
量
は
、

一
九
八

O
年
に
は

一
九
八

O
年
で
は
、

一
九
六
五
年
に
比
し
、

か
ん
が
い
地
は



第 4表 コルホーズ，経営問農業企業，ソフホーズ，その他の国営企

業における生産主要フォンドの構成(1980年末〉
(単位:%) 

l コルホーズ，
経営問農業企
業，ソフホー
ズ，その他の
国営企業

コルホーズ，
経営問農業企
業

ソフホーズ

ICO 

59.4 

17.6 

ICコ

63.3 

16.9 

ICぬ

63.0 

16.ヲ

差是業生産主要フォ γ ド

5ち

建物，築造物，移動装置

機械及び設備計

うち

動力用の機械，設備

作業用の機械，設備

6.8 

10.4 

3.7 

0.5 

9.9 

5.4 

6. 7 

9.8 

3.6 

0.4 

12.1 

1.8 

7.0 

9.4 

3.5 

0.4 

10.0 

3.4 

運送手段

作業用の家畜

生産用家畜

多年性樹木

出所[j'ソ連邦国民経済統計.ll， 1980年版， 213頁.

注減価償却をしていないバランス上の価格によるものである.

一
・
七
七
倍
、

ハ
6
V

一
・
五
九
倍
と
な
っ
て
い
る
。

干
拓
地
は
、

一
九
七

0
年
代
の
後
半
に
お
い
て
、
経
営
間
協
業
と
農
工

統
合
に
基
づ
く
農
業
生
産
の
専
門
化
と
集
中
化
の
一
一
層
の
推

進
が
は
か
ら
れ
て

b
u。
こ
の
場
合
に
経
営
間
協
黙
と
し
て

は
、
畜
産
部
門
や
施
設
園
芸
部
門
に
お
い
て

い
く
つ
か
の

コ
ル
ホ
ー
ズ
あ
る
い
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
、
時
に
は
国
家
が
共
同

出
資
し
て
、

独
立
の
企
業
体
を
形
成
す
る
の
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
農
産
物
の
加
工
部
門
を
中
心
と
し
て
、
農

工
統
合
も
推
進
さ
れ
て
い
る
。

第
9
表
は
、
経
営
間
企
業
お
よ
び
組
織
に
つ
い
て
の
主
要

指
標
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八

O
年
に
お
い
て
は

経
営
間
企
業
お
よ
び
組
織
数
は
、

』
れ
に
参
加

九
六
三
八

す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
、

ソ
フ
ホ
ー
ズ
等
の
経
営
数
は

一
五
三
、

七
O
九
(
重
複
し
て
参
加
す
る
も
の
を
含
む
)
と
な
っ
て
い

る
。
表
示
し
た
す
べ
て
の
指
標
の
推
移
か
ら

一
九
七

O
年

代
、
特
に
、

そ
の
後
半
に
お
い
て
、
経
営
間
協
業
や
農
工
統

合
の
発
展
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

七
九



トラックの供給

品 日 ト フ ク d安 !穀物収穫用 トラッ Pコγノごイ γ

単 位 千 台|百万馬力!千 ぷに泊3、 千 "Eε2 、

1940ω 20.3 0.9 17.5 

1965 (8) 239.5 12.8 79.4 94.3 

1970削 309.3 19.0 97. 1 156.6 

1975 (防 370.4 27.3 92.0 269.4 

1976 368.6 28.5 97.5 269.1 

1977 制 .6I 28.3 100.8 268.3 

1978 370.6 29.4 111. 2 269.9 

lヲ79 354.8 29.0 112目 O 266.5 

19印 (E) 347.6 28.9 117.5 268.0 

E/A 1，712.3 1，531. 4 

E/B 145.1 225.8 148.0 284.2 

上[:; E/C 112.4 152.1 121. 0 171. 1 
率 E/D 93.8 105.9 127.7 99.5 
f% 、Jヘ B/A 1，17ヲ.8 1，422.2 620.3 538.ヲ

C/B 129.1 122.3 166.1 

D/C 119.8 143.7 I 94. 7 172.0 

農業に対するトラクター，穀物収穫用コンパイン，第5表

八
O 

で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
の
農
業
の
総
合
的
発

展
の
た
め
の
措
置
も
、
特
に
、

い
て
強
力
に
実
施
さ
れ
た
。
本
地
帯
の
農
業
発
展
の
た

一
九
七
四
年
以
降
に
お

出所 11ソ連邦国民経済統計.!l， 1980年版， 217頁より作成.

め
に
、
第
一

O
次
五
カ
年
計
画
期
間
(
一
九
七
六

t
八

O
年
)
に
お
い
て
は
、

二
一
二
億
ル
ー
ブ
ル
が
投
資
さ

れ
た
が
、
第
一
一
次
玉
カ
年
計
画
(
一
九
八
一

t
八
五

年
)
に
お
い
て
も
、
コ
一
九
三
億
ル
ー
ブ
ル
の
投
資
が
予

(
U
)
 

定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
二
年
四
月
に
は

シ
ベ
リ
ア
、
極
東
お
よ
び

ク
ル
ガ
ン
州
(
ウ
ラ
ル
地
区
)
の
農
業
の
総
合
的
発
展

の
た
め
の
対
策
が
発
表
さ
れ
た
が
、
第
二
次
五
カ
年

計
画
に
お
い
て
は
、
木
地
帯
の
農
業
部
門
発
展
の
た
め

の
す
べ
て
の
総
合
的
な
事
業
の
た
め
の
基
本
投
資
と
し

て
、
二

O
、

ハ
ロ
)

れ
て
い
る
。

四
七
六
百
万
ル
ー
ブ
ル
の
配
分
が
予
定
さ

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
は
、
農
産
物
調
達
価
格
の
引
き
上



トラ y クの保有コンノfイン，第6表農業におけるトラクター，

台数の推移(年末〕

ラッ F

|積載能力
千ト γ

228 I 479 

ヲ45i 2，580 
1， 136 i 3，327 

1，396 I 4，446 

1，442 I 4，737 

1，501 I 5，051 

1，528 I 5，256 
1，568 I 5，576 

1，596 I 5，828 

タ

.t. 
Q 千

2

0

3

0

5

3

0

6

2

 

8

2

2

8

8

9

0

0

2

 

1
ム

R

d

ζ

U

4

0

ζ

U

£
U

匂

d

n

J

円

d

百万馬力

ク

531 I 

1，613 I 

1，ヲ77

2，334 

2，400 

2，458 

2，515 

2，540 

2，562 

フト自
ロ
ロロ

.L血、
Q 千位

1940 (A) 

1965 (B) 

1970 (c) 

1975制

1976 

lヲ77

1978 

1979 

1980 (E) 

単

1，216.7 
225.9 

175.2 

131. 1 

538.6 

129.0 

133.6 

7∞1 

168.9 

140.5 

114.3 

414.5 

120.2 

122.9 I 

396. 7 

138.8 

115.9 

106.2 

285. 7 

119.8 

109.1 

1，061. 1 

244.9 I 

170.5 ! 

125.7 I 

433. 3 

143.6 

135.7 I 

482.5 I 

158.8 

129.6 

109.8 

303.8 

122.6 

118.1 

EjA 

EjB 

EjC 

EjD 

B!A 
CjB 

DjC 

比
率
(
%
'
)

げ
、
年
間
農
産
物
国
家
計
画
調
達
量
の
固
定
化
、
調

達
計
画
に
対
す
る
計
画
超
過
売
り
渡
し
量
に
対
す
る

五

O
%の
割
増
し
価
格
の
支
払
い
、
地
帯
別
調
達
価

格
の
改
善
、
農
産
物
の
品
質
を
考
慮
し
た
調
達
価
格

の
設
定
か
ら
な
る
農
産
物
調
達
制
度
の
改
善
を
行
な

出所 w ソ連邦国民経済統計~， 1ヲ80年版， 215頁より作成.

っ
て
い
る
。

農
産
物
調
達
価
格
は

一
九
六
五
年
以
降
、

し
ば
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
一
日
が
、

(

叫

)

を
あ
げ
れ
ば
、
一
九
六
五
年
、

(

げ

)

(

同

)

「

刊

)

七
二
年
、
七
五
年
、
七
六
年
、

し
ま

七六
ブLへ九(そ
年♂年巳の

主
八七た
ー."'O~ る
年む年日も
での

あ
る
。年

間
農
産
物
国
家
計
画
調
達
量
を
数
年
分
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
固
定
し
て
定
め
て
お
こ
う
と
す
る

試
み
は
、
六
五
年
か
ら
、
穀
物
や
畜
産
物
に
つ
い
て

引実
き 施
続 さ
き れ
行た
な が
わ
れ そ
で の
い(後
るきも
。若

干
の
変
更
を
加
え

て

調
達
計
画
に
対
す
る
計
画
超
過
売
り
渡
し
量
に
対

JI. 



標準単位換算計

うち

窒 素

り ん 酸

りん酸粉

力日 旦

有効成分 100%換算計

うち

空 素

り ん 酸

り ん酸粉

カ日 里

<11 

第7表農業への品目別化学肥料の供給状況

供給実績(千ト γ) 比 率(%)

笠宮司言。 1
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1977
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出所Ii'ソ連邦国民経済統計.Jj， 1980年版， 237頁より作成.
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土地改良面積の推移第B表

善
、
食
業
就
業
者
に
対
す
る
社
会
保
障
制
度
の
改
善
等
の
施
策
が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
分
析
に

つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
農
業
投
資
と
農
産
物
調
達
制
度
の
面
で
講
じ
ら

れ
た
施
策
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

2

)

最
近
に
お
け
る
ソ
連
の
農
業
投
資
の
規
模
は
、
米
圏
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
大
き
い
。
す
な
わ

ち
、
一
九
七
七
年
に
お
い
て
、
米
国
の
食
業
投
資
が
、
約
一

O
五
億
ド
ル
な
の
に
対
し
、

y
速
の
そ
れ
は
、
約

七
八

O
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
一
九
七

O
t
七
七
年
の
期
間
に
お
け
る
ソ
連
で
の
直
接
農
業
投
資
は
、
米
国
の
農

業
投
資
の
六
・
一
二
倍
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
ロ

E
m
-
z
∞
-
盟
国

B
B
L
B晶
君
-
戸
内
諸

U
2
2・

食
【

Uos-M国
吋
白
門
戸
足
開
『
司
君
子
宮

C
E仲
間
出
昆
釦
ロ

ι
司円。

ι
z
n
z
t
q
s
c
-∞
-
白
ロ
L
d・
ω・
ω・
何
回
釦
畑
山
同
H
E
i
r
E
2
J

匂
虫
色
ミ
切
さ
、
胸
骨
這
・
1

3

E

丘
、
、
言
。
¥
円

u
p
s
h
F
し『
O
E門
別
口
C
ロ
c
s百
円
い

c
g
s
x
g
p

【

uq口問『
m
m
ω
C
『
子
。

己
ω〉
W
C・
ω
-
c
o
d『

2
ロ
B
2
M丹
市
】
ユ
ロ
己
口
問
。
日
口
p
-
S
A
Y
〈
0
戸
同
w

℃・品〔))。

(
3
)
一
九
八
一
年
一
一
月
一
七
日
に
パ
イ
バ
コ

7

・
ゴ
ス
プ
ラ
ン
議
長
は
、
最
高
会
議
の
席
上
、
第
一
一
次
五
カ

年
計
画
の
概
要
を
説
明
し
た
な
か
で
、
農
業
発
展
の
た
め
の
す
べ
て
の
総
合
的
な
事
業
に
関
す
る
基
本
投
資
は
、

一
九

O
O億
ル
ー
ブ
ル
を
予
定
す
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
国
民
経
済
で
の
基
本
投
資
額
の
二
七
%
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
(
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
一
九
八
一
年
二
月
一
八
日
)
。

(

4

)

プ
レ
ジ
ヰ
フ
は
、
一
九
六
五
年
三
月
二
四
日
の
党
中
央
委
総
会
に
お
け
る
報
告
に
お
い
て
、
「
コ
ル
ホ
ー
ズ

や
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
機
械
装
備
率
は
、
依
然
と
し
て
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
た
め
圃
場
作
業
実
施
の
期
間
が

長
く
な
り
、
単
収
が
低
下
し
て
い
る
。
コ

γ
パ
イ
ン
や
そ
の
他
の
機
械
の
不
足
か
ら
穀
物
の
取
り
入
れ
が
三

o

t
四

O
日
も
か
か
り
、
そ
の
収
穫
物
の
莫
大
な
損
畢
吹
か
生
ず
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
農
業
高
揚
の
利
益
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
生
産
の
物
質
的
・
技
術
的
装
備
の
決
定
的
な
強
他
、
農
業
機
械
の
急
速
な
増
産
、

そ
の
賀
、
確
実
性
お
よ
び
耐
久
性
の
向
上
を
要
求
し
て
い
る
」
旨
述
べ
て
、
機
械
化
推
進
の
必
要
性
を
強
調
し

て
い
る

(
h
戸
工
・
切
目
v
h
w
v
R
Z
2
y
a
o
z巾。

J

否。
MREEM円
奈
川
目
福
岡
口
。
』

E
F田
町
田
富
市
宮
司
℃
器
国
国
4
5
0

内合同

r
n，

囲内。『。

M
O
U
国
出
向
吋
回
国
の
め
の
勺
J
H
H
O
R
b
白』

E
ロ
旬
。
国
可
玄
巾
戸
宍
百
日
の
の
記
冨
曲
目
M

吋曲
-
A
V

小
叩
『
。
h
白・

L
Q・

ミ
・
町
、
h
H

室内局
w
h
w
O
語、
q
s
b
N、
色
、
E
h
H
き
言
語
R
R
h
h
hロ
n
n
h
h
q円
曲
。
塁
走

S
S
E
E
h
k
u同
誌
足
早

J¥. 



第9表経営間企業および組織についての主要指標
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ブ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

入

五

事
業
に
お
い
て
化
学
工
業
の
も
つ
重
大
な
役
割
を
強
調
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
す
べ
て
の
予
定
さ
れ
た
諸
施
策
の
効
率
が
ず
っ
と
ふ
え

る
の
は
、
農
業
の
広
範
な
化
学
化
を
実
施
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
を
極
め
て
は
っ
き
り
と
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
化
学
工
業
は
、
そ

の
業
務
を
改
善
し
、
良
質
の
化
学
肥
料
、
駆
虫
剤
、
除
草
剤
、
落
葉
剤
の
生
産
と
供
給
の
テ
ソ
ポ
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
述
べ
て
、

化
学
化
推
進
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
方
針
は
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
。

(

6

)

一
九
六
六
年
五
月
の
党
中
央
委
総
会
は
、
「
穀
物
お
よ
び
そ
の
他
の
農
作
物
の
高
い
安
定
し
た
収
穫
を
あ
げ
る
た
め
の
土
地
改
良
の
広
範
な

発
展
に
つ
い
て
」
の
決
定
を
行
な
っ
た
。
本
決
定
に
お
い
て
、
か
ん
ば
っ
の
破
滅
的
な
影
響
を
受
け
た
地
帯
で
は
、
か
ん
が
い
を
、
過
湿
地
が

多
〈
、
土
療
が
養
分
に
乏
し
く
、
酸
性
の
強
い
非
黒
土
地
帯
に
お
い
て
は
、
干
拓
と
な
ら
ん
で
石
灰
施
用
と
肥
料
の
規
則
的
な
施
用
を
、
ま
た
、

圏
土
の
多
く
の
地
帯
に
お
い
て
は
、
風
水
蝕
防
御
対
策
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
、
大
規
模
な
土
地
改
良
施
策
を
定
め

て
い
る
つ
ロ

2
2
5
E
2
5
ロ
母
国
三
曲
戸
穴
穴
口
の

ρ
ミ
吉
岡
]
泊
怠

7
0
E
S
O
R
g
Z
ω
E
4
5
5言
。
官
民
国
国
同
巾
富
市
旬

rhb国

ロ
。
ミ
湾
出
国
国
国
民
向
。
同
国
阿
国
司

2
0雪
国
国
民
岡
山
占
。

5
2
ω
昌
吉
田
区
阿
国
話
可
『

EHngvZOHOω
岡田

2
5国民
EH
同

UF843.Jh】町長司・

さ
F
周
辺
A
H
M
M
N昌

h
S
R
A
E
h担
当
お
に
ぎ
円
ミ
白
色
、
同
。

LSuhaM町
、
認
定
さ
を
』
h
g辺
、

o
s
k
w
p
富
。
内
同
国
白

w
-
ま∞

--v・
ご

ul--叶
・
一
九
六
六
年
五
月

二
七
日
付
け
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
の
決
定
、
穀
物
お
よ
び
そ
の
他
の
農
作
物
の
高
い
安
定
し
た
収
穫
を
あ
げ
る
た
め
の
土
地
改

良
の
広
範
な
発
展
に
つ
い
て
」
『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第
六
巻
、
ぜ
ず
』

λ

ク
ヮ
、
一
九
六
八
年
、
一
一
一
子
t
一
一
七

百

R
V
そ
の
後
も
、
土
地
改
良
推
進
の
方
針
は
、
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
。

(

7

)

一
九
七
六
年
五
月
の
党
中
央
委
の
「
経
営
間
協
業
と
農
工
統
合
に
基
づ
く
農
業
生
産
の
専
門
化
と
集
中
化
の
一
一
層
の
発
展
」
の
決
定
に
お
い

て
、
農
業
の
水
準
、
重
要
農
産
物
の
生
産
の
経
済
的
指
標
と
成
長
テ
ソ
ポ
が
、
ま
だ
増
大
し
つ
つ
あ
る
需
要
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
実
在
す
る

可
能
性
に
見
合
っ
て
い
な
い
と
し
、
集
約
化
と
効
率
向
上
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
決
の
主
要
な
方
途
の
ひ
と
つ
が
、
農
業
生

産
の
専
門
化
と
集
中
化
、
近
代
的
な
工
業
基
盤
へ
の
移
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
現
在
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る

生
産
の
多
角
性
、
そ
の
不
十
分
な
集
中
化
は
、
農
畜
産
業
の
工
業
化
を
妨
げ
、
費
用
の
効
率
を
低
下
さ
せ
、
事
実
上
こ
の
部
門
の
経
済
的
な
、

従
っ
て
、
科
学
的
技
術
的
な
進
歩
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
経
営
間
協
業
は
、
経
嘗
を
過
度
に
大
規
模
化
し
、
管
理
不

可
能
な
経
営
を
形
成
す
る
こ
と
な
し
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
努
力
を
統
合
し
、
そ
の
生
産
の
規
模
と
可
能
性
を
怒
大
し
、
そ

の
集
中
化
の
水
準
を
高
か
め
る
主
じ
、
農
産
物
の
生
産
、
貯
蔵
、
工
業
的
加
工
を
有
機
的
に
結
合
し
た
農
工
統
合
と
と
も
に
、
そ
の
形
成
を
推

進
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
つ
コ

R
E
Z
O国旬巾
E
巾
広
沢
民
コ
の

P
M∞
是
認
芯
ぷ
ア
。

h
S
F国
巾
吉
岡
市
玄
唱
曲

E
5
1
5
2
2
E旬
器
皇
室



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の

y
連
農
業
の
動
向
(
上
〉

Jl.. 
ムノ、

冨
R
O
国民巾
Z
J司
噂
由
民
出
思
内
骨
旬
v
n
民
。
岡
。
mw
園
出
向
叶
田
市
国
国
O
可
。
ロ
唱
。
国
M
国
o
h
n
J司
国
帥
出
回
。
曲
ω
m
F両市
VRMmOM
出陣内
4

司
国
巾
冨
民
。
由
民
。
。
口
市
噂
由
民
国
S

E

曲司唱。ロ・

言
語
E
E
-
h
g言
。
酢
出
国
認
可
喝
曲
目
何
回
Z
J

、同
h
t
S
R尚
昆

h刷、
s
h
h
R
R
辺、
s
h
h
s
n
h
F
円
注
意
、
g
h
n
o旬
迫
柏
町
、
認
定
ミ

E
K
言
語
、
。
ミ
ミ
・
-
H
J
三
OE

n
E
F
-
3
P
3
日
一
小
!
日
日
。
・
「
一
九
七
六
年
五
月
二
八
日
付
け
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
決
定
・
経
営
間
協
業
と
農
工
統
合
に
基
づ
〈

農
業
生
産
の
専
門
化
と
集
中
化
の
一
一
層
の
発
展
に
つ
い
て
」
『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第
一
一
巻
、
モ
ス
ク
ワ
、
一
九

七
七
年
、
三
一
六

t
一三ニ

O
頁
)
。

(

8

)

経
営
間
協
業
は
、
通
常
、
次
の
よ
う
な
諸
形
態
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
経
営
間
企
業
(
組
織
)
、
②
経
営
間
合
問
、

③
法
人
格
を
も
っ
た
経
営
間
企
業
あ
る
い
は
合
同
の
創
設
を
と
も
な
わ
な
い
、
契
約
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
諸
企
業
聞
の
協
業
、
④
経
営

間
企
業
の
州
(
地
方
)
、
共
和
国
レ
ベ
ル
で
の
連
合
体
。
こ
の
う
ち
最
も
普
及
し
て
い
る
の
は
、
い
〈
つ
か
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
あ
る
い
は
ソ
フ
ホ

ー
ズ
が
共
同
し
て
別
個
の
企
業
を
創
設
す
る
場
合
で
、
こ
こ
で
は
、
参
加
企
業
は
、
完
全
な
法
的
・
経
済
的
自
立
性
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
共
同
企
業
の
な
か
で
は
、
建
設
組
織
が
最
も
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
最
近
で
は
、
本
来
の
農
業
生
産
部
門
、
と
り
わ
け
畜
産
業
に

お
け
る
協
業
が
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
て
い
る
(
岡
田
進
「
経
営
間
協
業
の
発
展
」
大
崎
平
八
郎
編
著
『
現
代
社
会
主
義
の
農
業
問
題
』
、
東
京
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
八
一
頁
)
。

(

9

)

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
に
は
、
二
九
の
州
と
自
治
共
和
国
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
ハ
ソ
ゲ
リ
ス
ク
州
、
ヴ
オ
ロ
グ
ダ

州
、
レ
ニ
ゾ
グ
ラ

l
v州
、
ム
ル
マ

γ
ス
ク
州
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
戸
州
、
プ
ス
コ

7
州
、
ヵ
レ
リ
ヤ
自
治
共
和
国
、
コ
ミ
自
治
共
和
国
か
ら
な
る
北

西
地
区
、
プ
リ
ャ
γ
ス
F
州
、
ウ
ラ
ヂ

1

2
ル
州
、
ノ
ワ
ノ
ヴ
ォ
州
、
ヵ
リ

1
ニ
γ
州
、
カ
ル

1
ガ
州
、
コ
ス
ト
ロ
マ
州
、
モ
ス

P
ワ
州
、
ォ

リ
ョ

1
ル
州
、
リ
ャ
ザ
ソ
州
、
ス
モ
レ
ソ
ス
ク
州
、
ト
ゥ

1
ラ
州
、
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
州
か
ら
な
る
中
央
地
区
、
ゴ

1
リ
キ
l
州
、
キ

1
ロ
フ
州
、

マ
リ
自
治
共
和
国
、
そ
ん
ド
ヴ
ァ
自
治
共
和
国
、
チ
ュ
パ
シ
自
治
共
和
国
か
ら
な
る
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ヴ
ャ
ト
カ
地
区
に
加
え
て
、
ベ
ル
ミ
州
、
ス

ゲ
エ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
、
カ
リ

l

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
、
ウ

r
ム
1
ル
自
治
共
和
国
か
ら
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
年
に
お
け
る
本
地
帯
の
主
要
指
標
は
、
農
用
地
面
積
、
四
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
、
耕
地
コ
二
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
穀
作
地

一
六
・
二
百
万
へ
F
F
1
ル
、
穀
物
生
産
量
一
八
・
八
百
万
ト

γ
、
馬
れ
い
し
ょ
生
産
量
三

0
・
七
百
万
ト
ン
、
野
菜
生
産
量
四
・
六
百
万
ト

ン
、
食
肉
生
産
量
二
・
四
百
万
ト
ン
、
牛
乳
生
産
量
一
九
・
三
百
万
ト

γ
で
あ
っ
た
(
辺
白
、
。
。
=
2
k
g
h
a一
円
さ
き
の
の
の
、
白

H
U
苫
叫
噌
問
者
・

201ω
お
・
『

y
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
一
九
七
五
年
版
、
三
一
回

O
t
三
四
二
頁
〉
。

(

ω

)

一
九
七
四
年
三
月
に
、
党
中
央
委
と
連
邦
大
臣
会
議
は
、
「
ロ
シ
ア
共
和
国
非
黒
土
地
帯
農
業
の
一
層
の
発
展
の
た
め
の
措
置
」
に
関
す
る



決
定
を
採
択
し
た
。
本
決
定
で
は
、
本
地
帯
は
、
国
民
経
済
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
の
農
業
発
展
の
た
め
の
恵
ま
れ

た
自
然
経
済
条
件
は
、
未
だ
充
分
に
は
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
地
は
、
干
拓
、
酸
性
土
壌
の
中
和
、
低
木
と
茂
み
の
撤
去
を
必
要
と
し
て
お

り
、
本
地
待
の
農
業
の
技
術
的
・
物
質
的
基
盤
の
著
し
い
強
化
、
手
労
働
の
機
械
労
働
へ
の
移
行
、
農
村
住
民
の
住
宅
条
件
、
文
化
・
日
常
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
お
よ
び
道
路
建
設
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
地
帯
の
農
業
の
全
面
的
集
約
化
、
広
範
な
土
地
改
良
、

総
合
的
機
械
化
と
化
学
化
、
生
産
に
お
け
る
科
学
・
技
術
の
成
果
と
先
進
的
な
経
験
の
よ
り
広
い
活
用
を
基
盤
と
す
る
急
速
な
発
展
の
碕
保
を

最
も
重
要
な
全
国
家
的
課
題
と
認
め
、
こ
の
た
め
の
総
合
的
な
対
策
を
定
め
て
い
る
〈
R

ロ0
2由
民
。
回
』

g室内
w

戸
穴
宍
コ
の
の

E
n
o田
2
同

窓
国
忠
実
リ
J

号
。
回
の
の
の
P

M

O

冨曲目
M
4
曲
】
申
立
同
J

。
京
市
唱
曲
同
ロ
。
h
H

曲』
F
E何
回
目

g-M『
唱
曲
ω
回出吋出回

o
n
g同V
2
8『。
H
O
M国
出
向
日
4
回目凶

Z
q由冊目当。
ωE

g
g
-国
O
E
ω
O
田
区
間
】
の
@
の
℃
J

、町長旬、
2
2
b
n
H、
S
R
h
h
R
辺、
E
H
H
S
S
F門
誌
窓
辺
。

h
n
g迫崎町、認定、
h
R
R・
‘
提
言
語
、
。
h
a
L高
w

日

o
i
W
3
0
n
R
E
-

-
3少
司

同

yuc--ω
日
・
「
一
九
七
四
年
三
月
二

O
日
付
け
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
連
邦
大
臣
会
議
の
共
同
決
定
・
ロ
シ
ア
共
和

国
非
黒
土
地
帯
農
業
の
一
一
層
の
発
展
の
た
め
の
措
置
」
『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第
一

O
巻
、
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
七

六
年
、
一
二

O
t
一
三
五
頁
)
。

(日

)
p
b
h
R
S
L
R
Eま
・
ロ

zsqヨ
3
2『
・
(
一
九
入
一
年
一

O
月
一
七
日
付
け
『
セ

1
り
ス
カ
ヤ
・
ジ

I
ズ
こ
社
説
)
。

な
お
、
本
地
帯
へ
の
重
点
投
資
の
実
施
に
つ
い
て
、
西
側
の
一
部
で
は
、

?
γ
7
民
族
主
義
の
政
治
的
影
響
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
見
解
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
シ
ア
人
の
民
族
感
情
は
、
過
去
の
ロ
シ
ア
の
栄
光
へ
の
ノ
マ
ハ
タ
ル
ジ
ァ
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
影
響
力
の
増
大
、
ロ
シ
ア
の

人
口
が
中
央
ア
ジ
ア
の
人
口
爆
発
の
た
め
に
色
あ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
不
安
、
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
中
心
部
で
の
農
業
の
停
滞
に
よ
ワ
て
強
ま

っ
て
い
る
と
し
、
す
で
に
ク
レ
ム
リ
ン
は
、
ソ
連
の
ロ
シ
ア
地
域
の
経
済
開
発
に
特
別
の
注
意
を
む
け
て
い
る
が
、
も
し
も
将
来
の
指
導
者
が

こ
れ
ら
の
配
慮
を
強
め
る
こ
と
を
約
束
す
れ
ば
、
強
力
な
支
持
者
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
(
f
ド

-
8ド
叫
d
b
A
W

吋
な
言
。
。

(
ロ
)
一
九
八
二
年
四
月
一
一
一
日
付
け
『
。
フ
ラ
ウ
ダ
』
は
、
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
連
邦
大
臣
会
議
の
「
シ
ベ
リ
ア
お
よ
び
極
東
の
地
域
お
よ
び
P

ル
ガ

γ
州
に
お
け
る
農
業
の
総
合
的
発
展
に
つ
い
て
」
の
共
同
決
定
を
搭
載
し
て
い
る
。

本
決
定
に
お
い
て
、
本
地
帯
に
お
け
る
農
畜
産
物
の
生
産
を
全
面
的
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
の
経
済
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る

役
割
を
演
ん
じ
て
い
る
と
こ
ろ
の
本
地
帯
の
天
然
資
源
の
総
合
的
開
発
と
生
産
力
の
発
展
か
ら
な
っ
て
い
る
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
地
帯
に
お
け
る
農
畜
産
物
の
生
産
の
達
成
さ
れ
た
水
準
は
、
不
充
分
な
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
重
要
な
る

食
料
品
に
つ
い
て
の
需
要
は
、
地
場
の
生
産
に
よ
っ
て
は
、
完
全
に
は
、
充
足
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
、
か
な
り
の
量
の
生
産
物
が
、
国

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の

y
連
農
業
の
動
向
(
上
)

八
七



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

)""¥. 
八

の
他
の
地
区
か
ら
移
入
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
主
と
し
て
地
場
の
生
産
に
よ
り
、
本
地
帯
の
住
民
に
対
す
る
食
料
品
の
確
実
な
る
供
給
お
よ
び
都
市
と
農
村
の
物
質
的
お
よ
び
文

化
・
生
活
上
の
条
件
の
一
層
の
接
近
の
た
め
に
、
農
業
生
産
の
一
層
の
集
約
化
、
科
学
・
技
術
進
歩
の
達
成
成
果
の
導
入
の
促
進
、
農
業
の
全

部
門
の
効
率
の
顕
著
な
る
上
昇
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
本
地
帯
の
関
係
機
関
の
主
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
た
め
の
総
合
的
な

対
策
を
定
め
て
い
る
c

(
円
日
)
農
産
物
調
達
価
格
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
か
ら
の
国
家
寅
付
価
格
お
よ
び
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
圏
家
引
渡
価
格
)
は
、
一
九
六
五
年
三
月
以
降
、
一
九
七

九
年
に
い
た
る
ま
で
に
十
数
回
に
わ
た
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
(
大
崎
平
八
郎
「
戦
後
期
の
農
業
政
策
」
、
大
崎
平
八
郎
編
著
『
現
代
社
会
主
義

の
農
業
問
題
同
二
三
頁
)
。

な
お
、
農
産
物
調
達
価
格
は
、
種
類
毎
の
重
要
性
に
し
た
が
っ
て
、
連
邦
大
民
会
議
(
穀
物
、
工
芸
作
物
、
畜
産
物
等
)
、
連
邦
大
臣
会
議

付
属
国
家
価
格
委
員
会
、
共
和
国
大
臣
会
議
ハ
野
菜
、
果
実
等
)
が
所
管
し
て
お
り
、
例
外
的
に
州
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
も
権
限
が
分
与

さ
れ
て
い
る
(
金
田
辰
夫
『
ソ
連
邦
の
農
業
』
、
東
京
、
国
際
農
林
業
協
力
協
会
、
一
九
八
O
年
、
四
二
頁
)
。

(
川
け
)
戸
九
六
五
年
の
農
産
物
調
達
価
格
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月
に
お
け
る
党
中
央
委
総
会
に
お
い
て
、
プ
レ
ジ
ネ
フ
が
報
告
を
行

な
っ
て
い
る

Q

プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
農
政
を
批
判
し
、
近
年
農
業
指
導
の
実
践
に
、
持
に
、
企
画
、
価
格
形
成
、
融
資
、
信
用
供
与
の
分
野

に
お
い
て
、
全
く
恋
意
的
性
格
の
行
為
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
き
て
、
例
え
ば
、
穀
物
、
高
産
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
買
付
価
格
が
、
生

産
費
を
カ
バ
ー
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
結
果
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
大
き
な
損
失
を
こ
う
む
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

調
達
価
格
に
勺
い
て
は
、
小
麦
、
裸
麦
お
よ
び
そ
の
他
の
若
干
の
穀
物
、
ひ
ま
わ
り
に
つ
い
て
引
き
上
げ
を
提
案
し
て
い
る
。
小
麦
お
よ
び

棟
麦
に
つ
い
て
は
、
地
帯
別
に
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
白
ロ
シ
ア
お
よ
び
沿
バ
ル
ト
で
は
玉
O
%
か
ら
一
O
O
%
の
引
き
上

げ
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ト
ン
当
た
り
で
、
そ
ば
に
つ
い
て
は
、
ニ
O
O
ル

l
プ
ん
か
ら
三

0
0
ル
ー
ブ
ル
へ
、
良
質
の
き
び
に
つ
い
て
は
、

八

0
ル
ー
ブ
ル
か
ら
一
一

0
ル
ー
ブ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
c

畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
牛
は
、
二
O
%
か
ら
五
五
%

ま
で
、
豚
は
、
三
O
%
か
ら
七
O
%
ま
で
、
羊
は
一

0
4
P
か
ら
七
O
%
ま
で
の
引
き
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
(
旬
a
S・
切

Y
U阿
国
巾
?
ミ
ぬ
注

当
時
男
y

ま
i
E
0
・
エ
リ
・
ィ
・
プ
レ
ジ
ヰ
フ
、
前
掲
書
、
九
六

I
一
一
ニ
O
頁
〉
。

プ
レ
ジ
ヰ

7
報
告
は
、
中
央
委
総
会
で
承
認
さ
れ
、
提
案
に
そ
っ
て
、
調
達
価
格
の
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
た
。



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

八
九

(
日
)
六
九
年
五
月
か
ら
、
家
ま
ん
の
調
達
価
格
が
、
成
鶏
は
二
O
%
、
若
鶏
(
ブ
ロ
イ
ラ
ー
)
は
四
O
%
、
七
薗
烏
は
四
O
%
、
あ
ひ
る
は
五
O

%
、
が
ち
ょ
う
は
六
O
%
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
(
『
農
産
物
調
達
』
一
九
六
九
年
七
月
号
)
。

(
凶
)
一
九
七
O
年
に
お
け
る
調
達
価
格
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
ブ
レ
ジ
、
不
フ
は
、
同
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
総
会
に
お
い
て
報
告

を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
畜
産
は
、
長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
て
い
た
が
、
最
近
年
次
ま
で
の
牛
乳
、
食
肉
、
そ
の
他
の
品
目
の
生
産
の

低
い
収
益
率
の
水
準
が
、
畜
産
発
展
に
対
す
る
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
再
生
産
拡
大
の
た
め
の
条
件
を
つ
く
り
だ
さ

な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
九
七
O
年
三
月
の
党
中
央
委
と
連
邦
大
臣
会
議
の
共
同
決
定
に
お
い
て
、
牛
乳
お
よ
び
ク
リ
ー
ム
に
つ
い
て
、
平

均
し
て
ニ
0
4
F
調
達
価
格
を
引
ぎ
上
げ
る
こ
と
、
以
前
に
定
め
ら
れ
た
割
増
金
を
含
め
て
家
畜
に
対
し
て
新
た
な
調
達
価
格
を
導
入
し
、
そ
の

際
に
、
羊
、
山
羊
、
兎
に
つ
い
て
は
、
価
格
を
引
会
上
げ
、
若
干
の
州
お
よ
び
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
牛
に
つ
い
て
の
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ

と
、
若
干
の
種
類
の
羊
毛
に
つ
い
て
は
、
調
達
価
格
を
平
均
し
て
ニ
O
t
一
ニ
O
%
引
き
上
げ
た
と
し
て
い
る

(
b・
s・
切
一
言
沼
田
国
巾
国
咽
食
。
a湾問
vmw-

NH国
民
巾
同
曲
、
且
国
側
幽
回
目
曲
目
当
民
国
国
。
。
』
国
内
吋
国
内

g
r
2
8『。

HOω
回目町内叶固
m
f

同
OR白血
FhHM向
田
口
』

g
q富
市
民
自
内
回
ハ
コ
の
の
・
日
言
。
恒
国
一

3
0
コvh目
J

S
P詔
詰

R
2
M・
M
S
M斗
0・
エ
リ
・
イ
・
プ
レ
ジ
ネ
フ
「
農
業
部
門
に
お
け
る
党
の
当
面
の
課
題
、
一
九
七
O
年
七
月
二
日
の
ソ
連
邦
共
産
党

中
央
委
員
会
総
会
で
の
報
告
」
、
前
掲
書
、
一
二
三
一
t
二
七
O
頁
)

D

な
お
、
共
同
決
定
に
つ
い
て
は
、
窓
口
。
nl『曲
Z
。
国
旬
何
回
国
市
戸
民
間
〈
コ
の
の
毘

。
。
田
市
吋
由
主

E
S
2吉
田
の
の
の
タ
日

0

5百
回

}
3
0司
・
。
口
。

E
E
g
E
5
-呂
田

g
r
z
s
u白
星
認
宮
内
。
園
田

Z
E
R
g
R
S
H
O
M
O回
国

向
。
国
同
。
叫
。
園
田
同
国

2
2巾
ZZZ
ロ
苦
言
回

o
h
2回
目
ロ

-vhu元
吉
田
浜
田
国

OJ『甲山
g
o
h
2
E
J
、
同
室
内
ミ

hhh向
b
b、
s
h
h
h
h
h
h
p
E
Sミ
E
Rミ
E

HHCHC旬
MHHHミ
S
E
E
K
-誕
由
。
誌
、
。

E
L
F
-印
u

玄
。
円
相
内
国

P

S吐

Mw
司司・白

O
I
2・
(
「
一
九
七
O
年
三
月
三
O
日
付
け
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委

員
会
及
び
連
邦
大
臣
会
議
の
共
同
決
定
・
畜
産
物
生
産
増
大
へ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
物
質
的
利
益
の
増
大
に
つ
い
て
」
『
経
済
問

題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第
八
巻
、
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
七
二
年
、
八
O
t
八
四
頁
)
。

(
げ
)
一
九
七
二
年
に
は
、
牛
、
豚
、
羊
、
牛
乳
の
調
達
価
格
が
数
%
t
数
十
%
引
き
上
げ
ら
れ
た
(
中
山
弘
正
『
ソ
ビ
エ
ト
農
業
事
情
』
、
日
本

放
送
協
会
、
一
九
八
一
年
、
=
二
頁
)
。

(
m
m
)

一
九
七
五
年
に
は
、
穀
物
の
調
達
価
格
の
七
・
六
%
の
引
き
上
げ
を
は
じ
め
、
畜
産
物
、
工
業
用
作
物
の
調
達
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

(
岡
本
武
「
農
産
物
調
達
・
価
格
制
度
」
、
大
崎
平
八
郎
編
著
『
現
代
社
会
主
義
の
農
業
問
題
』
、
ミ
ネ
ル
グ
ァ
書
房
、
一
九
八
一
年
、
七
一
一
鼠
)

3

(
円
)
一
九
七
六
年
に
は
、
ひ
ま
わ
り
は
一
O
%
、
穀
物
は
七
・
六
%
、
家
畜
、
家
き
ん
、
牛
乳
、
鶏
卵
、
羊
毛
、
砂
糖
用
て
ん
さ
い
は
三
%
、
綿

花
は
二
%
そ
れ
ぞ
れ
調
達
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

(
C
p
i
L
Z
-
印山内

r
gロ
C44ア

R
6
2
-。
同
〉
m
ユ2
-
z
g
-
一司
R
L
r
E
m
-
-
-
K
E
-九
九

h
町内。目



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の

y
連
食
業
の
動
向
(
上
)

九
O 

浴
室
語
、
な
白

hh道
、
。
し
刊
門
川
F
s
h
H
F
。
、
.
門
戸
咽

}SAw-J可
申
戸
国
岨
勺
-
ご

O)。

(
幻
)
一
九
七
九
年
一
月
か
ら
、
調
達
価
格
を
全
国
的
に
平
均
し
て
、
牛
乳
お
よ
び
乳
製
品
に
つ
い
て
は
一
四
%
、
羊
お
よ
び
山
羊
に
つ
い
て
は
一

一
%
、
羊
毛
に
つ
い
て
は
一
八
%
、
カ
ラ
ク
リ
羊
毛
原
料
三
五
%
、
馬
れ
い
し
ょ
三
八
%
、
き
ゅ
う
り
、
と
ま
と
、
ね
ぎ
、
に
ん
に
く
九
%
と

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た

(
d
o
n
g問
。
国
諸
国
国
国
民
穴
穴
ロ
の
の
置
の

O回
2
同
富
田

E

2吉
田
の
の
の
同

J
3
0
5
a冨
芯
吋
由
『
・
。

帥曲

R
U
B
o
a
z
E
H
良
市
出
血
岡
田
昌
富
。
旬
。
安

Y

E巾匂
2
T
E宮
5
-
T
O田
市
民
国

E
V
P
R曲目》
4
0
9
2
V
E
0
4
h
g
r
E
B
回
虫
、
同
盟
。
国

O
E巾
P

。
。
。

E
M
g盟
国
営
吉
田

n
o
g出
回
。

5
E
S
R
E
H
O
M白
玄
出
向
。
回

HOM阻冨
J
E
s
s
h
h周
辺
色
、
さ

REhh
辺
、
白
言
語
と
き
面
白
き
し
円
。
話
路
町
・

活
面
白
き

F
h
k
-
S
E
E
L
F
-
-
U
1・
富
。

nR国同咽

3

5

3
・
主
唱

1
8ヶ
「
一
九
七
八
年
一
O
月
一
九
日
付
け
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
と

連
邦
大
臣
会
議
の
共
同
決
定
、
牛
乳
、
羊
毛
、
ヵ
ラ

F
り
種
の
羊
毛
、
羊
、
山
羊
、
馬
れ
い
し
ょ
お
よ
び
一
部
の
野
菜
の
買
上
価
格
、
コ
ル
ホ

ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
す
る
財
政
援
助
に
つ
い
て
」
『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
決
定
集
』
第
一
一
一
巻
、
モ

R

F
ヮ
、
一
九
七
九
年
、

四
九
九

t
五
O
一
一
貝
)
。

(
幻
)
一
九
八
O
年
一
一
月
に
採
択
さ
れ
た
党
中
央
委
と
連
邦
大
臣
会
議
の
共
同
決
定
「
農
業
生
産
物
の
生
産
お
よ
び
調
達
に
つ
い
て
の
計
画
お
よ

び
経
済
的
刺
激
の
改
善
」
(
三

2
2
5
E
2
5
戸
穴
宍
コ
の
の
毘
の
富
市
首

Z
E
E
2
3
P
出
。
息
苦
]
唱
団

O『
・
。

a
u『
占

a
E
S
E

E
Z
S
S唱
。
国
白
国
国
国
冨
叫
剛
向
。

zo富
田
』
巾
円

RO司
o
n
4
E
Z
U詰
E-MO回
同
盟
国
国
ロ
唱
。
国

ω国
chn吋
回
曲

E
U白『。
dB回。
R
n
E同vn問
。
同
。

ω国
酢
門
司
田
町
民
国

E
H
ロ
唱
。
.

h
u
『
5
6国
当
)
に
も
と
づ
き
、
一
九
八
一
年
か
ら
、
従
前
の
調
達
計
画
の
超
過
達
成
分
に
対
す
る
五
O
%
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
調

達
価
格
の
改
訂
が
行
な
わ
れ
た

(
Z・
の
宮
内
暗
曲

Z国
F
象
。
。
田
市
同
国
居
内

Z
2
4
5
E一
回
目
巾
ロ
旬
同
一
回
国
司

O回
国
国
国
園
内
2MF内訳。
HOω
回出向日

1

『園内同志向。『

O
ロ
目
当
留
守

回。

hn4国曲
J
h
w司
、
輔
、
ミ
ミ
匂
き
さ

vkRRR--O幽】唱
2
・
エ
ソ
・
ス
メ
タ

1
-
一
γ

「
農
業
生
産
計
画
の
改
善
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
、
一
九
八
一
年

一O
月
号
)
。

(
辺
)
プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
一
九
六
五
年
三
月
に
時
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
総
会
に
お
け
る
報
告
に
お
い
て
、
従
前
の
農
産
物
調
達
計
画
は
、
ョ
ル
ホ

l

ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
し
て
、
た
だ
一
年
に
限
り
、
し
か
も
大
変
通
れ
て
送
達
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
計
画
は
、
調
達
の
過
程
に
お
い
て
再
三

に
わ
た
っ
て
変
更
さ
れ
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
し
て
、
し
ば
し
ば
計
画
量
を
上
回
る
追
加
課
題
が
課
せ
ら
れ
た
と
批
判
し
、
一
九

六
五
年
か
ら
七
O
年
ま
で
の
六
カ
年
間
に
つ
い
て
、
穀
物
や
畜
産
物
に
つ
き
、
固
定
か
つ
不
変
の
調
達
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
(
己
-

S
・
切
宮

HRES-
ミ
巴
誌
詮
R

3
・
ま
l

一日
0・
エ
リ
・
イ
・
プ
レ
ジ
ネ
フ
、
前
掲
書
、
九
六

t
一
=
5頁
)

G

本
提
案
は
党
中
央
委
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。
国
家
調
達
量
の
回
定
計
画
化
方
式
は
、
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
保
持
さ
れ
て
い
る
。



プ
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)

九

(
お
)
プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
一
九
六
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
総
会
に
お
い
て
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
が
固
定
計
画
以
上
に
、
農
産

物
を
国
家
に
売
却
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
計
画
を
超
過
す
る
小
麦
お
よ
び
裸
麦
の
販
売
分
に
つ
い
て
、
基
本
的
買
付
価
格
に
、

五
0
4
F
の
増
額
を
設
定
す
る
よ
う
に
提
案
し
、
党
中
央
委
総
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
(
己

-s・切目
M
巾
淀
国
叩
一
回
一
ω

司
H
h
H
L
司

H
R
F

Z
Y
A
U小
l
目
印

0
・
エ
リ
・
ィ
・
プ
レ
ジ
ネ
7

、
前
掲
書
、
九
六
t
一
一
ニ
O
頁
)
。

(
お
)
プ
レ
ジ
ヰ
フ
は
、
一
九
七
O
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
総
会
で
の
報
告
に
お
い
て
、
家
畜
、
家
ま
ん
、
牛
乳
、
羊
毛
に
つ
い
て
、
計

画
を
超
え
て
圃
家
に
販
売
さ
れ
た
も
の
に
対
し
、
調
達
価
格
の
五
O
%
の
割
増
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
、
こ
の
割
増
金
の
支
払
い
は
、
年
の
始

め
に
お
い
て
、
経
営
内
で
所
有
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
家
畜
の
飼
育
頭
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に

し
て
い
る
(
旬

-s・
2
高
浜
吉
田

-
s
p主
治

R
匂・

8
?句
。
・
エ
リ
・
ィ
・
プ
レ
ジ
ネ

7
、
前
掲
書
、
二
一
ニ
O
I
ニ
七
O
頁
)
。

後
者
の
条
件
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
に
対
し
、
不
断
に
家
畜
数
を
増
加
す
る
よ
う
庄
力
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

(
D
・

ゲ

l

ル
・
ジ
ョ

γ
ソ
γ

「
ソ
連
農
業
の
再
訪
問
」
『
の
び
ゆ
く
農
業
』
三
七
八
、
農
政
調
査
委
員
会
、
一
九
七
二
年
六
月
、
一
六
t
一
七
頁
)
。

(
お
)
計
画
超
過
達
成
に
よ
る
調
達
量
の
全
体
に
対
す
る
比
率
は
、
穀
物
は
一
七
%
、
綿
花
、
砂
糖
用
て
ん
さ
い
、
ひ
ま
わ
り
、
馬
れ
い
し
ょ
は
一

五
%
、
ヵ
ラ
ク
リ
種
の
羊
毛
お
よ
び
茶
は
一

0
4戸
、
家
畜
、
家
き
ん
、
牛
乳
、
鶏
卵
、
羊
毛
は
三
%
と
さ
れ
て
い
る
(
ロ
ミ
王
宮
・

ω白
7
2・

ロC
〈
。
ァ
。
、
.
円
た
-u
司
-
-
】
(
U
)

。

(
町
四
)
農
産
物
の
品
質
を
考
慮
し
た
調
達
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
小
麦
に
つ
い
て
は
、
夜
質
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
は
、
軟
質
小
麦
の
二

0
1
六

五

%

高
で
あ
り
、
ピ

1
ル
醸
造
用
大
麦
は
、
飼
料
麦
の
二
O
%
高
で
あ
る
。
エ
リ
ー
ト
種
子
、
繁
殖
用
系
統
家
畜
に
も
割
増
金
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

肉
用
に
調
達
さ
れ
る
牛
は
、
肥
り
具
合
に
よ
っ
て
、
標
準
よ
り
良
好
な
も
の
は
ニ
O
%
育
、
平
均
よ
り
下
回
る
も
の
は
二
五
%
t
四
O
%
減
の

重
量
当
た
り
単
価
が
適
用
さ
れ
る
。
牛
乳
は
、
三
・
七
%
の
脂
肪
分
を
標
準
と
す
る
が
、
こ
の
ほ
か
、
酸
性
度
の
強
い
牛
乳
、
汚
染
し
た
牛
乳

は
減
価
さ
れ
る
。
工
芸
作
物
に
つ
い
て
は
、
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
糖
度
、
ひ
ま
わ
り
の
油
会
等
に
よ
っ
て
、
価
格
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
(
金

田
辰
夫
、
前
掲
書
、
四
六
t
四
七
頁
)
。

(
幻
)
ソ
速
に
お
い
て
は
、
農
産
物
の
生
産
費
の
地
帯
問
の
格
差
が
大
き
い
が
、
一
九
五
八
年
か
ら
調
達
価
格
に
地
帯
別
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
に

よ
り
生
産
費
格
差
の
調
整
を
は
か
つ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
種
農
産
物
の
生
産
に
支
出
さ
れ
た
社
会
的
必
要
労
働
量
を
調
達
価
格
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
以
降
に
お
い
て
地
帯
別
価
格
に
つ
い
て
の
改
善
が
進
め
ら
れ
、
価
格
地
帯
数
が
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
シ
ア
共
和
国
に
つ
い
て
み
る
と
、
価
格
地
帯
数
は
、
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
七
六
年
の
聞
に
、
小
麦
で
は
、
八
地
帯
か
ら
四
八
地
帯
へ
、
牛
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乳
で
は
、
八
地
帯
か
ら
九
二
地
帯
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
増
大
し
た
の
を
始
め
、
い
ず
れ
の
農
産
物
・
畜
産
物
に
つ
い
て
も
増
加
し
て
い
る
(
岡
本
武

「
農
産
物
調
達
・
価
格
制
度
」
、
大
崎
平
八
郎
編
著
『
現
代
社
会
主
義
の
農
業
問
題
』
、
八
七

t
九
三
頁
)
。

(三)

基
本
的
な
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
の
安
定

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
は
、
基
本
的
な
食
料
品
価
格
の
国
営
商
庄
に
お
け
る
小
売
価
格
を
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
を

据
え
お
く
政
策
を
と
っ
て
い
る
。
第
叩
表
は
、
消
費
財
の
国
家
小
売
価
格
指
数
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
食
料
品
に
つ
い
て
は
、
六

五
年
に
一
五
二
で
あ
っ
た
も
の
が
、

動
物
油
(
主
と
し
て
、
パ
タ

I
)、

マ
カ
ロ
ニ

こ
の
期
間
に
お
い
て
、
据
え
お
か
れ
た
と
み
て
よ
く
、
砂
糖
は
む
し
ろ
価
格
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
食
肉
お
よ
び
家
き
ん

植
物
油
、

入

O
年
に
は
一
五
七
と
、
こ
の
期
間
に
わ
ず
か
五
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
魚
類
、

糖
菓
類
、
食
塩
、
パ
ン
お
よ
び
バ
ン
乳
配
、
小
麦
粉
、
ひ
き
わ
り
と
豆
類
、

類
は

は
、
若
干
の
上
昇
を
示
し
、
馬
れ
い
し
ょ

野
菜
、

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
、
相
対
的
に
は
、
価
格
の
引
上
率
は
、
高
く
な
っ
て
い
る
。

工
業
部
門
就
業
者
の
月
平
均
労
賃
が
前
述
し
た
ご
と
く

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八

O
年
の
期
間
に
お
い
て
、

七
七
・
九
%
の
上
昇

を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
ご
と
く
、
国
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
い
る
な
か
で
、
食
料
品
価
格
は
、
基
本
的
に
は
、

据
え
お
く
方
針
が
と
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
食
料
品
価
格
を
相
対
的
に
は
次
第
に
割
安
な
も
の
と
し
、
畜
産
物
等
の
一
部
の
高

級
食
料
品
へ
の
需
要
を
増
大
さ
せ
、
供
給
が
こ
れ
に
対
応
し
な
い
と
い
う
事
態
を
惹
起
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

基
礎
的
な
食
料
品
価
格
の
引
き
上
げ
は
、
政
治
的
に
も
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
と
推
定
さ
れ
れ
。
第
二
六
回
党
大
会
に
お
け
る
チ
l
ホ

一
九
八
一

t
八
五
年
)
で
は
、
「
基
礎
的
な
食
料
品
に
た
い

す
る
国
家
小
売
価
格
の
安
定
を
保
持
す
る
方
針
は
一
貫
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
旨
島
町
し
て
お
り
、
本
方
針
は
、
今

ノ
フ
首
相
の
報
告
に
お
い
て
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
(
計
画
期
聞
は
、



全商品 100 140 139 139 140 142 143 

食料品 100 152 152 154 154 155 156 157 

食肉及び家きん 100 152 152 152 152 153 155 

:魚類及びにしん 100 124 120 125 125 125 125 125 

動 物 治 i∞! 149 148 148 148 148 148 148 

植 物 ?由 100 i 132 132 132 132 132 132 132 

砂 糖 l∞ 173 169 169 169 169 169 169 

糖 菓 類 100 174 169 I 169 169 174 176 176 

食 塩 l∞ 117 117 117 117 117 117 117 

バン，バヅ製品 100 111 111 111 111 111 111 111 

小麦粉 i1∞ 112 112 112 112 112 112 112 

ひきわり，豆類 I 100 122 I 122 122 122 122 122 122 

マカロ=類 100 114 114 114 114 114 114 114 

馬れいし ょ 100 126 132 129 130 133 132 135 

野 菜 100 154 181 lヲl 194 200 198 205 

アルコール飲料 loo! 258 262 267 267 269 270 270 

非食料品 122 122 123 125 127 

第 10表消費財の国家小売価格指数

11叩 I 196511970 119761 1977い978 1 1979 1ω 

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の

y
連
農
業
の
動
向
(
上
)

出所 11:;連邦国民経済統計.iI， 1980竿版， 438頁.

注. 1940年における年平均価格を 100とした指数である目

後
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
今
後
も
、
畜
産

物
等
の
需
要
は
、
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

」
れ
に

対
応
し
た
供
給
増
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

注
(

l

)

パ

γ
お
よ
び
パ

γ
製
品
の
国
家
小
売
価
格
指
数

は
、
一
九
五
六
年
以
降
一
九
八

O
年
ま
で
の
期
間

に
お
い
て
、
『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
(
各
年
版
)

で
は
、
一
貫
し
て
、
一
一
一
と
い
う
数
値
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ゾ
製
造
企
業
に
お

い
て
は
、
価
格
の
高
い
製
品
、
特
に
、
高
い
価
格

の
作
加
物
(
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
砂
糖
、
ク
ル
ミ
、

干
し
ぶ
ど
う
等
)
を
加
え
た
も
の
の
生
産
が
拡
大

し
て
い
る
み
ち
な
み
に
、
連
邦
食
品
工
業
省
の
パ

γ
製
造
企
業
に
お
い
て
、
総
生
産
金
紋
の
伸
び
は
、

第
一

O
次
五
カ
年
計
画
期
間
(
七
六

t
八

O
年
)

に
お
い
て
、
そ
の
重
量
の
仲
び
の
二
・
五
倍
だ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
(
八
一
年
一

O
月
一
九
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
。

従
っ
て
、
パ

γ
お
よ
び
バ
ン
製
品
の
国
家
小
売

価
格
が
同
一
水
準
で
据
え
お
か
れ
た
と
し
て
も
、

相
対
的
に
価
格
の
高
い
製
品
の
比
率
が
上
昇
し
、

実
質
的
な
価
格
水
準
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
は
、

九



プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

九
四

充
分
考
え
う
る
こ
と
で
あ
る
。

(

2

)

一
九
六
二
年
六
月
一
日
よ
り
大
部
分
の
畜
産
物
に
つ
い
て
の
国
家
小
売
価
格
は
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
一

部
の
品
目
を
除
き
、
基
本
的
な
畜
産
物
の
国
家
小
売
価
格
は
、
据
え
お
か
れ
て
い
る
。

(

3

)

一
九
六
二
年
六
月
一
日
よ
り
大
部
分
の
畜
産
物
に
つ
い
て
の
国
家
小
売
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
圏
内
で
騒
動
が

あ
っ
た
と
う
わ
さ
さ
れ
て
い
る
(
ロ
雪
広
三

-
ω
n
r
gロ
c
g円

w
a
a
m山

G
1
2
〉
間
ユ
ロ

E
-
z
z
-
P
L
E
2
3・
句

g
h
a
N川
町
。
、
弓
語
、

S
E
E言
。
。
¥a

F
E
=
h
p

し
『

C
F
E
H
W
8ロ
OB-口
の
o
g
g
x
g
p
。。ロ明司
o
m
m
C向
子
。

CωkfC-ω
・
の

0
2『ロ
5
2巳
同

M
1
2
5問
。
B
n
p
】
唱

3u
〈
。
-
-
回
w

司・

由
一
川
)
。ま

た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
七

O
年
一
二
月
に
お
い
て
、
食
肉
の
国
営
商
底
で
の
小
売
価
絡
を
引
ぎ
上
げ
よ
う
と
し
て
、
暴
動
が
お

こ
り
、
こ
れ
が
ゴ
ム
ル
カ
党
第
一
書
記
の
失
脚
を
招
く
主
因
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
食
肉
等
の
国
営
商
庖
で
の
価
格
引
き
上
げ
の
試
み
は
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
七
六
年
六
月
、
八

O
年
八
月
と
く
り
か
え
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
圏
民
の
不
満
を
招
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
現
さ
れ
な

か
っ
た
。
ポ

1
ラ

γγ
で
の
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
の
引
き
上
げ
は
、
八
二
年
二
月
に
、
戒
厳
令
下
に
お
い
て
、
実
現
さ
れ
た
。

社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
食
糧
は
、
単
な
る
経
済
的
な
財
で
は
な
く
、
政
治
財
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
型

社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
、
人
民
は
一
切
の
権
力
を
共
産
党
に
ゆ
だ
ね
る
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
党
は
国
民
の
生
活
の
安
定
、
向
上
を
約
す

る
一
種
の
社
会
契
約
が
存
在
す
る
が
、
食
料
品
価
格
の
引
き
上
げ
は
、
前
述
し
た
社
会
契
約
の
一
方
的
破
棄
と
労
働
者
に
受
け
と
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
み
る
も
の
で
あ
る
(
持
団
恵
三
「
政
治
財
化
す
る
食
糧
」
『
公
明
』
一
九
八
二
年
四
月
号

Y

(

4

)

ソ
連
共
産
党
第
二
六
回
大
会
へ
の
ソ
連
関
僚
会
議
議
長
N
・
A
-
チ

l
ホ
ノ
フ
同
志
の
報
告
(
一
九
八
一
年
二
月
二
七
日
)
「
一
九
八
一

I
一

九
八
五
年
度
お
よ
び
一
九
九

O
年
ま
で
の
期
間
の
ソ
連
の
経
済
・
社
会
発
展
の
基
本
方
向
」
(
ソ
連
大
使
館
広
報
部
編
訳
『
ソ
連
共
産
党
第
二
六

回
大
会
資
料
集
』
、
東
京
、
あ
り
え
す
書
房
、
昭
和
五
六
年
、
一

O
O
頁)。

{四)

農
膏
産
物
輸
入
の
増
大

革
命
前
の
ロ
シ
ア
は
、
穀
物
等
の
農
産
物
を
輸
出
し
、

は
、
六

0
年
代
の
始
め
ま
で
維
持
さ
れ
て
仁
記
。

工
業
生
産
物
を
輸
入
し
て
い
た
が
、
革
命
後
も
こ
の
よ
う
な
貿
易
パ
タ
ー
ン



そ
の
う
ち
の
食
品
、

食
品
原
料
に
つ
い
て
も
、
六
四
年
以
降
に
お
い
て
、
従
前
の
ネ
ッ
ト
の
輸
出
国
か
ら
、
恒
常
的
な
ネ
ッ
ト
の
輸
入
国
に
変
化
し
て
い
る
。

第
日
表
は
、

ソ
連
の
農
畜
産
物
輸
出
入
バ
ラ
ン
ス
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
連
の
全
農
畜
産
物
も
、

ま
た
、

し
か
し
な
が
ら
、
六

0
年
代
に
お
い
て
は
、

そ
の
輸
入
超
過
額
は
、
縮
小
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
し
か
る
に
、

七
0
年
代
に
入
る
と
、

全
農
畜
産
物
も
、
そ
の
う
ち
の
食
品
、
食
品
原
料
に
つ
い
て
も
、

そ
の
輸
入
超
過
額
は
、
若
干
の
変
動
を
と
も
な
い
つ
つ
も
、
増
加
の

傾
向
を
示
し
て
い
る
。

食
品
、
食
品
原
料
の
輸
入
超
過
額
は
、

七
O
年
に
急
増
し
て
七
億
ル
ー
ブ
ル
と
な
り
、

七
二
年
に
は
、

一
ム
ハ
億
ル
ー
ブ
ル
と
な
り

七
五
年
に
は
、
約
五

O
億
ル
ー
ブ
ル
に
達
し
、

七
八
年
ま
で
玉

O
億
ル
ー
ブ
ル
台
だ
っ
た
も
の
が
、

七
九
年
に
は
七
二
億
ル
ー
ブ
ル
、

八
O
年
に
は
九
八
億
ル
ー
ブ
ル
と
な
っ
た
が
、
同
年
に
お
け
る
ソ
連
の
全
輸
入
総
額
が
四
四
七
億
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
輸
入
超
過
額
が
い
か
に
大
き
な
規
模
で
あ
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
ソ
連
の
輸
出
総
額
に
占
め
る
食
品
、
食
品
原
料
の
比
率
は
、

低
下
の
傾
向
を
示
し
、
六

O
年
に
一
三
%
だ
っ
た
も
の
が
、

七
O
年
に
は
八
・
四
%
、

七
五
年
に
は
四
・
八
%
、

八
O
年
に
は
一
・
九

%
と
低
下
し
た
。

一
方
、
輸
入
総
額
に
占
め
る
食
品
、
食
品
原
料
の
比
率
は
、
上
昇
の
傾
向
を
示
し
、
六

O
年
の
一
二
%
が
、

七
O
年

に
は
一
六
%
、

八
O
年
に
は
二
四
%
と
な
っ
て
い
る
。

ソ
連
は
、
六
四
年
以
降
に
お
い
て
、
食
品
・
食
品
原
料
を
中
心
と
し
て
、
農
畜
産
物
の
ネ
ッ
ト
の
輸
入
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
六

0
年
代
に
お
い
て
は
、
穀
物
が
不
作
の
た
め
に
、
六
回

i
六
六
年
の
期
間
に
お
い
て
、
純
輸
入
国
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、

野
菜
、
果
物
、
粗
糖
等
の
輸
入
依
存
が
み
ら
れ
た
が
、

そ
の
程
度
は
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ソ
連
は
、

七
0
年
代
の
始
め
ま
で

は
、
戦
略
的
物
資
で
あ
る
穀
物
を
始
め
と
し
て
、
主
た
る
温
帯
産
の
農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
自
給
自
足
主
義
を
堅
持
し
て
い
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

九
五



第 II表ソ連の農畜産物輸出入バランス

全 農畜産物

輸出|輸入|

[lm 
1，107.2 
1，193.1 
1，211. 1 
929.4 

1，049.3 
1，206.1 
1，483.3 
1，468.9 
1，532.5 
1，406.0 
1，598.4 
1，284.8 
1，454.7 
2，222.6 
1，898.3 
1，737.4 
2，194.9 
1，747.7 
2，078.9 
1，985.3 

lヲ60
1961 
1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 
1970 
1971 
1972 
lヲ73
1974 
1975 
1976 
1ヲ77
1978 
1979 
1980 

940.9 
1，∞7.4 
922.6 

1，118.2 
1，663.1 
1，787.1 
1，733.0 
1，521. 2 
1，483.1 
1，595.9 
2，173.3 
2，213.8 
2，834.5 
3，715.3 
3，991. 7 
6，774.0 
7，211.4 
7，042.7 
7，326.0 
9，011.6 
11，738.2 

長代

(単位:1∞万ルーフツレ)

ノミランス

十 79.5
+ 99.8 
十 270.5
十 92.9

733.7 
737.8 
526.9 
37.9 
14.2 
63.2 

767.3 
615.4 

ーし 549.7
- 2，260.6 
- 1，769.1 
- 4，875.7 
- 5，474.0 
- 4，847.8 
- 5，578.3 
- 6，932.7 
- 9，752.9 

う

食品・食品原料

輸 出|輸入!パラ γ ス

656.0 
739.6 
841. 6 
844.3 
532.5 
618.0 
732.0 

1，025.1 
985.8 

1，122.4 
ヲ67.7

1，143.2 
751. 3 
884.9 

1，472.4 
1，153.4 
840.7 

1，030.9 
784. 7 

1，103.1 
943.1 

9
3
1
1
2
5
0
8
9
8
9
2
1
7
9
7
9
6
2
9
2
0
 

••••••••••••• 

2
4
8
3
9
5
5
3
1
1・
8
B
7
5
9
0
3
0
0
4
2
0

1
3
6
1
i
9
6
9
1
5
9
6
0
9
3
2
3
5
6
3
9
6
 

'
b
ワ
J

〆
。
只
u
q
U
4
A
q
u
nノ』

?
A
T
A
A
U
7
a
q
U
1
A

つb
'
A
民

U
n
J
L
λ
u
n
L
円

J

，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
 

1
S
I
l
l
i
-
-
1
2
3
3
6
6
6
6
8
0
 

ー

+ 43.1 
+ 5.3 
+ 173.5 
+ 31. 1 

867.0 
847.0 
663.8 
188.8 
166.0 
76.5 

7∞.5 
563.9 

- 1，644.4 
- 2，255.0 
- 1，748.3 
- 4，980.5 
- 5，709.9 
- 5，229.3 
- 5，850.2 
- 7，18ヲ.1
- 9，818.1 

ち

繊維原料・同半製品 |毛皮，毛
皮材料の

輸出 l輸入|バラ γス|輸出

322.8 
328.4 
307.3 
303.9 
343.9 
379.2 ! 
414.1 I 
406.2 
431. 5 
362.6 
393.6 
409.5 
482.9 
515.4 
691. 6 
744.9 
896.7 

1，064.2 
891. 7 
848.5 
943. 1 

328.0 I - 5.2 
273. 1 1 + 55.3 
254.5 I + 52.8 
305.0 I - 1. 1 
263. 6 I + 80. 3 
322.1 I + 57.1 I 
337.2 I -1- 76.ワ1
307.3 I + 98.9 
331.31 + 1∞.2 
397.0 I - 34.4 
己05.11ー 111.5 
506.7 Iーヲ7.2
438.8 1十 44.1
575.4 I - 60.0 
771. 0 I - 79.4 
640. 1 1 + 56. 8 
660.81 + 151.8 
782. 5 1 + 281. 7 
691. 1 1 + 2∞.6 
719.41 + 129.1 
978.2 I - 35.2 

41. 1 
39.2 
44.2 
62.9 
53.0 
52.1 
60. 1 
52.0 
51. 6 
47.5 
44.7 
45.7 
50.6 
54.4 
58.6 
48.1 
84.1 
99.8 
71. 3 
127.3 
99.3 

出所 wソ連邦貿易統計集.11， (各年版)より作成.

注.本表では毛皮・毛皮材料の輸入(年間l∞-4∞万ノレープノレ)を考慮していない.



七
二
年
以
降
に
お
い
て
、
農
畜
産
物
の
輸
入
政
策
は
、
大
き
な
転
換
を
行
な
っ
た
と
み
ら
九
向
。
す
な
わ
ち
、

七
二
年
の
穀
物
不
作

第
四
表
は
、

ソ
連
の
穀
物
輸
出
入
バ
ラ
ン
ス
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
六
回
!
六
六
年
の
期
聞
を
除
き
、
六

O
年
か
ら
七
一
年

ま
で
は
、
穀
物
の
純
輸
出
国
で
あ
っ
た
。
六
四

t
六
六
年
の
穀
物
輸
入
に
つ
い
て
も
、

ハ
一
二
年
と
六
五
年
の
穀
物
不
作
に
対
処
し
、
穀

物
の
輸
入
を
行
な
う
と
と
も
に
、
特
に
、
六
三
年
の
不
作
時
に
は
、
中
小
家
畜
の
と
殺
を
行
な
っ
た
が
、
不
作
の
直
接
の
影
響
が
な
く

な
る
と
、
再
び
穀
物
の
純
輸
出
国
に
復
帰
し
て
い
(
幻
。

に
対
処
し
、
家
畜
の
と
殺
を
行
な
う
こ
と
は
、
極
力
こ
れ
を
回
避
し
つ
つ
、
飼
料
穀
物
の
不
足
分
は
、
輸
入
に
よ
っ
て
充
当
し
よ
う
と

し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
七
五
年
の
穀
物
不
作
は
、
あ
ま
り
に
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
大
規
模
な
穀
物
輸

入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
小
家
畜
の
と
殺
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
(
向
。
穀
物
輸
入
量
円
七
二
年
以
降
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
輸
入
超

過
と
な
っ
て
い
る
。
七
二
年
以
降
に
お
い
て
の
輸
入
政
策
の
転
換
は
、
増
大
す
る
畜
産
物
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
畜
産
物
の
生
産
増

大
を
図
っ
て
い
る
が
、
穀
物
を
始
め
と
す
る
飼
料
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
ミ
の
た
め
、
穀
物
や
油
撞
種
子
の
輸
入
を
増
加
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
食
肉
・
食
肉
製
品
等
の
畜
産
物
の
輸
入
も
増
大
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
油
糧
種
子
の
輸
入
量
は
、
六
一

t
七
一
年

の
期
間
に
は
、
年
平
均
七
万
ト
ン
だ
っ
た
も
の
が
、

七
二

t
八
O
年
に
は
、
年
平
均
約
百
万
ト
ン
と
な
っ
た
。
食
肉
・
食
肉
製
品
は
、

七
0
年
代
に
入
る
と
、
純
輸
入
国
と
な
り
、
七
一

t
八
O

六
0
年
代
に
は
、
六
四

t
六
六
年
を
除
き
、
純
輸
出
国
で
あ
っ
た
も
の
が
、

年
の
期
間
に
お
け
る
年
平
均
の
輸
入
超
過
数
量
は
、
三
七
万
ト
ン
に
達
し
、
特
に
、

ン
、
七
七
年
に
は
五
八
万
ト
ン
、

七
九
年
に
は
五
八
万
ト
ン
、

七
四
年
は
四
六
万
ト
ン
、
七
五
年
に
は
四
七
万
ト

八
O
年
に
は
、
七
九
万
ト
ン
に
も
及
ん
で
い
(
尽

以
上
み
た
ご
と
く

ソ
連
は
、
六
四
年
以
降
に
お
い
て
、
農
畜
産
物
の
貿
易
に
お
い
て
は
、
純
輸
入
国
に
転
換
し
た
が
、

七

0
年
代

の
始
め
ま
で
は
、

温
帯
産
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
自
給
自
足
体
制
を
堅
持
し
、
穀
物
や
食
肉
・
食
肉
製
品
に
つ
い
て
は
、

む
し
ろ
純

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

ブL
t 



第 12表 ソ連の穀物輸出入バランス(全穀物，但し，ひき割りを除く〉
(単位:百万ト γ，百万ループノレ〉

622.8 i 7.1 I 535.4 I ー O.I 

365.5 i 15.9 i 1，923.2 I 一12.3 - 1，557.7 

20. 6 I 2， 231. 8 ← 19. I !ー 2，071.6 

1， 027. 8 I -I 648. 7 

1，655目 4I -I ー 1，514.9

1979 -i 365. 5 I ー| 乙三53.8I -! ー 1，888.3

19即 | -I 201. 3 I _!  3， 175.9 I -i2，974.6 

出所 rr ソ連邦貿易統計集~， (各年版〕より作成.

注. 1977年以降において， ソ速は，穀物の貿易数量を公表していなレ.

米国農務省の推計 (82年 5月11日発表〉は，次のとおりである. (単位:

百万ト γ，年度は 7-6月の穀物年支〉

76/77 77/78 78/79 79/80 80/81 81/82 

輸入 11.0 :8.9 15.6 31.0 34.8 44.0 

輸出 3. 3 2. 3 2. 8 0.8 O. 5 1. 0 

輸入超過量 +7.7 +16.6 +12.8 +幻.2 +34目 3 十43.0

数

1960 I 

1961 

1962 

1963 

1964 

1965 

1966 

1967 

1968 

1969 

1970 

1971 

1972 

1973 

1974 

1975 

1976 

1977 

1978 

輸

6.8 

7.5 

421.0 

426.4 

4.9 

7.0 

3.6 

1.5 160目 2

379.1 

140.5 

入 ノ、ラ γ ス

0.2 

0.7 

量:金 額|数 額
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輸
出
国
の
性
格
を
保
持
し
て
い
た
。

し
か
る
に
七
二
年
以
降
に
お
い
て
は
、
穀
物
、
油
糧
種
子
、
食
肉
・
食
肉
製
品
に
お
い
て
も
、
輸

入
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ソ
連
当
局
も
、
農
畜
産
物
の
輸
入
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
発
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
第
二
六

回
党
大
会
へ
の
報
告
に
お
い
て
、
食
料
供
給
の
面
で
困
難
が
い
ま
だ
に
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
「
こ
れ
と
関
連
し
て
、
園
内
資

〈

6
)

源
の
動
員
と
外
国
貿
易
に
よ
る
対
策
が
と
ら
れ
て
き
た
し
、
今
も
と
ら
れ
て
い
る
」
旨
表
明
し
て
い
る
。

七

0
年
代
に
入
っ
て
、
輸
入
体
制
の
整
備
に
も
配
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
七
五
年
一

O
月
に
は
、
米
国
政
府

と
七
六
年
一

O
月
一
日
か
ら
五
年
間
の
期
間
に
つ
い
て
、
米
ソ
長
期
穀
物
貿
易
協
定
が
他
加
配
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
協
定
は
一
年
間
の

ソ
連
は
、

延
長
が
二
度
に
わ
た
り
行
な
わ
れ
た
。
八

O
年
始
め
に
は
、
米
国
政
府
に
よ
っ
て
、

る
制
裁
措
置
の
一
環
と
し
て
の
穀
物
等
の
対
ソ
輸
出
規
制
措
置
~
判
措
置
は
八
一
年
四
月
二
四
日
に
解
除
さ
れ
た
)
が
と
ら
れ
た
が
、

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
介
入
に
対
す

ソ
連
は

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
始
め
と
し
て
米
国
以
外
か
ら
の
穀
物
輸
入
を
行
な
う
よ
う
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

一ブ
J
V
J

ル

カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

タ
イ
、

イ
ン
ド
、

ノ、

ン
ガ
リ

と
の
長
期
農
産
物
協ア
定ル
等ゼ
をン
締ハチ
結乙ン
し
たブ

注
(

l

)

木
村
英
亮
「
農
業
生
産
力
の
構
造
」
(
大
崎
平
八
郎
編
『
現
代
社
会
主
義
の
農
業
問
題
』
)
、
一
二
三
一
民
。

(

2

)

六
三
年
の
不
作
に
対
処
し
、
一
月
一
日
現
在
の
豚
の
飼
育
頭
数
は
、
六
三
年
の
七

0
・
0
百
万
頭
か
ら
、
六
四
年
に
は
四

0
・
九
百
万
頭
へ
、

ま
た
、
家
ぎ
ん
の
飼
育
羽
数
は
、
六
三
年
の
五
五

0
・
四
百
万
羽
か
ら
、
六
四
年
に
は
四
四
九
・
一
百
万
羽
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

(

3

)

ソ
連
当
局
は
、
七

0
年
代
に
入
っ
て
、
畜
産
計
画
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
と
飼
料
不
足
か
ら
、
農
度
物
貿
易
政
策
を
転
換
せ
ぎ
る
を
え
ず
、
特
に
、

木
作
時
に
は
、
大
量
の
穀
物
輸
入
を
開
始
し
た
。
七

0
年
代
に
お
け
る
ソ
連
の
穀
物
輸
入
は
、
温
帯
産
農
産
物
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
自
給
自

足
経
済
か
ら
の
急
激
な
離
脱
を
意
味
し
て
い
る
(
巴
号
正
玄
・
∞
口
r
gロ
2
2
w
食∞。
i
z
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-
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g
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プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
〉

一O
Q

(

4

)

七
五
年
の
穀
物
不
作
の
程
度
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
穀
物
の
大
量
輸
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
小
家
畜
の
と
殺
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
月
一
日
現
在
で
豚
の
飼
育
頭
数
は
、
七
五
年
の
七
二
・
一
二
百
万
頭
か
ら
、
七
六
年
に
は
五
七
・
九
百
万
頭
に
減
少
し
た

が
、
そ
の
後
回
復
に
む
か
つ
た
も
の
の
、
七
五
年
水
準
を
上
回
る
の
は
、
七
九
年
で
あ
っ
た
。
同
じ
〈
家
き
ん
の
飼
育
羽
数
は
、
七
五
年
の
七

九
二
・
四
百
万
羽
か
ら
、
七
六
年
に
は
七
三
四
・
四
百
万
羽
に
減
少
し
た
が
、
七
七
年
に
は
、
七
五
年
水
準
に
達
し
て
い
る
G

(

5

)

本
節
に
お
け
る
貿
易
関
係
の
数
値
は
、
特
記
し
な
い
か
ぎ
り
は
、
『
ソ
連
邦
貿
易
統
計
集
』
(
各
年
版
)
よ
り
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

6

)

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
長
L
・
I
-
ブ
レ
ジ
ネ
フ
同
志
の
第
二
六
回
党
大
会
へ
の
報
告
(
一
九
八
一
年
二
月
二
三
日
)
「
ソ
連
共
産
党

中
央
委
員
会
の
活
動
報
告
と
内
外
政
策
の
分
野
に
お
け
る
党
の
当
面
の
課
題
」
(
ソ
連
大
使
館
広
報
部
編
訳
『
ソ
連
共
産
党
第
二
六
回
大
会
資

料
集
』
、
五
一
一
良
)
。

(

7

)

本
協
定
の
主
要
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
ソ
速
は
、
一
九
七
六
年
一

O
月
一
日
か
ら
五
年
間
、
毎
年
六

o
o
t八
O
O
万
ト
ン
の
小
麦
お
よ
び
と
う
も
ろ
こ
し
を
米
国
か
ら
買
い

付
け
る
。

②
米
国
は
、
そ
の
穀
物
供
給
力
(
在
庫
お
よ
び
次
の
穀
物
年
度
の
収
穫
見
通
し
の
合
計
)
が
、
二
億
二
五

O
O
万
ト
ン
を
越
え
る
場
合
に

は
、
対
ソ
穀
物
輸
出
を
規
制
し
な
い
。
二
億
二
五

O
O
万
ト
ン
以
下
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
輸
出
規
制
を
発
動
し
う
る
。

③
ソ
速
は
、
年
間
八

O
O
万
ト

y
以
上
の
小
麦
お
よ
び
と
う
も
ろ
こ
し
を
米
国
か
ら
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
米
国
政
府
に
通
告

し
、
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
は
、
ソ
連
圏
内
の
需
要
量
お
よ
び
輸
入
量
を
米
国
政
府
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
米
国
政
府
が
入

O
O
万
ト
ン
以
上
の
輸
出
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
ソ
連
政
府
に
通
告
し
、
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
ソ
速
の
買
い
付
け
は
、
米
国
内
の
輸
出
業
者
を
通
じ
て
市
場
価
格
で
行
な
う
。

⑤
両
国
は
、
協
定
発
効
後
六
カ
月
ご
と
に
協
議
す
る
。

(
小
川
和
男
「
現
段
階
の
ソ
連
農
業
政
策
」
『
ソ
連
の
農
林
業
と
農
産
物
貿
易
』
、
ソ
連
東
欧
貿
易
会
、
一
九
七
六
年
、
一
一

t
一
三
頁
)
。

(

B

)

米
ソ
穀
物
協
定
第
四
年
度
(
七
九
年
一

O
月

t
八

O
年
九
月
)
に
つ
い
て
は
、
輸
入
可
能
量
は
す
で
に
二
五
百
万
ト
ン
と
合
意
さ
れ
て
い
た

の
に
対
し
、
本
措
置
に
よ
り
、
一
七
百
万
ト

γ
の
削
減
を
行
な
っ
て
八
百
万
ト

γ
の
み
が
輸
出
可
能
と
さ
れ
た
他
に
、
若
干
量
の
大
豆
、
大
豆

粕
、
鶏
肉
お
よ
び
り
ん
酸
肥
料
等
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
た
。

〈

9
)

ア
ル
ゼ
ン
チ

γ
と
の
間
に
は
、
一
九
八

O
年
八
月
に
穀
物
協
定
が
成
立
し
、
ァ
ル
ゼ
ン
チ

γ
は、

一
九
八
一

t
八
五
年
の
期
間
に
ソ
速
に
対



し
て
、
年
間
四

O
O万
ト
ン
の
粗
粒
穀
物
と
五

O
万
ト

γ
の
大
豆
を
輸
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
交
渉
に
よ
っ
て
は
、
追
加
発
注
も
可
能
で

あ
る
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
凶
作
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
本
協
定
の
数
値
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
更
に
、
八
一
年
四
月
に
は
、
食
肉
五
カ
年
協

定
が
締
結
さ
れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
一
九
八
一

I
八
五
年
に
、

y
速
に
、
年
間
六

t
一
O
万
ト
ン
の
牛
肉
を
輸
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
一
年
七
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
締
結
し
た
透
商
五
ヵ
年
協
定
の
も
と
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
合
意
し
た
ソ
連
に
対
す
る
年
間
最
低
供
給
量
は
、

協
定
期
間
(
一
九
八
二

t
八
六
年
)
を
通
じ
て
、
大
一
旦
五

O
万
ト
ン
、
ひ
き
割
り
大
豆
四

O
万
ト
ン
、
大
豆
油
四
万
ト

γ
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
八
月
一
日
に
発
効
し
た
カ
ナ
ダ
と
の
五
カ
年
協
定
に
よ
っ
て
、
一
九
八
六
年
ま
で
に
カ
ナ
ダ
が
ソ
速
に
供
給
す
る
小
麦
ま
た
は

小
麦
粉
、
大
麦
、
燕
麦
は
、
二
五

O
O万
ト

γ
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ニュ

l
ジ
l
ラ
γ
ド
は
、
一
九
八
一
年
一
二
月
に
、
ソ
連
と
の
四
カ
年
供
給
協
定
に
よ
り
パ
タ

1
と
全
乳
粉
末
を
売
買
す
る
と
発
表
し
た
。

λ

ウ
ェ

1
デ
ン
は
、
一
九
八
二

t
八
五
年
に
か
け
て
ソ
速
に
年
間
五

0
0
0
ト
γ
の
バ
タ
ー
を
売
却
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。

タ
イ
は
、
一
九
八

O
年
一
二
月
に
ソ
連
と
一

0
カ
年
の
透
商
協
定
を
結
ん
だ
と
発
表
し
た
が
、
本
協
定
に
も
と
づ
き
、
ソ
速
は
、
タ
イ
か
ら
、

タ
ピ
オ
ヵ
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
米
を
買
い
付
け
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

イ
γ
ド
も
ソ
連
と
七
九
年
四
月
に
協
定
を
締
結
し
、
以
来
、
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
イ
ン
ド
の
農
産
物
を
ソ
連
産
の
原

油
や
石
油
製
品
と
パ

l
タ
l
取
引
を
行
な
お
う
と
寸
る
も
の
で
あ
る

3

ハ
ソ
ガ
リ

I
は
、
一
九
八
一

t
八
五
年
の
計
画
年
次
に
、
ソ
速
に
対
し
て
、
小
麦
と
と
う
も
ろ
こ
し
を
中
心
に
年
間
五

O
万
ト
ン
の
穀
物
を

供
給
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
(
「
強
ま
る
農
産
物
の
輸
入
依
存
(
ソ
連
)
」
、
日
本
貿
易
振
興
会
『
週
刊
農
林
水
産
物
の
貿
易
』
、
昭
和
五

七
年
五
月
一
七
日
)
。

一
ニ
、
農
業
生
産
動
向

ト)

概

況

す
で
に
み
た
ご
と
く

ソ
連
は

一
九
六
五
年
以
降
に
お
い
て
、
重
点
的
な
農
業
投
資
の
実
施
や
、
農
産
物
調
達
価
格
の
引
き
上
げ

こ
こ
で
は
、
農
業
生
産
動
向
を
主
と
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

等
の
積
極
的
な
農
業
振
興
政
策
を
と
っ
て
き
た
が

ブ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

O 



ア
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

主要経済指標(対前年伸び率〉
(単位:'Yo) 

l支ー工業総生|間生!投資糊|小売吋 l人当り
所 得産 高産 高 iJ.x.~"~~'tt.R 1売上高|実質所得

出所: [f'ソ連邦国民経済統計.lI， (各年版)， 81年については，中央統計局完表数

値 (82年 1月24日付け各紙).

( )内は，先行5カ年間の実績に対する比率である.

第 13表

5.1 7.4 (13.2) 6.8 6.4 4.4 

lヲ76-80 3.7 I 4.4 ( 8.8) 3.3 4.4 3.2 

1976 5.01 4.8 6.5 4.5 4.6 3.7 

3.5 I 1977 5.7 4.0 3.7 4.5 3.5 

1978 4.0 i 4.8 2.7 6.0 3.9 3.0 

lヲ79 2.0
1 

3.4 ム 3.1 O. 7 4.1 3.0 

1980 3.8 ム 2.5 2.0 5.3 3.5 

1981 3.2 I 3.4 ム 2 3 4.4 3.3 

O 

ソ
連
経
済
は
、

七
0
年
代
に
入
る
と
経
済
成
長
の
鈍
化
傾
向
を
明
確
に
示
す

よ
う
に
な
っ
た
。
第
日
表
は
、

主
要
経
済
指
標
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
対

前
年
伸
び
率
は
、

七
0
年
代
の
前
半
に
比
し
、

七
0
年
代
の
後
半
は
、

L、
ず
れ

の
指
標
も
低
下
し
て
い
る
が
、
特
に
、
支
出
国
民
所
得
、

工
業
総
生
産
高
、
投

資
総
額
の
落
ち
込
み
は
顕
著
で
あ
る
。
小
売
商
品
売
上
高
や
一
人
当
た
り
実
質

所
得
の
伸
び
も
低
下
し
つ
つ
も
、
相
対
的
に
は
、
安
定
し
た
伸
び
を
示
し
て
い

(

2

)

 

一
方
、
農
業
総
生
産
高
の
伸
び
も
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
特
に
、
七
九
年

る。か
ら
八
一
年
の
三
年
間
は
、
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
が
、
農
業
振
興
に
力
を
入
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

ソ
連

経
済
の
発
展
の
な
か
で
、
農
業
生
産
の
伸
び
が
き
わ
だ
っ
て
鈍
い
こ
と
が
、
経

済
の
一
層
の
発
展
に
と
っ
て
支
障
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
M

表
は
、

一
九
四

O
年
を
一
と
し
た
国
民
経
済
主
要
指
標
を
表
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
六
五
年
時
点
に
お
い
て
、
農
業
総
生
産
の
数
値
は
、
生
産
国
民
所
得
、

工

業
総
生
産
、
国
民
一
人
当
た
り
実
質
所
得
や
、
小
売
売
上
高
の
数
値
に
比
し
て

注.

著
し
く
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
労
働
生
産
性
の
数
値
も
、

工
業
労
働

生
産
性
の
数
値
に
比
す
れ
ば
低
い
も
の
と
な
ワ
て
い
る
。



小

売

売

上

高

3.2 

4.2 

6.3 

8.5 

8.9 

9.3 

9.7 

10.1 

10.6 

252 2391 2081 167 

国民経済主要指標

巳竺2呈三立
工 | う ち;農|うち
業|一一「一一業|一ーァー
総|生|消|総|耕 1 :畜

|産|費|主|種|喜
高|財|財|高 l門 i門

; :::片山i:;;jl

li:1i:;li山:1:;:
山 〉 i l:ij山J25JlJ:131il;

1 

2. 5 

3.01 
4.0 

4.9 

5.1 

5.3 

5.5 

5.6! 

5.81 

193! 

第 14表

1940 

1960 

1965 (A) 

1970 

1975 

1976 

1977 

1ヲ78

1979 

1980(B) 

一
九
八

O
年
の
数
値
を
み
て
も
、

こ
の
よ
う
な
状
況
が
依
然

と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
八

O
年
の
一

九
六
五
年
に
対
す
る
比
率
を
み
る
と
、
農
業
総
生
産
高
の
数
値

は
、
他
の
指
標
の
数
値
に
比
し
、
著
し
く
低
い
も
の
と
な
っ
て

お
り

ま
た
、
労
働
生
産
性
に
お
い
て
も
、

こ
の
期
間
に
お
い

て
、
農
業
の
伸
び
は

工
業
の
伸
び
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
の
積
極
的
な
農
業
振
興
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
業
の
た
ち
お
く
れ
の
状
況
か
ら
脱
却
で
き
な
い
で
い
る
と
い

え
よ
う
。
特
に

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八

O
年
の
期
間
に
お

い
て
、
農
業
総
生
産
高
の
伸
び
が
、
国
民
一
人
当
た
り
実
質
所

得
の
伸
び
を
顕
著
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と

お
よ
び

」
の
期

聞
に
お
け
る
人
口
の
伸
び
が
一
五
%
(
都
市
人
口
の
伸
び
に
つ

い
て
は
三
七
%
)
だ
ワ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
所
得
弾
性
値
の

高
い
と
み
ら
れ
る
畜
産
物
等
の
需
要
は
、
国
営
商
匝
に
お
け
る

基
本
的
な
食
料
品
価
格
の
据
え
お
き
と
あ
い
ま
っ
て
、
大
き
く

増
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ソ
連
は

全
世
界
の
陸
地
面
積
の
約
六
分
の
一
の

一O
一ニ



米ソの農用地，耕地の気候的立地

条件の比較

第 15表

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

国

100 

60.0 

29.0 

11. 0 

I / 

北緯 480 以南にある農
用地の割合

年間降水量別耕地割合

700mm以上 | 

400-7OCmm 

400mm 未満 i 
出所.金田辰夫『ソ連邦の農業dlC東京，国

際農林業協力協会， 1980年 3月)， 98頁

より引用.

〈単位・%)

連|米

58.ヲ

40.0 

33 

一O
四

O
万
平
方
キ
ロ
を
占
め
、
そ
の
国
土
は
、
東
西
一
万
キ
ロ
、
南
北
の
最
大
幅
は
、
約

四
千
キ
ロ
(
大
陸
部
〉
に
及
ん
で
い
る
。
南
や
東
に
は
、
高
い
山
岳
部
が
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
以
外
は
、
標
高
の
比
較
的
低
い
ウ
ラ
ル
山
脈
を
は
さ
ん
で
、
平
坦
な
土
地

が
広
く
拡
が
っ
て
お
り
、
国
土
の
五
分
の
四
は
、
海
抜
五
0
0
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ

る
。
き
わ
め
て
農
業
に
適
し
た
黒
土
の
地
帯
は
、
国
土
面
積
の
約
九
%
に
相
当
す
る

ほ
ぼ
ニ

O
O
万
平
方
キ
ロ
に
及
ん
で
い
る
。

農
業
企
業
、
経
営
の
使
用
し
て
い
1

る
農
用
地
面
積
は
、

五
五
三
・
六
百
万
へ
ク
タ

ー
ル
で
、
う
ち
、
耕
地
は
二
二
六
・
四
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
採
草
地
お
よ
び
放
牧
地

は
三
一
二
・
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
世
界
計
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ

れ
一
五
・
八
%
、

一
三
・
四
%
に
相
当
し
て
い
る
。

二
了
二
%
、

水
量
別
耕
地
割
合
は
、

し
か
し
な
が
ら
、

ソ
連
の
農
用
地
の
お
か
れ
て
い
る
気
象
条
件
は
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
。
第
日
表
で
表
示
し
た
ご
と
く
、
年
間
降

四
O
O
I
七
0
0
ミ
リ
が
五
八
・
九
%
、

四

0
0
ミ
リ
未
満

七
0
0
ミ
リ
以
上
は
一
・
一
%
に
し
か
過
ぎ
ず
、

が
四
0
・
0
%
と
な
っ
て
い
る
。
立
地
的
に
北
に
偏
し
て
い
る
た
め
に
、
第
一
図
に
示
し
た
ご
と
く
、
有
効
積
算
気
温
の
分
布
も
、
米

国
に
比
し
、
著
し
く
不
利
な
条
件
下
に
あ
る
。

ソ
連
に
お
い
て
は
、
農
用
地
の
半
分
以
上
と
耕
地
の
三
分
の
ニ
が
周
期
的
に
皐
ば
つ
に

お
そ
わ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
早
ば
つ
に
周
期
的
に
お
そ
わ
れ
る
地
域
に
主
要
な
穀
物
地
帯
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
、
通
常
の
降
水
量
で
も
、
土
壌
中
の
水
分
は
不
足
と
な
り
、
高
単
収
品
種
は
必
ず
し
も
そ
の
特
性
を
完
全
に
は
発
揮
で
き
な

ハ
4
〉

い
状
況
に
あ
る
。



O 
五

第 l図有効積算気温の分布の米ソ比較

一一10
0C以上期間の積算気温一一

〈単位:"C) 

出所:内嶋喜喜兵衛「ソ連の気候J(農政研究七ン F一編 W/'速の農業・食料開

題.11.御茶の水書房. 1977年).89頁より引用.

注.数値は，それぞれの北方に位置する線における有効積算気温を示したもの

である.
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第 16表主要農産物の生産順位 (1978年〕

小 麦 l 馬れいしょ|牛 乳 | 牛 肉|豚 肉

名(生産量 IEa h I生 産 量 I [ID 46 I生産量 I [ID 41 1生産量|
(かサ|国 名 lc百万トけ|国 名(百万ト汁|国 le千ト γ51国 名lb〕

① ソ連 1211①ソ連 861①ソ連 941①米 国 11，32司①中国 14，064

②米国 49I②ポーランド 47I②米 国 55I②ソ 連 7，0∞|②米国 6，060

③中国 441③米 国 161③フランス 301③オーストラリ 7 1 2，13司 ③ ソ 連 5，2∞

世界計 4411世界計 2731出:界計 4151世 界 計 46，7961世界計 49，168 

① ソ連 i
② 米 国

@ 中 国

世界計

①ソ逮

②ポーラソド

③米国

世界計

(世界計に対する比率%)

出所:農林水産省『ポケット重量林水産統計~， 1981年版より作成.

①米国

②ソ連

③オーストラリア

世界計

28.6 

12.3 

10. 6 

100.0 

~J Q斗小土2.' ffil~定4託金也;\1J~...Jム冶， t:1+<~副理医書翌日ヨ聴会!崎小 J ドムl{a U Al."p~ (¥ y' す¥刑包， -1く;¥1J必蝋事*州1脳

同副長!必 'b\J ムト。。首長出燃や制限...J ~'~J "'J v' 1 吠与J にて叶!1~ム γ ?¥f切さ:i'割mt土l-ili-ムド P 45粥'蛇~，;.，..) W 士ト

詞~首長 1 ~昌F 士ト長S:1主総11~三' 注霊長S:~緑川起 Q 母1組咽ぬJ>\Jヰヰヤ長崎'b\ノム下。。

相(ー) *lIm1-el ~ヰ二い笠 F 宴1~~~ヨム￡羽山D' 童話Jg!!!竺;-..測はやユドZ:!' lf;-.. 予担保園出品~%5韓三;蒜~ C<<tI.I!t主主)'斜面立はやムド:t!'

主盟主主 *1制全甲『モ ~"ι蝋雲寺~1組事言;ta~' 1ば<11非証言:l.，9.>J'C、ムドムテ('0

(円〉 樹縦縫奇i魁はど言語詰主持制制強正文Q深部~j;ト号臣怠e+吉晴耳 ~..:?J へと\'-1.二時。起ゃい'便昨今員長 E芸者?と， I割弱J ν'1i1!l.肱抗J~



て
い
る
。
総
生
産
か
ら
流
動
的
な
生
産
資
材
の
消
費
額
や
減
価
償
却
費
を
控
除
し
た
純
生
産
は
、
農
業
全
体
と
し
て
は
、
現
時
点
で
は
、
総
生

産
の
約
半
分
で
、
畜
産
で
は
約
三
分
の
一
で
み
め
る
。
純
生
産
の
比
率
は
、
資
材
の
支
出
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
低
下
の
傾
向

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
〉
・
同
〈
目
vm
戸
内
剛
志
口
出
国
民
2
y
去
の
出
向
史
w
v
S

ロ
0
5
5
q吋
内
包
巾
出
国
e
e
m
R
4宮
田
問
。
内
吋
垣
内
悶
旬
rnM向。『。

H
O
ω
凶器内、『回目
R
J

hk悼
む
足
。
き
句
旬
。
匂
N
H
H
R

リミ品。

w
白ロ唱

g
r
w
3
8・
7

・
ク
ラ
ス
ノ
ピ
フ
ツ
ェ
フ
「
農
業
の
効
率
指
標
シ
ス
テ
ム
」
『
計
画
経
済
』
一
九
八

O
年

四
月
号
)
。

(

3

)

ピ
ェ
1
ル
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
著
、
野
田
早
苗
訳
『
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
地
理
』
(
白
水
社
、

F
セ
ジ
ュ
文
庫
、
一
九
六
五
年
〉
、
八
頁
、
二
一
頁
、

二
三
頁
。

(

4

)

開
・
開
・
〉
再
開
門
m
m
R
E
P
R
O
-
5
E巾出国巾
lOLH国
0
5
2同
国
民
間
協
同
国
回
目
司
同
国
持
軍
国
国

ao-vra巾
n
u国
内
同
岡
田
富
田
J

口
、
c
q
h
S
F
h

。口、早町一一段門

U
Q
町、
-
H
G
恥
忠
、
口
町
語
、
輔
、
。
R'
凶一S
A
w
n
b，
H
色白内旬、怠町民九一。」
noh
道
路
町
hwH
旬、
h
k
b
h
H

語、口もし
τ
R
S
R
h
h
w

富
。
n
R
国
曲
二
向
。
旬
。
円

3
3叫
h
f
H
】
日
目
(
イ

ェ
・
イ
ェ
・
ア
レ
ク
セ

l
ェ
7

Z

キ
l

「
か
ん
が
い
1

1

早
ば
つ
と
の
た
た
か
い
に
お
け
る
主
要
方
向
の
ひ
と
つ
」
『
皐
ぱ
っ
と
の
た
た
か
い

正
農
産
物
の
生
産
の
増
大
の
諸
問
題
』
、
モ
ス
ク
ワ
、
コ
ロ
ス
、
一
九
七
四
年
、
一
ニ
五
買
)
コ

i=) 

土
地
利
用
の
状
況

一
九
八

O
年
一
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
農
業
企
業
お
よ
び
経
営
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
採
草
地
と
放
牧
地
は
、
合
計
す
る
と
、

コ
二
二
・
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
大
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、
土
壌
は
、
腐
植
土
が
乏
し

く
、
酸
性
化
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
草
生
は
、
貧
弱
で
雑
草
混
入
が
ひ
ど
い
た
め
、
生
産
性
が
低
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
だ
け
の
広

大
な
面
積
を
占
め
な
が
ら
、
最
近
一

0
年
間
で
給
与
さ
れ
た
飼
料
総
量
中
の
採
草
地
お
よ
び
放
牧
地
か
ら
生
産
さ
れ
た
飼
料
の
比
率
は
、

二
四

t
二
六
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

第
口
表
は
、
播
種
面
積
の
推
移
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
播
種
面
積
は
、

一
九
四

O
年
か
ら
一
九
六
五
年
の
期
間
に
、

五
八
・
五

百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増
大
を
き
た
し
た
が
、

そ
の
主
因
は
、

一
九
五
四

t
五
八
年
の
期
間
に
お
い
て
、
処
女
地
開
発
に
お
い
て
、

四

プ
レ
ジ
ネ
7

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

O 
七



第 17表播種而積の推移(全経蛍類型)

1940 1965 1970 1975 1976 1977 1978 lヲ79 1980 上t 率(%)

(A) (B) (c) (D) 但) jE/AIE/BjE/CIE/DjB/AIC/B! 

播種 面 積 計 l山 |2旬 l206. 7 217.31217.3 144.3 103.91105.1199.81138.8 98.9 

穀 物 言f 110. 7i128. 0 119.3 127.91127.81130.41128.5 126.41126.6 114.4 98.91106.1199.01115.6 93.2 

秋 蒔 き 穀物 38.21 37.2 29.8 29.21 27.51 28.91 32.3 26.51 32.7 85.6 87.91109.71112.01 97.4 80. 1 

春蒔き穀物 72.5 90.8 89.5 98.7 iα).3 101.5 96.2 99.9 93.9 129.5 103.4 104.9 95.1 125.2 98. t 

綿 花 2.08 2.44 2.75 2.92 2.95 2.99 3.04 3.09 3.15 15l.4 129.1 114.5 107.9 117.3 112.7 

砂糖用てんさL、 1. 23 3.88 3.37 3.67 3. 75 3.76 3. 76 3.74 3.71 30l.6 95.6 110.1 101. 1 315.4i 86.9 

ひまわ り 3.54 4.81 1.78 4.04 4.53 4.57 4.56 4.33 4.35 122.9 89.3 91. 0 107.7 137.61 98.2 

馬れいしょ 7.1 7.9 7.1 7.1 7.0 7.0 6.9 89.6 80.21 85.2 87.3 111. 7 94.2 

.'!'J' 菜 1.5 l. 41 l. 5 l目 7 1.6 1.6 1.7 1.7 1.7 113.3 100 93.3 107.1 

飼料作物 18.1 55.21 62.8 65.6 66.3 63.4 65. 7 67.3 66.9 369.6 121. 11106.5 102.0 30~).0 113.8 

多年性牧草 12.1 13.41 21. 7 25.4 25.1 26.1 25.3 25.6 26.2 216.5 195.51120.7 103.1 110.7 161. 9 

l年性牧草 4.2 16.6 18.0 16.7 16.6 16.0 17.8 18.6 17.4 414.3 104.8 96. 7 104.2 395.2 108.4 

青刈り用とうもろと
-120.2 18.0 17.3 18.1 15.5 16.7 16.8 16.9 一83.7 93.9 97.7 -1 89.1 し

飼料用の根菜類・う
1. 91190. 011 1 1.日 105.61105.ι 170.01105.9 り類

純休閑地 28.91 14.71 18.41 1l.21 11.71 12.41 12.41 13.4 13.8147.8193.9175.01123.:;> 50.91125.2 

出所Il'ソ連邦国民経済統計JJ，1980年版， 224-225頁より作成.
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百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
が
増
大
し
た
こ
と
、

お
よ
び
、
純
休
閑
地
が
減
少
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
播
種
面
積
は
、

一
九
七
五

年
以
降
は
、

ほ
ぽ
、
二
一
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
台
で
安
定
し
て
い
る
。

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八

O
年
の
期
間
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
変
化
は
、
飼
料
作
物
の
播
種
面
積
が
著
し
い
増
加
を
み
せ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
畜
産
物
の
増
産
に
よ
り
飼
料
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
に
応
じ
て
、
耕
地
に
お
け
る
飼
料
作
の
作
付
け
を
増

大
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
期
間
に
お
い
て
、
砂
糖
用
て
ん
さ
い
、

ひ
ま
わ
り
、
馬
れ
い
し
ょ
の
播
種
面
積
が
減
少
し
、
綿
花
と
野

莱
の
播
種
面
積
は
増
加
し
た
。
砂
糖
用
て
ん
さ
い
に
つ
い
て
は
、
収
益
率
の
低
さ
の
た
め
、

ひ
ま
わ
り
に
つ
い
て
は
、
品
種
改
良
の
遅

れ
と
連
作
障
害
の
た
め
、
馬
れ
い
し
ょ
に
つ
い
て
は
、
収
益
率
の
低
さ
に
加
え
て
、
消
費
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
播
種
面
積
が

若
干
、
減
少
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
綿
花
は
、

か
ん
が
い
地
で
栽
培
さ
れ
る
の
で
、
生
産
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
が
、
当
局
の
奨

励
策
も
あ
っ
て

そ
の
播
種
面
積
は

一
貫
し
て
増
大
の
傾
向
に
あ
る
。
野
菜
に
つ
い
て
も
、
需
要
の
伸
び
に
応
じ
て
、

七
五
年
ま
で

は
、
播
種
面
積
は
増
大
し
た
が
、
そ
の
後
は
横
ば
い
[
と
な
っ
て
い
る
。

注
(

I

)

『
y
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
八

O
年
版
、
二
一
九
頁
。

(

2

)

丸
毛
忍
「
ソ
連
農
業
と
食
糧
の
需
給
」
(
『
ソ
連
・
東
欧
三
国
の
食
業
・
食
糧
事
情
』
、
(
財
)
東
西
農
業
協
力
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
二
年
)
、
九

頁。

ハ
3
)
回
・
沼
田
国
国
民

Z
F
食
甲
山
盟
諸
国
何
回
A

吉
岡
目
見
出
国
安
否
室
内
】
回
。

E
E
U
E
浜

5
0
2
0回
。

h
2
E
ノロ
h
h
S
o
h
o司

NEMH路
町

s
g
w
P
3
(ヴ
ェ
・

マ
ニ
ャ

1
キ
ソ
「
畜
産
の
飼
料
基
盤
の
集
約
化
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
六
月
号
)
。

な
お
、
採
草
地
・
放
牧
地
の
若
干
の
地
域
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
天
然
草
地
の
生
産
性
は
低
〈
、
七

一
t
八

O
年
の
期
間
の
年
平
均
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
乾
草
収
量
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
で
は
、
五
・
六
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
(
二
・
八
ツ
ヱ

γ
ト
不
ル

飼
料
単
位
)
、
東
シ
ベ
り

7
で
は
、
四
・
五
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
(
ニ
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
飼
料
単
位
)
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
草
地
改
良
を
し
た
面

積
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
で
は
、
総
面
積
一
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、
一
・
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
シ
ベ
リ
ア
で
は
、
総
面
積
、
一
三
百
万
へ

F

プ
レ
ジ
ネ
7

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一O
九



プ

ν
ジ
不
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一一。

タ
ー
ル
中
、
四
六
四
千
へ

F
F
l
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
採
草
地
や
放
牧
地
は
、
ま
す
ま
す
雑
濯
木
が
生
い
茂
る
も
の
が
多
〈
な
り
、
草
刈
り

を
し
な
い
面
積
が
増
え
、
一
連
の
州
で
は
、
天
然
の
採
草
地
で
草
刈
り
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
、
そ
の
四
O
t
五
O
%
で
あ
る

(
3・
m一
三
巴
』

g
w
J
A国

4
2
2
A吉
岡
田
見
出
国
国
内
国

O』
E
O回
同
国
国
国

M
g
-
g
r
の
国
内
山
昌
司

E
J
'
W
R
O記
。
』

s
h
a
hミ
守
門

R
q
N
q
N
O
M同
K
M
門
司

H
E
-
戸

田
ケ
エ
ム
・
プ
ル
ウ
イ
チ
エ
フ
「
シ
ベ
リ
ア
の
土
地
の
利
用
の
集
約
化
」
『
農
業
経
済
』
八
一
年
七
月
号
)
。

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
に
お
い
て
は
、
採
草
地
・
放
牧
地
の
面
積
は
、
一
七
・
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
の
面

積
に
つ
い
て
は
、
放
置
さ
れ
た
状
態
に
あ
り
、
改
良
さ
れ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
に
全
体
の
一
三
%
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
単
収
は
、
高
い
も
の
で
は

な
い
。
改
良
を
行
な
っ
た
草
地
に
お
い
て
も
、
肥
料
は
、
通
常
、
改
良
の
行
な
わ
れ
た
年
に
お
い
て
の
み
施
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
(
八

一
年
一
一
一
月
九
日
付
け
『
セ

1
り
ス
カ
ヤ
・
ジ

l
ズ

-7』)。

白
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
天
然
草
地
は
、
三
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
ご
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
改
良
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
草
地
一
へ

F
タ
ー
ル
当
た
り
の
平
均
生
産
飼
料
は
、
一
三
t
一
五
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
飼
料
単
位
を
超
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ば
、
滞
在
的
に
可

能
な
も
の
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。
採
草
地
や
放
牧
地
は
、
肥
料
の
泡
用
が
少
な
く
、
そ
の
管
理
は
、
木
良
で
や
め
る
(
八
一
年
七
月
一
九
日
付

け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
。

(

4

)

切
・
切
唱
曲
『
出
国
内
問
回
目
グ
〉
・
「
℃
巾

1
2
2由
民
。

w
去
の

S
S巾
田

口

2
2
4同国
5
E巾
巾
一
回

HOω
泊
出
向
、
『
回
何
回
出
。
陸
出
円
、
吋

O
匂

Z
E
』

2
0田
市
高
巾

2
6白
内
℃
白
浜
市
町
富
市

ω悶

H
h
a
-
-
w

匂号、
s
k
h
h司
令

。

ξ
F
2
。g
N

E
』
史
料
門
司

N
h
b
v
p
∞
-
(
ベ
ェ
・
プ
ラ
ギ
ン
ス
キ
l
、
7

・
グ

ν
ト
チ
エ
ン
コ
「
穀
物
を
求
め
て

の
人
類
の
経
済
史
の
な
か
で
の
最
も
印
象
の
深
い
戦
い
」
『
農
業
経
済
』
八
一
年
六
月
号
〉
。

な
お
、
本
論
文
に
お
い
て
、
米
国
で
は
、
一
八
七

0
1
一
九
O
O
年
の
三

0
年
間
で
の
播
種
地
の
増
加
は
、
五
四
百
万
へ

P

9

1
ん
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
主
比
較
し
て
も
、
ソ
速
の
処
女
地
開
発
が
短
期
間
に
達
成
し
た
成
果
は
、
人
類
史
上
、
他
に
類
例
を
み
な
い
と
し
て
い
る
。

(三)

穀
物
生
産
の
動
向

第
国
表
は
、
穀
物
の
播
種
面
積
の
動
向
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
六
六
年
か
ら
八

O
年
の
期
間
に
お
い
て
、
播
種
面
積
は
、
大
麦
(
キ
一

と
し
て
、
春
蒔
き
)
と
燕
麦
が
顕
著
に
増
大
し
、
逆
に
、
春
蒔
き
小
麦
が
減
少
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
播
種
面
積
全
体
に
占



第 18表 穀 物の擦種面積(全経営類型)
(単位:I，{削 ha)

麦
種実用主

秋蒔き|春蒔き|
ライ麦 大 麦 燕 麦

うもろこし
その他 穀物計

言「
一一一一一一一一一一ーー

年(ル701
18，280 67，174 11，505 20，331 8，680 3，517 10，876 122，083 

平 1971-75(B) 18，443 43，025 61，469 8，5∞ 28，370 11，310 3，596 10，743 123，988 

均 1976-80(C) 20，470 40，240 60，710 7，714 34，011 12，080 2，96ヲ 10，421 127，906 

C/A 112.0 82.3 90.4 67.0 167.3 139.2 84.4 95.8 104.8 

C/B 111. 0 93.5 98.8 90.7 119.9 106.8 82.6 97.0 103.2 

B/A 100.9 88.0 91. 5 73.9 139.5 130.3 102.2 98.8 101.6 

1971 20，6ヲ4 64，035 9，507 21. 566 9，632 3，332 9，865 117，937 

1972 14，979 43，513 58，492 8， 160 27，269 11，358 4，012 I 10，867 120，158 

1973 18，340 44，815 63， 155 7，012 29，387 11，887 4，031 11，266 126，738 

1974 18，610 41，066 59，676 9，810 31，079 11，567 3，955 11，100 127，187 

1975 19，593 42，392 61，985 8，010 32，547 12，107 2，652 10，619 127，921 

1976 17，248 42，219 59，467 9，035 34，261 11，269 3，303 10，425 127，760 

1977 20，712 41，318 62，030 6，697 34，514 13，026 3，362 10，715 130，344 

1978 23，122 39，776 62，898 7，719 32，690 12，097 2，535 10，526 128，465 

1979 38，964 57，682 6，476 37，∞。 12，23ヲ 2，667 126，351 

1980 22，553 38，922 61，475 8，645 山 831 11，770 2，977 10，158 126，608 

出所Ifソ連邦国民経済統計H各年版)，および USDA，Agricultural Situatiun: USSR， Rcvicw of 1981 and Outlook 
for 1982， May 1982より作成.
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プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

め
る
比
率
も
、
六
六

t
七
O
年
の
期
間
と
、

七
六

t
八
O
年
の
期
間
と
を
対
比
す
る
と
、
大
麦
は
、

一
六
・
七
か
%
ら
二
六
・
六
%
で

燕
麦
は
、

七
・
一
%
か
ら
九
・
五
%
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
春
蒔
き
小
麦
は
、

四
0
・
0
%
か
ら
一
三
・
五
%
へ
と
低

下
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
麦
は
、

七
九
年
に
、
三
七
O
O
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
記
録
的
な
播
種
面
積
を
示
し
た
後
で
、

八
O
年

に
は
、
対
前
年
比
で
約
五
回
O
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
秋
蒔
き
小
麦
は
、
若
干
、
播
種
面
積
を
増
大
さ
せ
て
い
る
が
、
ラ
イ
麦
の
播
種
面
積
は
、
顕
著
に
減
少
し
、
種
実
用
と
う
も

七
0
年
代
後
半
に
お
い
て
播
種
面
積
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
各
作
物
に
つ
い
て
、
年
毎
の
播
種
面
積
の
変
動
が
大
き

こ
れ
は
、
秋
蒔
き
(
小
麦
お
よ
び
ラ
イ
麦
が
主
で
、
大
麦
も
一
部
あ
る
)
穀
物
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ
ン
タ
ー
・
キ
ル
を
う
け
た

場
合
に
、
翌
年
の
春
に
、
春
蒔
き
に
切
り
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ろ
こ
し
も
、

、Avh
、

U
カ穀

物
の
播
種
面
積
は
、
以
上
の
よ
う
な
構
成
の
変
化
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
七

0
年
代
後
半
以
降
に
お
い
て
、
播
種
面
積
は
、

写
晶
、
Z
E
，、

一
二
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
七
六

t
八
O
年
の
年
平
均
に
お
い
て
播
種
面
積
の
構
成
は
、

小
麦
が
四
七
・
五
%

(
う
ち
、
秋
蒔
き
一
六
・
O
%
、
春
蒔
き
一
三
・
五
%
)
と
、
約
半
分
の
面
積
を
占
め
、
次
い
で
大
麦
の
二
六
・
六
%
、
燕
麦
の
九
・

五
%
、
ラ
イ
麦
の
六
・
O
%
、
種
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
ニ
・
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
表
は
、
穀
物
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
収
量
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
収
量
の
水
準
は
、
種
実
用
と

う
も
ろ
こ
し
を
別
と
す
れ
ば
、
秋
蒔
き
小
麦
は
、
他
の
麦
類
に
比
し
て
、
相
対
的
に
高
い
水
準
に
あ
り
、
春
蒔
き
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、

大
麦
と
燕
麦
は
、
小
麦
よ
り
も
、
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
六
六
I
七
O
年
の
年
平
均
に
対
し
、

七
六

1
八
O
年
の
年
平
均
の
比
較

で
は
、
秋
蒔
き
小
麦
、
ラ
イ
麦
、
種
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
単
収
の
伸
び
が
高
い
の
に
対
し
、
春
蒔
き
小
麦
、
大
麦
、
燕
麦
の
単
収
の

伸
び
が
低
い
。
穀
物
全
体
の
単
収
の
水
準
で
は
、

七
九
年
お
よ
び
八
O
年
が
一
・
四
ト
ン
台
の
低
い
水
準
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
の
が
注



第 19表穀物の ha 当たり収量(全経営類型)
(単位:トン〉

麦
種実用と

秋蒔き|春蒔き|
ライ麦 大 麦 燕 麦

うもろとし
その他 穀物計

言十

年 ilwo
1. 96 1. 11 1. 34 1. 12 1. 50 1. 38 2.72 1. 18 1. 37 

平 1971-75(同 2.26 1.10 1. 45 1. 36 1. 53 1. 31 2.82 1. 19 1. 47 
均 1976-80(0) 2.47 1. 22 1. 64 1. 40 1. 63 1. 42 3.22 1. 21 1. 60 

CjA 126.0 109.9 122.4 125.0 108.7 102.9 118.4 102.5 116.8 
CjB 109.3 110.9 113.1 102.9 106.5 108.4 114.2 101.7 108.8 
BjA 115.3 99. 1 108.2 121. 4 102.0 94.9 103.7 l∞.8 107.3 

1971 2.31 1.18 1. 54 1. 35 1. 60 1. 52 2.58 1. 20 1. 54 
1972 1. 96 1. 30 1. 47 1. 18 1. 35 1. 24 2.44 1. 40 
1973 2.70 1. 35 1. 74 1. 53 1. 87 1. 47 3.28 1. 76 
1974 2.40 0.95 1. 40 1. 55 1. 74 1. 32 3.05 1. 35 1. 54 
1975 1. 87 0.70 1.07 1. 13 1.10 1. 03 2.74 0.87 1.09 
1976 2.59 1. 24 1. 63 1. 55 2.03 1. 61 3.06 1. 45 1. 75 
1977 2.51 0.97 1. 49 1. 27 1. 53 1. 41 3.26 1. 24 1. 50 
1978 2.98 1. 31 1. 92 1. 76 1. 90 1. 54 3.50 1. 26 1. 85 
1979 2.05 1. 33 1. 56 1. 26 1. 30 1. 24 3.13 O.ヲl 1. 42 
1980 2.21 1. 24 1. 60 1. 18 1. 38 1. 32 3.17 1. 21 1. 49 

出所 rrソ連邦国民経済統計JI(各年版)，および USDA，Agricultura1 Si加 tion:USSR， Review of 1981 and Outlook 
for 1982， 11ay 1982より作成.

1
 

1
 

1
 

1
 



プ
レ
ジ
平
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

-
一
四

目
さ
れ
る
。

第
却
表
は
、
穀
物
の
生
産
量
の
推
移
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
播
種
面
積
の
構
成
変
化
を
反
映
し
て
、
生
産
量
に
お
い
て
も
、
大

麦
と
燕
麦
が
著
し
く
増
大
し
、
逆
に
、
春
蒔
き
小
麦
の
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
。
秋
蒔
き
小
麦
の
生
産
量
は
、
か
な
り
の
増
大
を
示

七
0
年
代
の
後
山
ヤ
の
方
が
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ

し
た
が
、
種
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、

七
0
年
代
の
前
半
に
比
し
、

イ
麦
は

一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
構
成
変
化
を
と
も
な
い
つ
つ
、

七
六

t
八
O
年
の
期
間
の
年
平
均
に
お
い
て
は

全
体
の
生
産
量
の
な
か
で
、
小
麦
は
四
八
・
六
%
(
う
ち
、
秋
蒔
き
が
二
四
・
七
%
、

春
蒔
き
が
二
三
・
九
%
)
を
占
め
、
次
い
で
、

大
麦
が
二
六
・
九
%
、
燕
麦
が
八
・
四
%
、
ラ
イ
麦
が
玉
・
三
%
、
種
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
が
四
・
七
%
と
な
っ
て
い
る
。

が
ニ
O
五
百
万
ト
ン
と
上
昇
し
て
い
る
。

穀
物
の
生
産
量
は
、
年
平
均
で
は
、
六
六

t
七
O
年
が
一
六
八
百
万
ト
ン
、
七
一

l
七
五
年
が
一
八
二
百
万
ト
ン
、
七
六

t
八
O
年

(

2

)

 

八
一
年
が
不
作
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
七
九

t
八
一
年
と
戦
後
始
め
て
三

し
か
し
な
が
ら
、

年
連
続
の
不
作
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
穀
物
の
総
生
産
量
が
、
二
億
ト
ン
を
超
え
#
ん
の
は
、
過
去
に
お
い
て
、

七
三
年
、

七
六
年
、

七
八
年
の
三
年
の
み
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
、
六
六
年
以
降
の
穀
物
生
産
の
動
向
を
み
た
が
、

そ
の
主
た
る
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
は
、
単
収
の
増
加
年
率
が
、
六
一

t
六
三
年
か
ら
六
九
l
七
一
年
の
期
間
に
お
い
て
、

五
・
O
%
だ
っ
た
も
の
が
、
六
九

t

七
一
年
か
ら
七
八

t
八
O
年
の
期
間
に
お
い
て
は
、

0
・
九
%
と
著
し
く
低
下
す
る
と
と
も
に
、
単
収
の
変
動
係
数
は
、
六
一

t
七

O

(

3

)

 

七一

t
八
O
年
に
は
一
三
・
三
八
%
と
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
七
九
I
八一

年
に
は
一
一
・
一
九
%
だ
っ
た
も
の
が
、

年
の
三
年
連
続
の
穀
物
の
不
作
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
背
後
に
は
、

地
力
の
低
下
の
懸
念
等
が
存
在
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。



第 20表穀物の生産量(全経営類型)
(単位:1，醐トン〕

麦
種実用と

秋蒔き|春蒔き|
ライ麦 大 麦 燕 麦

うもろこし
その他 穀物計

計

54，304 90，192 12，834 30，454 11，938 9，558 12，785 167，562 

平 1971-75~鴎 41，590 47，345 88，935 11，493 43，289 14，812 10，215 12，810 181，554 

均 1976-80(c) 50， 725 48，942 99，674 10，880 55， 149 17，160 9，568 12，594 205，028 

C/A 141. 3 90. 1 110.5 84.8 181. 1 143.7 100.1 98.5 122.4 

C/B 122.0 103.4 112.1 94. 7 127.4 115.9 93. 7 98.3 112.9 

B/A 115.9 87.2 98.6 Bヲ.6 142.1 124.1 106.9 100.2 108.4 

1971 47，787 50，973 98，76コ 12，787 34，571 14，650 8，597 11，810 181，175 

1972 29，380 56，613 85，9ヲ3 9，633 36，813 14，0守口 9，830 11，874 168，238 

1973 4ヲ， 435 60，349 109，784 10，759 55，044 17，516 13，216 16，211 222，530 

1974 44，698 39，215 83，913 15，223 54，208 15，302 12，104 14，ヲ58 195，708 

1975 36，651 29，573 66，224 9，064 35，808 12，495 7，328 9，199 140，118 

1976 44，594 52，288 96，882 13，991 69，539 18，113 10，138 15，092 223，755 

1977 51，971 40， 190 92，161 8，480 52，687 18，407 10，979 13，013 195，727 

1978 68，829 52， 107 120，936 13，612 62，118 18，578 8，898 13，248 237，390 

1979 38，417 51，790 90，207 8，113 47，954 15，162 8，373 9，367 179，176 

1980 49，816 48，366 98，182 10，205 43，450 15，544 9，454 12，250 18ヲ，090

出所Il'ソ連邦国民経済統計.!I(各年版)，および USDA，Agricultural Situation: USSR， Review 0/ 1981 and OuJlook 

/or 1982， May 1982より作成.
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プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
〉

一
一
六

第
二
に
は
、
穀
物
生
産
の
豊
凶
変
動
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
単
収
の
変
動
係
数
が
、
六

0
年
代
よ
り
も
、

七
0
年
代
の
方
が
高
い

こ
と
が
、
穀
物
生
産
の
不
安
定
性
が
、

む
し
ろ
、
最
近
に
な
っ
て
た
か
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
最
近
年
次
に
お
い

て
も
、

七
五
年
の
一
四

O
百
万
ト
ン
と
七
八
年
の
二
三
七
百
万
と
の
差
は
、
九
七
百
万
ト
ン
で
あ
る
が
、
本
数
値
は
、

の
期
間
の
年
平
均
の
世
界
の
穀
物
貿
易
量
ニ

O
三
・
六
百
万
ト
ン
の
四
八
%
に
も
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

七
八

t
八
O
年

豊
凶
変
動
が
大
き
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
①
自
然
条
件
の
き
び
し
さ
、
②
農
業
生
産
の
変
動
の
程
度
が
相
対
的
に
高
い

処
女
地
地
域
で
の
穀
物
の
生
産
比
率
が
、

か
な
り
の
割
合
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
③
休
閑
地
が
少
な
く
、
輪
作
が
必
ず
し
も
厳
格
に
守

ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

(

5

)

 

ソ
連
に
お
い
て
は
、
年
間
降
水
量
五

0
0
ミ
リ
以
下
の
地
域
に
、
穀
作
地
の
四
分
の
三
が
立
地
し
て
い
る
た
め
に
、
早
ば
つ
の
被
害

を
う
け
や
す
い
。
ま
た
、
単
収
の
高
い
秋
蒔
き
穀
物
の
雪
の
少
な
い
冬
に
お
け
る
き
び
し
い
冷
え
込
み
等
に
よ
っ
て
、

ウ
イ
ン
タ
ー
-

キ
ル
を
う
け
や
す
い
状
況
に
あ
る
。

処
女
地
を
開
発
し
た
地
域
に
お
け
る
穀
物
生
産
量
は
、
四
九

t
玉
三
年
の
年
平
均
の
一
二
了
七
百
万
ト
ン
か
ら
、

0
・
五
百
万
ト
ン
に
達
し
、
全
国
の
総
生
産
に
対
す
る
比
率
も
、
二
八
%
か
ら
三
八
%
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

七
八
年
に
は
、
九

処
女
地
開
発
地
域
の
中
心
で
あ
る
北
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、

カ
ナ
ダ
の
平
原
州
の
春
蒔
き
小
麦
ベ
ル
ト
地
帯
と
、
土
壌
や
気
候
条
件
は
、

ほ
ぼ
比
較
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、

五
六

t
七
五
年
の
期
聞
に
お
け
る
春
蒔
き
小
麦
の
単
収
の
年
変
動
は
、
北
カ
、
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
三

一
ニ
・
三
%
だ
っ
た
の
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
の
平
原
州
で
は
一
九
・
四
%
だ
っ
た
が
、

(

7

)

(

8

)

 

が
大
き
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
輪
作
体
系
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
不
順
な
天
候
か
ら
の
悪
影
響
を
う
け
や
す
い
要
因
で
あ
ろ
う
。

」
の
よ
う
な
差
異
を
生
じ
た
の
は
、
休
閑
地
率
の
差

最
近
に
お
け
る
穀
物
生
産
動
向
の
第
三
の
特
徴
は
、
春
蒔
き
小
麦
か
ら
、
春
蒔
き
の
大
麦
や
燕
麦
へ
の
作
付
け
の
転
換
が
す
す
め
ら



(
9
u
 

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
春
蒔
き
大
麦
や
燕
麦
は
、
春
蒔
き
小
麦
に
比
し
て
、
肥
沃
度
の
低
い
囲
場
で
、

か
っ
、
好
ま
し
く
な
い
前
作

の
後
に
作
付
け
し
、
施
肥
量
も
少
な
い
栽
培
を
行
な
っ
て
も
、
単
収
は
、
春
蒔
き
小
麦
よ
り
一
般
的
に
は

h
hと
さ
れ
て
い
る
。
飼
料

用
へ
の
穀
物
需
要
が
増
大
し
て
い
る
な
か
で
、
小
麦
を
大
量
に
飼
料
用
と
し
て
い
(
列
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作
付
け
の
転
換

(

ロ

)

は
、
合
理
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
七
二
年
に
は
、
大
麦
お
よ
び
燕
麦
の
調
達
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
転
換
を

奨
励
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
七
九
年
に
は
、
大
麦
が
過
度
に
作
付
け
さ
れ
、
そ
の
単
収
も
低
下
し
、
八
O

年
に
は
作
付
面
積
が
減
少
仏
問
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
転
換
が
続
け
ら
れ
よ
う
が
、
大
麦
の
収
穫
期
聞
が
短
い
の
で
、
経
営
に
対
す

る
収
穫
機
械
の
供
給
増
に
応
じ
て
、
適
地
を
選
ん
で
大
麦
の
作
付
け
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
穀
物
生
産
の
問
題
点
を
み
よ
う
。

穀
物
の
播
種
面
積
が
、
最
近
年
次
で
は
、

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
穀
物
の
増
産
は
、
単
収
の
上
昇
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
単
収
の
上
昇
を
図
る
う
え
で
の
重
要
な

一
二
七
i
一
一
一
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
準
で
安
定
し
、
今
後
も
、
こ
の
水
準
を
維
持
す

手
段
で
あ
る
施
肥
の
状
況
を
み
よ
う
。

穀
作
地
へ
の
化
学
肥
料
の
施
用
量
は
、
六
五
年
に
五
・
四
百
万
ト
ン
だ
っ
た
も
の
が
、
七
五
年
に
は
ニ
四
・
六
百
万
ト
ン
、
八
O
年

ハ
げ
〉

に
は
三

0
・
四
百
万
ト
ン
へ
と
増
大
し
て
い
る
。
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
(
八
一

t
八
五
年
)
に
お
い
て
も
、
穀
物
増
産
の
約
半
分
は
、

化
学
肥
料
の
施
用
量
の
増
大
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
八
五
年
に
は
、
五
O
百
万
ト
ン
の
施
用
量
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
七
六
年
に
は
、

穀
作
地
で
化
学
肥
料
を
施
用
し
た
面
積
は
、
全
国
で
は
玉
O
%
、
う
ち
、
小
麦
に
つ
い
て
は
四
四
%
の
み
で
あ
り
、
地
域
別
に
は
、
ヵ

ザ
フ
に
お
い
て
は
一
七
%
の
み
で
あ
っ
た
。
八
O
年
に
お
い
て
も
、
カ
ザ
フ
で
は
、
穀
作
地
の
二
三
%
の
み
に
化
学
肥
料
が
施
用
さ
れ

た
の
み
で
あ
り
、
同
年
に
お
け
る
穀
作
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
化
学
肥
料
の
施
用
量
(
有
効
成
分
換
算
)
は
、

カ
ザ
フ
で
九
キ
ロ
、

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
一
七



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
一
久

(

初

)

西
シ
ベ
リ
ア
で
一
七
キ
ロ
、
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
地
区
で
一
一
一
キ
ロ
、
ウ
ラ
ル
地
区
で
二
入
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
化
学
肥
料
の
施
用
は
、
い
ま
だ

(

引

)

に
不
充
分
な
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
に
み
て
も
低
い
水
準
に
あ
る
。
施
肥
方
法
が
適
切
で
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
予
定
さ
れ
た
増
産
効

(

幻

)

果
を
得
ら
れ
な
い
事
例
も
み
ら
れ
る
の
で
、
今
後
は
、
施
用
量
の
増
大
と
と
も
に
、
施
肥
方
法
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

穀
作
地
へ
の
有
機
質
肥
料
の
施
用
量
は
、
六
五
年
の
八
七
百
万
ト
ン
か
ら
、
七
五
年
に
は
ニ
ニ
四
百
万
ト
ン
、
八

O
年
に
は
二
八

O

(

お

)

八
五
年
に
は
三
五

O
百
万
ト
ン
に
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
穀
作
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
施
用
量

〔

叫

叫

)

こ
れ
も
不
充
分
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。

百
万
ト
ン
に
増
大
し
た
が
、

は
、
八

O
年
に
は
二
・
二
ト
ン
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、

(
幻
)

単
収
の
伸
び
な
や
み
の
要
因
と
し
て
は
、
品
種
改
良
の
遅
れ
と
、
種
子
生
産
の
組
織
化
が
弱
体
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
品
種

改
良
の
面
で
は
、
北
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
シ
ベ
リ
ア
の
地
域
向
け
の
高
生
産
性
で
、
か
っ
、
早
熟
の
品
種
の
育
成
が
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、

種
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
、
遅
く
成
熟
す
る
品
種
が
主
だ
っ
た
た
め
に
、
種
実
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
な
が
ら
、
し

(
却
)

ば
し
ば
成
熟
し
な
い
で
、
青
刈
り
用
と
し
て
収
穫
さ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
種
子
の
増
殖
と
種
子
生
産
の
組
織
面
で
の
欠
陥
の
故
に
、

(

釦

)

多
く
の
地
域
適
応
性
の
確
認
さ
れ
た
品
種
が
、
大
規
模
な
生
産
に
う
つ
さ
れ
る
こ
と
が
か
ん
ま
ん
で
あ
る
。
種
子
の
品
質
が
劣
っ
て
い

る
も
の
が
か
な
り
存
在
し
て
い
る
こ
目
、
自
然
条
件
の
き
び
し
さ
か
ら
、
安
全
を
見
込
ん
で
播
種
量
を
多
く
す
る
こ
と
か
ら
、
七
一
年

(
m
M
〉

t
七
五
年
の
年
平
均
に
お
い
て
、
穀
物
総
収
量
の
約
一
七
%
に
あ
た
る
三

0
・
八
百
万
ト
ン
が
種
子
に
供
さ
れ
て
い
る
。
品
種
改
良
の

推
進
と
、
種
子
生
産
面
で
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

間
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は

穀
物
生
産
に
お
い
て
、
農
作
業
適
期
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
穀
物
の
収
穫
は
、
農
業
技
術
上
の
期

一
O
t
一
一
一
日
間
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
に
は
、
二

O
t
二
五
日
間
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
研

究
機
関
の
資
料
に
よ
る
と
、
穀
物
の
ロ
ス
は
、
完
熟
後
六
日
目
で
四

t
五
%
、

一
一
日
目
で
一
二
%
で
あ
り
、
穀
物
の
脱
穀
が
、
二

O



そ
れ
以
上
に
わ
た
る
と
、
穀
物
の
ロ
ス
は
、
三
O
%
以
上
に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
収
穫
物
の
品
質

(

U

H

)

(

白

川

)

(

四

川

〉

J

低
下
も
と
も
な
っ
て
い
る
。
収
穫
が
遅
延
す
る
の
は
、
機
械
化
の
水
準
が
不
充
分
な
こ
と
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
質
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、

日
か
、

機
械
が
効
率
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
収
穫
以
外
に
お
い
て
も
、
春
蒔
き
穀
物
の
播
種
作
業
は
、
機
械
手
に
よ
る
交
替

制
の
作
業
を
実
施
す
れ
ば
、
六
労
働
日
で
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
に
対
し
て
、

実
際
に
は
、

五

O 

ノ、

O 
日一
間 O
も t
か ご
か O
つ日
て間
お(も
りさか

か
作 つ
柄て
のお
形り

春
蒔
き
予
定
地
に
お
け
る
秋
の
耕
起
作
業
も
、
三
六
日
間
で
可
能
な
は
ず
な
の
に
、

(

調

)

成
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
農
作
業
適
期
を
守
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。

農
薬
の
品
質
改
善
と
そ
の
供
給
量
の
増
大
、
防
除
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
現
状
に
お
い
て
は
、
雑
草
に
よ
る
被
害
の
み
で
、

(
m
n
)
 

得
べ
か
り
し
穀
物
の
収
量
が
一
O
t
一
五
%
も
減
少
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
c

(

刊

)

単
収
の
高
い
秋
蒔
き
穀
物
の
播
種
面
積
を
増
や
す
と
と
も
に
、
そ
の
ウ
イ
ン
タ
ー
・
キ
ル
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

七
六
t
八
O
年
の
年
平
均
に
お
い
て
、

播
種
面
積
で
は

秋
蒔
き
が
二
九
・
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
二
三
了
一
%
)
、
春
蒔
き

が
九
八
・
四
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
七
六
・
九
%
)
、
生
産
量
で
は
、
秋
蒔
き
が
六
四
・
六
百
万
ト
ン
会
二
・
五
%
)
、
春
蒔
き
が
一
四

0
・
四
百
万
ト
ン
(
六
八
・
五
%
〉
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
秋
蒔
き
小
麦
は
、
播
種
面
積
も
、
生
産
量
も
、
長
期
的

(

判

)

い
ず
れ
も
減
少
傾
向
に
あ
る
の
が
問
題
で
あ
る
。
秋
蒔
き
の
ウ
イ
ン
タ
ー
・
キ
ル
の
被
害

に
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
ラ
イ
麦
は
、

を
う
け
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、
気
象
条
件
の
他
に
、
秋
蒔
き
が
良
好
な
る
前
作
の
後
で
播
種
さ
れ
て
い
る
と
は
、

必
ず
し
も
い
え
な

い
こ
と
、
土
壌
準
備
や
播
種
の
適
期
を
逸
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
く
、
施
肥
が
必
ず
し
も
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
点
に
あ

(
位
)

り
、
こ
の
面
で
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

か
ん
が
い
地
で
の
穀
物
生
産
は
、
年
平
均
で
み
て
、
六
六
t
七
O
年
の
四
・
一
百
万
ト
ン
か
ら
、

七
六

1
八
O
年
に
は
一

0
・
一
百

プ
レ
ジ
ネ

7

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

九



米の生産の推移

播種面積 ha当り 収 量

(百万ha)
(収ツネノエレ γ量ト) 

(百万トン〉

1940 0.2 17.3 0.30 

1965 (A) 0.2 26.9 0.58 

1970 (B) 0.4 36.5 1. 28 

1975 (c) 40. 1 2.01 

1976 0.5 38.2 2.∞ 
1977 0.5 40.6 2.22 

1978 0.6 36.4 2.11 

1979 0.6 39.2 2.3ヲ

1980 (D) 0.7 41. 9 2.79 

DjA 350 156 481 
上じ D!B 175 115 218 
率

DjC 140 104 13ヲ

?ら BjA 2αコ 136 221 
、、ー〆

CjB 125 110 157 

第 21表

一二

O

出所 w ソ連邦国民経済統計~ 80年版より作成.

万
ト
ン
と
、

一
貫
し
て
増
大
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
皐

ば
つ
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
、
穀
物
生
産
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
は
、
今
後
も
、

か
ん
が
い
地
で
の
穀
物
の
生
産
増
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

第
別
表
は
、
か
ん
が
い
地
で
作
付
け
の
行
な
わ
れ
て
い

る
米
の
生
産
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
貫
し
て

増
大
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
品
質
や

か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
の
面
で
は
な
お
改
善
を
要

〈

刊

日

)

す
る
点
が
多
い
。

注
(
l
〉
ソ
遂
の
統
計
に
お
い
て
、
播
種
面
積
と
し
て
、
表
示

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
年
A

の
変
動
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
実
際
は
、
収
穫
面
積
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(

2

)

プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
八
一
年
一
一
月
二
ハ
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
委
総
会
に
お
い
て
、
「
今
年
は
、
農
業
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
損
害
を
う
け

た
が
、
こ
の
こ
と
は
す
べ
て
の
経
済
に
と
っ
て
、
す
で
に
、
ゴ
一
年
連
続
し
て
、
早
ば
つ
の
被
害
を
う
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
新
五
カ
年
計
画

(
八
一

t
八
五
年
)
は
、
不
作
の
年
で
始
ま
っ
た
」
旨
述
べ
、
八
一
年
の
穀
物
生
産
が
不
振
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
(
八
一
年
一
一
月

一
七
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)

し
か
し
な
が
ら
、
八
二
年
一
月
三
日
に
発
表
さ
れ
た
前
年
の
経
済
実
績
発
表
に
は
、
穀
物
生
産
量
は
、
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
六
五
年
以
降
、
始
め
て
で
あ
る

(
C
ω
u
k
f
同
〉
ωwH1己主九旬、
Nah-江
g
h
h
a之
江
ミ
ミ
色
、
J

明。ム
i

∞M
W

同
り
与
『
ロ
白
ミ
ニ
w
-
泊白日)。

ハ
3
)

昭
和
五
六
年
度
『
農
業
の
動
向
に
関
す
る
年
次
報
告
』
表

E
目
、
一
二
九
頁
。



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

(

4

)

昭
和
五
六
年
度
『
農
業
の
動
向
に
関
す
る
年
次
報
告
』
表

E

M
、
一
三

O
頁。

(

5

)

〉
・
江

g
g
o
Z
E
E
W
E・
3
宮
き
回
¥
コ

3
5固
2
2
4
8司
E
i崎町
40雪
周
囲

E
唱。

2.J
九

WRSOLR尽
き
む
と
ミ
足
。

k
gや

骨量
h
p
p
ま
(
7

・
ノ
ヴ
ォ
ロ

y
キ
1
、
ュ
・
プ
リ
ャ
ユ
フ
「
穀
物
生
産
に
|
l
安
定
し
た
伸
び
を
」
『
農
業
経
済
』
七
六
年
四
月
号
)
。

(

6

)

切
・
切
宮

2
5
5
F
〉

-
J巾
2
2
5
w
A曲家
2
国司

2
雪
量
S
E
2
国
岡
。
ω祖
国
内
吋
国
内
国
図
。
出
国

2
0冨
冨
』

2
0回
2
m
2
E
J
'
W
R守

記。

khhRむ
の

N-S円
R
G
S
N
o
h諸
島
町
ミ

HhHRHU
少
包
(
ベ
ェ
・
プ
ラ
ギ
ン
ス
キ

1
、

7
・
グ
レ
ト
チ
ェ
ン
コ
「
穀
物
を
求
め
て
の
人
類
の
経
済
史

の
な
か
で
の
最
も
印
象
の
深
い
戦
い
」
『
農
業
経
済
』
八
一
年
六
月
号
可

(
7
)
U
O
E
m
g曲
切

-
U
3
5
0
E
S仏
当
-
F
2
0雪
F
去
の
ロ
ヨ
官
g
z
s
m
g三
r
z
g
G
E
S
ι
胃
C
L
E
t
i
q
z
c・
m
-
E
L
d
-

ω・
ω・岡山
-
a
z
n三
g
g
J
h明日、
N.a
同
円
。
苦
言
、
宮
ぬ
な
詩
情
冷
¥
与

bpmp
』
o-Z
開

no由。
SF向
。
。
自
自

E
2
u
の
C白
m
H
g田
cm
任
。
ロ

ω-

C
・
ω・
。

2
2回
目
。

E
H
ν
H
F
E
Z明
。
『

2
8
3
3
u
〈
D
F
F
℃
-
M
吋・

(

8

)

八
二
年
一
月
一
一
二
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
エ
広
チ
ア
』
は
、
そ
の
社
説
に
お
い
て
、
「
輪
作
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
か
っ
、
完
全
に
開
発
さ
れ

て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。
若
干
の
指
導
者
や
専
門
家
は
、
輪
作
に
対
す
る
評
価
が
不

充
分
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
施
用
を
増
大
さ
せ
れ
ば
、
輪
作
は
守
ら
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
誤
っ
た
意
見
も
、
あ
き

ら
か
に
み
う
け
ら
れ
る
」
旨
述
べ
て
い
る
。

(
9
)
h
p・

同

d
Z
E
E
-
4
。2
S
S
Z
2
2
2
S吉田
1
E
M
E畠
E
S
S
E
g
o
h
s
z
z
E宮
S
E
自
国
吋

E
2
5
3・
b
h
E
S
S
N
O
M
E

M
a
s
s
-
P
2
(
7
・
ゴ
リ
ツ
オ
フ
「
穀
物
の
増
産
|
|
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
重
要
課
題
」
『
計
画
経
済
』
八
一
年
四
月
号
)
。

(
悶

)

7

・
ノ
グ
ロ
ッ
キ
ー
、
ュ
・
プ
リ
ャ
コ
フ
、
前
掲
論
文
。
な
お
、
七
六

t
八

O
年
に
お
け
る
年
平
均
の
へ

p
b
y
1
ル
当
た
り
収
量
は
、
春
祷

き
小
麦
が
二
一
二
一
ツ
エ
ン
ト
、
ネ
ル
に
対
し
、
春
蒔
き
大
麦
は
、
そ
の
ゴ
二
%
高
の
一
六
・

O
ツ
エ
ン
ト
ネ
ル
、
燕
麦
は
、
二
ハ
%
高
の
一
四
・

ニ
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
で
あ
っ
た
。

(
日
)
最
近
年
次
に
お
い
て
、
配
合
飼
料
原
料
と
し
て
年
間
四

O
百
万
ト
ソ
以
上
の
小
麦
が
加
工
さ
れ
て
い
る
〈

S-
口
。
旬
。
囲
内

S
S
W
A
M
E冊目》田区

国
唱
。
出
回
国
。

LHn4呂
田
沢
。
目
言
。
国
国
同

2
0回
国
国
阿
国
国
主
日
目
謡
曲
旬

5
2
E
E
J
句、

2
2
0町
民

S
邑
S
F
U
w
司
・
イ
・
バ
ロ
グ
ェ
ン
コ
「
工

業
化
の
条
件
下
に
お
け
る
飼
料
金
産
の
予
備
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
三
月
号
)
。

(
門
凶
)
〉
・
民
』
ち
尻
町

Haw
∞
・
穴
』

5
R曲
a
v
aロ司
oahm富
民
田
区
間
》
回
国
出
国
国
阻
思
国
国
河
内

hO回
国
国
民
】
ω国
邸
内
吋
回

O回目凶富山国
J
h
w弐
。
足
。

L唱
さ
町
品
。
可

hFSSNG

Lベ。旬、
a
H
S
H
E
W
N
g
(
7
・
P
リ
ュ
カ
チ
、
グ
ェ
・
ク
リ
ュ
カ
チ
「
経
営
条
件
の
均
衡
化
の
諸
問
題
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
七
月
号
)
。



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一一一一一

(
ロ
)
春
蒔
き
大
麦
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
に
お
い
て
は
、
土
壌
の
酸
性
度
が
強
い
た
め
に
、
耕
作
の
行
な
わ
れ
た
こ
と
の
少
な
い
闘

場
に
ま
で
、
作
付
け
さ
れ
、
単
収
の
低
下
を
招
い
た
(
七
一
年
一
二
月
九
日
付
け
『
セ

1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

1
ズ

-
7』〉む

(

U

)

ア
・
ゴ
リ
ツ
ォ

7

、
前
掲
論
文
。

(日
)
7
・
ゴ
リ
ツ
ォ
7

、
前
掲
論
文
。

(
ぱ
山
)
甲
山
・
宍
。
恒
国

h
z
z
u
X・
冶
民
同
国
国

F

d
目
ω回
E4E巾
ω
3
2。回
O『。

HOU回
目
町
内
吋
回
曲
。

nzo回
曲
目

o
h
d巾冨曲

n
g
v
n
R
S国昨
2
園
内
耳
国

O『
。
国
旬
。
s・

ω由。』
2
国
HRJ

ロhhHkog司
N
O旬
同
情
門
司

H
g
w
p
叶
由
(
イ
・
コ
り
ャ
デ
ィ
ン
、
ィ
・
ヤ
ク

1
ニ

γ

「
農
業
生
産
振
興
を
基
盤
に
し
て
の
穀
作
の

発
展
」
『
計
画
経
済
』
七
八
年
三
月
号
)
。

(
げ

)

7

・
ゴ
り
ツ
オ
フ
、
前
掲
論
文
。

(日

)
7
・
ゴ
リ
ツ
オ
フ
、
前
掲
論
文
。

(
川
口
)
〉
-

P
声。図。

F
R
A
E
R
g司
E
E
2
4市宮内
EAT国
間
由
民
国
民

ω伺冨旬
2
2
Z国
ノ
司
、
曲
目
、

8
8司
」
円
。
同
誌
ミ

g
p
白
"
吋
∞

(
7

・
モ
ノ

7

「
耕
種
農
業

集
約
化
の
要
因
」
『
計
画
経
済
』
七
入
年
三
月
号
)
。

(
勾

)

7

・
ゴ
リ
ツ
オ
フ
、
前
掲
論
文

G

(
幻
)
イ
・
コ
リ
ャ
デ
ィ

γ
、
ィ
・
ヤ
タ

I
ニ

γ
、
前
掲
論
文
。

(
辺
)
小
麦
作
付
地
で
化
学
肥
料
を
施
用
し
た
面
積
は
、
ソ
連
の
四
四
%
(
七
六
年
)
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
0
0
%
、
米
国
は
六
一
%
、
豪
州

(
秋
蒔
き
〉
は
七
四
%
で
あ
る
。
穀
作
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
化
学
肥
料
の
施
用
量
(
有
効
成
分
換
算
)
は
、
ソ
連
で
は
、
ヵ
ザ
7
が
九
キ

ロ
、
西
シ
ベ
リ
ア
が
一
七
キ
ロ
、
ウ
ラ
ル
が
二
八
キ
ロ
な
の
に
対
し
、
小
麦
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
米
国
で
は
五
七
キ
ロ
、
豪
州
で
は
二
七
キ

ロ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
二
七
0
キ
ロ
、
南
7

7

り
カ
で
は
八
0
キ
ロ
で
あ
る
(
同

ω冨
〉
〉
m江口口一
z
z
-
h
o
g
g
x
g
p
h
a室
町
ぬ
昌
弘
之

E
E
-

言
、
え
え

E
H
2
夫
、
込
町
H
2・
5
n
E
Z〉
円
三
・

J
Z
Z
E
E
-
c
E
J
r
s
z
s
t
E
5
ミ
2
5
3
t
O
D
-
-
3
2
m
L
L
S
3
0

(
幻

)

?

γ

7

共
和
国
に
お
い
て
、
六
六

t
七

O
年
の
年
平
均
に
お
け
る
穀
作
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
化
学
肥
料
の
施
用
量
は
、
0
・
八
四
ツ

ェ
ン
ト
ネ
ル
で
、
収
量
は
一
三
・
五
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ん
で
あ
っ
た
。
七
一

t
七
五
年
の
期
間
に
お
い
て
、
穀
作
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
化
学

肥
料
の
施
用
量
の
増
加
は
、
0
・
六
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
で
、
増
収
量
は
0
・
六
ツ
ェ
ソ
ト
不
ん
を
標
準
に
し
た
が
、
0
・
ニ
ツ
ェ

γ
ト
、
不
ん
に
と

ど
ま
っ
た
(
〉
・
ヨ

g
g
w
∞-
S
E
E
S
R
O
¥
d
o令
書

g
宮
巴
田
富
市

40hH
ロ
』
白
書
吉
田
曲
目
冨
岡
田
宮

3
2
5
8
h
n
g巾
J

旬、
2
8
2

N
G
U迫
町
門
誌
面
。
W
A
r
m
0
・
7

・
モ
ノ

7
、
ヴ
ェ
・
イ
ヴ
ア
シ
チ
ェ

γ
コ
「
耕
種
部
門
に
お
け
る
計
画
方
法
」
『
計
画
経
済
』
八

O
年
四
月
号
)
。



(
泊

)

7

・
ノ
ヴ
ォ
ロ
ッ
キ
ー
、
ュ
・
プ
リ
ャ
コ

7
、
前
掲
論
文
。

(お
)

7

・
ゴ
リ
ツ
オ
フ
、
前
掲
論
文
。

(
お
)
多
く
の
研
究
所
の
成
果
ゃ
、
先
進
的
経
営
の
実
践
で
確
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
土
壌
中
で
の
腐
植
土
が
減
少
し
な
い
よ
う
に
パ
ヲ

γ
ス
さ
せ

る
た
め
に
は
、
有
機
質
肥
料
を
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
で
、
最
小
限
一

o
t
一
五
ト
ソ
を
施
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
八
一

年
一
二
月
一
一
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ

7
5。

(
幻
)
イ
・
コ
リ
ャ
デ
ィ

γ
、
ィ
・
ヤ
ク

l

ニ
ン
、
前
掲
論
文
。

な
お
、
品
種
改
良
の
成
果
は
、
実
践
か
ら
の
要
請
に
た
ち
お
く
れ
て
お
り
、
特
に
、
こ
の
こ
と
は
、
か
ん
が
い
地
で
栽
培
さ
れ
る
作
物
の
病

害
虫
に
対
す
る
総
合
的
な
抵
抗
性
、
倒
伏
性
の
確
保
の
点
で
い
え
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
八
二
年
四
月
九
日
付
け
『
セ

1
リ
見

カ
ヤ
・
ジ

l
ズ
ニ
』
)
。

な
お
、
倒
伏
し
た
圃
場
で
の
収
穫
時
で
の
穀
物
の
ロ
ス
は
、
収
量
の
一
一
一

t
二
五
%
に
及
び
、
か
っ
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
労
働
生
産
性
を
低
め
、

穀
物
の
品
質
を
低
下
さ
せ
る
(
〉
・

Z
E
R
O問。
P
R
ω
訳。
z
o
z
E
4巾
n
R
E巾
ロ
唱
。
由
包

2
曲
目
図
。
回
。
「
O
U
J『
曲
ロ
曲
。
nu己
円
巾
門
叶
回
旬
冊
目
甲
山
田
旬
m
z
s
Z
2
8
3

M向。
。
ロ
告
白
出
岡
田
O
『
。
目
白
書
田
J

司
、
怠
足
。
白
色
町
民

EM民間
S
N
q
w
臼

W
3・
7
-
一
一
コ
ノ
フ
「
レ

1
ニ
ン
の
協
同
化
計
画
実
践
の
新
段
階
で
の
経

済
的
諸
問
題
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
一
二
月
号
)
。

(
お
)
八
二
年
四
月
九
日
付
け
『
セ

1
リ
ス
カ
ヤ
・
・
シ

l
ズ
町
長
。

(
汐
)
八
二
年
四
月
九
日
付
け
『
セ

l
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

l
ズ

-4。

毎
年
、
穀
作
地
の
一
部
は
、
種
実
用
を
予
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
イ
レ

1
ジ
や
青
草
飼
料
用
に
ふ
り
む
け
ら
れ
て
い
る
。
七
一

1
七
五
年
の
期
間
で
の
年
平
均
で
は
、
ソ
連
の
穀
作
地
の
播
種
面
積
は
、
二
一
六
・
一
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
種
実
用
と
し
て
収
穫
さ

れ
た
の
は
、
一
二
四
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
サ
イ
レ
l
ジ
や
育
草
用
と
し
て
刈
り
と
ら
れ
た
の
は
、
二
-
一
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
う
ち
、
一
-

一
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
と
う
も
ろ
こ
し
〉
で
あ
っ
た
(
イ
・
コ
リ
ャ
l
ギ

γ
、
ィ
・
ヤ
タ
l
-
一

γ
、
前
掲
論
文
)
。

穫
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
に
つ
い
て
は
、
早
熟
性
と
耐
寒
性
に
す
ぐ
れ
た
品
種
お
よ
び
雑
種
の
育
成
が
要
請
さ
れ
て
い
る

(
7
・
ゴ
リ
ツ
オ
フ
、

前
掲
論
文
)
。

(
叩
)
八
二
年
四
月
二
七
日
付
け
『
セ

1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ
l
ズ
ニ
』
。

(
引
)
種
子
の
品
質
が
惑
い
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
改
善
し
て
、
規
格
に
合
致
し
た
種
子
を
使
用
す
る
な
ら
ば
、
毎
年
、
追
加
的
に
、
三

O

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
ー



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の

y
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
二
四

百
万
ト

γ
の
穀
物
が
得
ら
れ
る
と
の
試
算
が
あ
る

S-
切

3
E旬。回
-
h
F
・
。

S
S
E
-
R
2
4
4図
。
目
諸
岡
田
宮
内
向
富
田
昌
。
「
官
公
認

品
A
守

2
4
5
5
3
r
n
g
E
5
H
O
M出
町
内
叶
田
市
民

zog
ロ
吉
田
お
国
。

h
2回白
J
N
W
S
E
S
匂
き

E
L
5
F
]
N
-
-
S
P
イ
・
プ
ズ
バ
ロ
フ
、
ァ
・

セ
メ
ノ
フ
「
科
学
技
術
の
進
歩
と
農
業
生
産
の
効
率
性
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
一
九
七
九
年
二
一
月
号
〉
。

(
位
)
吋
・
開
』

E2-u白
4
B・
s
-
E
E
h国国
w

ヱ
・
閉
山
民
〕
可
思
盟
国

W
4
Z言
語

富

市

与

OEUELMSE・
8
喜
由
民

g
吉
田
。
吋

3
r
z
官
民
国

0
5・

白
E
O巾
E
2
2
5
0
E出国巾

ω
S
Z同

5
5
a
g白
同
国
匂

O
E巾
富
円

2
5
5
2
5富
酢

2
E
J
句、

s
s
s
N
S回
路
町
諮
問
。

"
ω
W
3

(
ゲ
ェ
・
エ
リ
ス
ト
ラ
ト
フ
、
ィ
・
コ
リ
ャ
デ
ィ
ソ
、
ィ
・
ヤ
タ

1
-一
γ

「
穀
物
の
増
産
、
ロ
ス
の
削
減
、
合
理
的
使
用

1

|
農
業
の
鍵
を
に

ぎ
る
問
題
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
三
月
号
)

G

(お
)

7

・
ゴ
リ
ツ
ォ

7

、
前
掲
論
文
。

(
引
叶
)
回
・
コ
目
X
滝
田
内

o
p

同

y

目。『
h
由民・切白血岡両国同

d
z
p
象
。
ロ
』
白
叶
曲
三
】
一
司
』
同
唱
曲
。
。
吋
甲
山
甲
山
田
向
。
回
目
白
可
。
。
勺
園
内
角
川
匂
勺
O
M
R
白国
J

匂
R
。
R
q
k
R
R
Q

。

g
Rき
さ
し
ベ
。
詰

hMSHEW
少

g
(ヴ
ェ
・
プ
ロ
タ
ソ
フ
、
エ
ル
・
ボ
グ
ダ

γ
・
プ
ラ
キ
ッ
ト
ニ

l

「
収
穫
に
際
し
て
の
就
労
者
の
労
賃

支
払
」
『
農
業
経
済
』
八
O
年
六
月
号
)
。

中
央
機
械
実
験
ス
テ

1
シ
ョ

γ
の
資
料
に
よ
る
と
、
完
熟
後
の
期
間
経
過
に
と
も
な
う
穀
物
の
ロ
ス
の
推
移
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
c

ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
ロ
ス
量
(
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
)
で
、
(
)
内
は
、
収
穫
量
に
対
す
る
%
で
あ
る
。

完
熟
後
の
期
間
経
過
(
日
)

四

t
七
日

λ
t
一
O
日

一
・
O
(
三
・
二
)
ニ
・
四
(
八
・
四
〉

一
・
四
(
四
・
一
)
=
了
O
(
九
・
一
)

一
・
O
(
六
・
七
)
ニ
・
一
(
一

0
・
五
)

0
・
七
(
一
一
・
八

)

0
・
八
(
三
・
O
)

四
・
四
(
一
六
・
一
)
玉
・
九
つ
二
・
六
)

一
四

t
一

六

日

一

七

t
ニ
O
日

一
一
一
・
八
(
一
五
・
ニ
)
五
・
五
(
一
八
・
四
〉

玉
・
O
(
一
七
・
三
)
八
・
五
(
二
七
・
三
)

三
二
ニ
(
二
九
・
七
)
五
・
四
(
一
ニ
二
・
一
)

四
・
O
(
一
五
・
七
)
五
・
六
(
二
四
・
ニ
)

七
・
八
(
二
八
・
六
)
八
・
四
(
三

0
・
λ
)

(
7
・
エ
コ
ノ
フ
、
前
掲
論
文
)

(
お
)
ゴ
ス
プ
ラ

γ
付
設
の
研
究
所
資
料
に
よ
る
と
、
機
械
の
集
約
度
を
最
適
水
準
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
位
面
積
当
た
り
の
穀
物
収
量
を
、
二

O
%
だ
け
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
(
の
・
切
。

az』
巾
夕
食
ロ
ヨ
，
国
句
』
同

4E2恵
国
宮
門
口
。

FUO回
同
国
出
国
臼
巾

zgvghH
言
消
『
勺
円
。
回

J

秋
蒋
き
裸
麦

秋
蒔
き
小
麦

春
蒔
き
小
麦

春
蒔
き
大
麦

燕

麦

一一

t
一
三
日

三
・
O
(
一
四
・
一
一
)

四
・
九
(
一
六
・
二
)

二
・
七
(
七
・
一
)

二
・
ニ
(
八
・
七
)

七
・
三
(
二
六
・
八
〉



h
w
包
括
、
句
円
程
一
匂
き
昌

q
k
R
R
F

∞
wg-
エ
ス
・
ポ
プ
イ
レ
フ
「
土
地
資
源
の
使
用
の
改
善
方
途
」
『
経
済
の
諸
問
題
』

λ
O年
八
月
号
)
。

(

U

山
)
農
業
に
供
給
さ
れ
て
い
る
穀
物
収
穫
用
コ

γ
バ
イ

γ
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
製
造
の
賀
、
技
術
的
な
函
で
の
作
業
の
耐
久
性
に
お
い
て
す
ぐ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
穀
物
の
高
単
収
品
種
の
脱
穀
の
際
に
は
、
脱
穀
も
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
通
風
が
不
充
分
で
、
こ
の
た
め
、
穀
物
の

大
き
な
ロ
ス
を
生
じ
て
い
る

(
7
・
ゴ
リ
ツ
オ
フ
、
前
掲
論
文
)
。

(
幻
)
切
・
巨
自
呂
田
X
Y
泊
・
ロ
苦
闘
。
。
回
出
向
E
F
R
0
4
M
M芦
田
阿
見
守
0
目

vvhz
。
℃
『
曲
司
自
白
雪
国
弓
u
員
同
J
'
W
き
足
。
』

h
h
h
R
a
n
S
F
2
2。
N
S達
制
。
注
意
-

円。"
3
(ベ
ェ
・
シ
ャ
ピ
ィ
ロ
、
ャ
・
プ
リ
ポ
ル
キ

γ
「
労
働
組
織
の
派
遣
形
態
」
『
農
業
経
済
』
七
九
年
一

O
月
号
)
。

ハ
お
)
例
え
ば
、
秋
蒔
き
穀
物
の
播
種
の
た
め
の
土
壌
準
備
が
、
通
常
の
時
期
よ
り
も
、
一

0
日
間
も
逮
れ
る
と
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
で
、
四

t

五
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
の
減
収
に
な
る
。
本
作
業
が
一
日
連
れ
る
毎
に
、
へ

P
F
1
ル
当
た
り
で
、
一

O
O
t
一
五

O
ト
γ
の
水
分
が
ロ
ス
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
〈
八
二
年
八
月
一
一
一
【
口
付
け
『
セ
1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ
1
ズ

-f』)。

ま
た
、
春
蒔
き
予
定
地
に
お
け
る
秋
の
耕
起
作
業
は
、
土
壌
中
に
収
穫
の
た
め
の
最
大
限
の
水
分
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
く
、
か

っ
、
安
定
し
た
収
量
を
得
る
た
め
に
は
、
ぎ
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
本
作
業
を
適
期
に
、
か
っ
、
良
好
に
行
な
う
こ
と
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
で
、
追
加
的
に
最
低
ニ

E
一
ニ
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
の
穀
物
が
与
え
ら
れ
る
。
ソ
連
邦
の
ヨ

l

ロ
y
バ
部
の
中
央
部
に
お
い
て
、
早
期
に
、
本
作
業

を
行
な
っ
た
困
場
は
、
春
に
耕
起
し
た
圃
場
に
比
し
、
穀
物
収
量
を
三
分
の
一
も
高
め
る
。
エ
ス
ト
ニ

7

の
農
業
・
土
地
改
良
研
究
所
の
資
料

に
よ
る
と
、
九
月
の
後
半
に
耕
起
を
行
な
っ
た
圃
場
で
の
春
蒋
き
穀
物
の
収
量
は
、
よ
り
速
い
時
期
に
耕
起
を
行
な
っ
た
圃
場
に
比
し
、
一
五

t
二

O
%も
大
き
い
(
八
二
年
九
月
九
日
付
け
『
セ

1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

1
ズ
-
7
』)。

(
羽
)
ア
・
ゴ
リ
ツ
ォ
7

、
前
掲
論
文
。

(
日
出
)
秋
蒋
き
穀
物
は
、
秋
と
春
の
降
水
量
を
よ
り
よ
く
利
用
し
、
春
蒋
き
穀
物
に
比
較
し
て
、
単
収
も
高
い
う
え
に
、
皐
ば
つ
を
う
け
る
場
合
の

被
害
の
程
度
が
よ
り
低
い
(
八
一
年
八
月
一
一
一
日
付
け
『
セ
1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ
1
ズ
ニ
』
)
。

(
川
引
)
ラ
イ
麦
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
等
で
も
、
最
も
耐
寒
性
が
強
い
作
物
で
あ
る
が
、
そ
の
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
秋

蒔
き
小
麦
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
今
日
で
は
、
ラ
イ
麦
の
調
達
価
格
は
、
大
麦
や
燕
麦
の
そ
れ
よ
り
も
若
干
高
い
が
、
ラ
イ
麦

の
方
が
労
カ
が
か
か
り
、
現
在
の
価
格
差
で
は
、
労
力
差
を
完
全
に
は
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
(
八
一
年
八
月
五
日
付
け

『
イ
ズ
グ
エ
ス
チ
ア
』
お
よ
び
、
八
一
年
八
月
一
一
日
付
け
『
セ
1
リ
λ

カ
ヤ
・
ジ
1
ズ
ニ
』
)
。

(
門
出
)
八
一
年
八
月
七
日
付
け
『
セ

1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

1
ズ
ユ
』
お
よ
び
、
八
一
年
八
月
一
一
日
付
け
『
セ

1
り
ス
カ
ヤ
・
ジ

1
ズ
ニ
』
。
な
お
、

プ
レ
ジ
、
平
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
〉

五



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一一一六

良
好
な
る
前
作
は
、
純
休
閑
地
、
一
回
刈
り
の
タ
ロ
ヴ
ァ
等
の
豆
科
の
牧
草
畑
、
種
実
用
え
ん
ど
う
作
付
地
、
青
刈
り
用
の
燕
麦
と
豆
類
の
混

播
畑
、
青
刈
り
用
と
う
も
ろ
こ
し
作
付
地
で
あ
り
、
惑
い
前
作
は
、
大
麦
、
秋
蒔
き
小
麦
と
ラ
イ
麦
の
作
付
地
で
あ
る
(
八
一
年
入
月
一
一
一
日

付
け
『
セ
1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ
1
ズ
ニ
』
)
。

(
川
町
)
稲
作
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、
か
ん
が
い
農
業
の
技
術
水
準
の
低
さ
、
耕
起
作
業
の
遅
れ
、
定
め
ら
れ
た
か
ん
が
い
規
則
を
常
に
守
っ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
か
ん
が
い
施
設
の
修
理
の
遅
れ
と
水
路
の
清
掃
が
不
充
分
な
た
め
に
、
か
ん
が
い
地
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
マ
キ
シ
ム

に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
耐
倒
伏
性
、
耐
病
性
、
高
単
収
、
早
熱
、
短
か
ん
の
口
同
種
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
異

物
の
混
合
、
胴
割
米
を
な
く
す
よ
う
品
質
改
善
が
必
要
で
あ
る
(
七
四
年
一
二
月
四
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
社
説
)
。

(四)

砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
生
産
動
向

第
辺
表
は
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
生
産
お
よ
び
調
達
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
播
種
面
積
、
単
収
、
生
産
量
、
調
達
量
の
い
ず

七

0
年
代
前
半
の
落
ち
込
み
が
め
だ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
に
お
い
て
、
本
作
物
は
、
収
益
率
が
低
く
、
機
械
、

化
学
肥
料
、
農
薬
等
も
不
足
し
、
労
力
の
確
保
も
む
ず
か
し
か
っ
た
た
め
で
丸
一
%
。
そ
の
後
、

れ
に
お
い
て
も
、

七
六

t
七
八
年
に
は
、

か
な
り
高
い
生

産
水
準
を
あ
げ
た
も
の
の
、

七
九

t
八
一
年
は
、
三
年
連
続
の
不
作
に
な
り
、
特
に
、

八
一
年
は
、
六
四
年
以
降
の
最
低
の
生
産
量
と

な
っ
て
い
る
。

砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
生
産
動
向
に
お
い
て
み
ら
れ
る
主
な
特
徴
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
単
収
水
準
は
、
国
際
的
に
み
て
も
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
要

因
は
、
自
然
条
件
の
き
び
し
さ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
は
、
豊
凶
変
動
が
大
き
い
う
え
に
、

ソ
連
に
お
け
る
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
栽
培
地
帯
に
お
け
る
年
間
降
水
量
が
五

O

0
ミ
リ
前
後
と
少
な
い
う
え
、

か
つ
、

か
ん
が
い
地
で
の
栽
培
は
、

八
O
年
に
お
い
て
も
、

一
ム
ハ
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
総
播
種
面
積

の
四
・
五
%
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
て
ん
さ
い
の
成
育
に
は

一
日
の
平
均
気
温
が
一

O
度
C
以
上
の
日
数
が
一
五

O
t
一
七

O
日、

U 、



B!A 

1940 1. 23 146 18.0 17.4 96.7 

1965 3.88 188 72.3 67.5 93.4 

1970 3.37 237 78.9 71. 4 90.5 

1975 3.67 181 66.3 61. 9 93.4 

1976 3.75 266 99.9 85.1 85.2 

1977 3.76 248 93. 1 84.9 91. 2 

1978 3. 76 248 93.5 80. 1 85.7 

1979 3. 74 204 76.2 69.3 90.9 

1980 3.71 214 79.6 64.4 80.9 

1981 3.63 167 60.6 N.A. N.A. 

3.58 228 81. 1 74.4 91. 7 

平 1971-75(B) 3.53 217 76.0 67.9 89.3 

均 1976-印刷 3. 75 236 88.5 76.8 86.9 

jl 
CjA 104.7 103.5 109.1 103.2 

C!B 106.2 108.8 116.4 113.1 

A!B 98.6 ヲ5.2 93.7 91. 3 

(%) 

第22表砂糖用てんさいの生産および調達動向[-c一生産量[調達量|1，，，， ，， >.¥1ω 倒|
(百万 ha)|{;プト)1 (百万トソ)!C百万トγ)1

出所[fソ連邦国民経済統計J]， 80年版より作成.

81竿は推定値であり， USDA， Agricultural Sittωtion: U SSR， Review 

of Agriculture in 1981 and Outlook for 1982， May 1982より引用.

い
換
え
る
と
積
算
温
度
も
、
二
七

O
O
t
二
八

0
0度
C
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
水

(

3

)

 

準
以
下
の
地
域
で
も
か
な
り
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
成
育
期
聞
が
短
く
な
り
、
地
域

低 lこ
いよ
水 つ
準て
lこ t土
あ(
ると水
。分

収不
穫 足
末の
期た
にめ
お に
け
る単
凍収
結が

を
避
け
る
た
め
に
、
砂
糖
用
て
ん
さ
い
が
ま
だ

成
育
し
て
お
り
、
合
糖
率
も
た
か
ま
っ
て
い
る

時
期
に
お
い
て
早
期
に
収
穫
さ
れ
る
も
の
も
あ

こ
の
こ
と
も
、
単
収
を
低
め
る
一
因
に

(

5

)

 

な
っ
て
い
る
。

る

が単
収
を
た
か
め
る
た
め
に
、
化
学
肥
料
の
施

用
量
の
増
大
を
は
か
つ
て
き
た
が
、
期
待
し
た

ほ
ど
の
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち

本
作
物
に
対
す
る
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
化
学

肥
料
の
施
用
量
と
収
量
を
み
る
と
、
六
六

t
七

O
年
の
年
平
均
で
は
化
学
肥
料
、
九
・
七
ツ

七



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

i¥ 

エ
ン
ト
ネ
ル
標
準
単
位
の
施
用
量
で
、
収
量
は
、
二
一
七
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
で
あ
っ
た
が
、

七
六

t
七
九
年
の
年
平
均
で
は
、
化
学
肥
料

の
施
用
量
は

一
九
・
二
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
標
準
単
位
に
増
大
し
た
の
に
、
収
量
は
、

一
O
O
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
の
増
加
を
標
準
と
考
え
て

い
た
の
に
対
し
、
実
績
は
、
二
五
ツ
エ
ン
ト
ネ
ル
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
期
待
し
た
ほ
ど
の
施
肥
効
果
が
あ
が
ら

な
か
っ
た
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
雑
草
防
除
が
徹
底
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
労
力
的
に
み
て
、
手
作
業
で
雑
草
を
除
去

す
る
の
は
困
難
に
な
っ
て
き
た
が
、
本
作
物
に
対
す
る
効
率
の
高
い
除
草
剤
は
、

四
分
の
一
以
下
し
か
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結

果
、
雑
草
が
生
い
茂
る
度
合
が
た
か
ま
り
、
施
用
さ
れ
た
化
学
肥
料
の
栄
養
分
の
か
な
り
の
割
合
の
も
の
が
、
雑
草
に
吸
収
さ
れ
て
し

〈

6
)

ま
っ
て
い
る
。

こ
と
で
あ
る
。
独
立
採
算
を
基
盤
と
し
た
生
産
計
画
発
展
の
た
め
に
必
要
な
収
益
率
は
、

第
二
は
、
本
作
物
は
、
播
種
、
栽
培
管
理
、
収
穫
に
お
い
て
、
少
な
か
ら
ざ
る
労
力
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
収
益
率
は
低
い

(

8

)

 

四
五

t
五
O
%
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

全
国
の
生
産
量
に
対
し
約
六
割
の
比
率
を
占
め
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
、
本
作
物
の
収
益
率
は
、

(

9

)

 

も
、
栽
培
経
営
の
五
分
の
一
は
、
損
失
を
出
し
て
い
る
。
機
械
化
が
進
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
い
ま
だ
に
不
充
分
な
う
え

〈

ω〉

に
、
そ
の
使
用
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、
間
引
き
作
業
の
機
械
化
に
適
し
た
良
好
な
る
単
脹
種
の
品
種
の
育
成
が
お
く
れ
て
い
る

〈

H
)

〈

臼

)

こ
と
、
最
近
年
次
の
三
年
連
続
不
作
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
不
順
な
天
候
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
労
働
集
約
的
で
、
か
っ
、
収
益
率
を

一
四
・
三
%
で
あ
り

し
か

低
く
し
て
い
る
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ナ
に
お
い
て
、
六
九

t
七
八
年
の
一

0
年
間
に
お
い
て
、
加
工
用
て
ん
さ
い
の
含
糖
率
は
、
毎
年
、

第
三
は
、
最
近
年
次
に
お
い
て
、
本
作
物
の
含
糖
率
が
低
下
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
産
地
の
ウ
ク
ラ

(
日
〉

0
・
二
%
も
低
下
し
て
い
る
。

な
お
、
含
糖
率
に
つ
い
て
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
場
合
、

七
五
年
に
は
一
七
・
四
五
%
、

七
七
年
に
は
一
五
・
五
六
%
だ



(
凶
)

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

含
糖
率
が
低
下
し
て
い
る
背
景
に
は
、
含
糖
率
の
上
昇
に
対
す
る
価
格
プ
レ
ミ
ア
ム
が
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
お
い
て
、

八
O
年
当
時
で
は
、

て
ん
さ
い
一
ト
ン
に
つ
き
、
含
糖
率
が
、
基
準
よ
り
も
、

一
%
上
回
る
ご
と
に

一
ル

I
ブ

ル
の
割
増
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
価
格
水
準
の
、
三
・
二
%
に
相
当
し
て
い
る
。

一
方
、
調
達
計
画
の
超
過
達
成
分
に
対
し

て
は
、
調
達
価
格
の
五
O
%
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
経
営
に
と
っ
て
は
、
含
糖
率
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、

調
達
計
画
を
超
過
達
成
し
て
、

五
O
%
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
受
け
と
る
方
が
、
利
益
が
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
体
で
は
、

七
六

t
七
八
年
の
年
平
均
に
お
い
て
、

て
ん
さ
い
一
ト
ン
当
た
り
換
算
で
、
調
達
計
画
の
超
過
達
成
分
に
対
す
る
五
O
%
の
プ
レ
ミ
ア

ム
は
、
二
・
七
二
ル
ー
ブ
ル
に
相
当
し
て
い
た
の
に
対
し
、
含
糖
率
の
高
い
も
の
に
対
す
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、

(

日

)

し
か
相
当
し
な
か
っ
た
。

0
・
0
っ
一
ル
ー
ブ
ル
に

含
糖
率
の
低
下
傾
向
の
た
め
に
、
例
え
ば
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
は
、
六
五
年
に
、
て
ん
さ
い
の
加
工
量
は
、

四
一
・
四
百
万
ト

ン
で

こ
れ
に
よ
る
砂
糖
の
生
産
量
は
五
、
六
四
四
千
ト
ン
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

七
八
年
に
は
、
て
ん
さ
い
の
加
工
量
は
、

そ
の
砂
糖
生
産
量
は
五
、
O
一
二
七
千
ト
ン
と
逆
に
減
少
し
て
い
る
。

四
七
・

二
百
万
ト
ン
と
増
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
四
は
、
収
穫
物
の
ロ
ス
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
圃
場
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
が
、

工
場
に
搬
入
さ
れ
る
ま
で
の
運
搬
、
保
管
が
円

滑
に
い
か
な
い
た
め
に
、
毎
年
、
大
き
な
ロ
ス
を
生
じ
て
い
る
。
専
門
家
の
計
算
で
は
、
砂
糖
用
て
ん
さ
い
を
露
天
で
保
管
す
る
と
、

(

げ

〉

一
日
ご
と
に
糖
度
が

0
・
一
%
低
下
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
収
穫

最
初
の
五
日
間
で
、
重
量
が
二

t
三
%
減
じ

と
そ
の
運
搬
と
の
聞
に
、
二

t
四
日
間
の
間
隔
が
あ
く
と
、
砂
糖
の
ロ
ス
と
し
て
の
損
失
は
、

(
同
)

ル
に
な
る
と
い
う
研
究
が
あ
る
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
、
約
三
O
ル

l
ブ

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
二
九



プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
ハ
上
)

一一ニ。

(

円

)

収
穫
し
た
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
凍
結
も
、
含
糖
率
を
低
め
、
腐
敗
に
よ
る
ロ
ス
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

第
五
は
、
第
沼
表
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
生
産
量
に
対
す
る
調
達
量
の
比
率
、
が
、
低
下
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
特
に
、

入

0
・
九
%
と
い
う
き
わ
め
て
低
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
機
械
収
穫
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る

(

却

〉

も
の
が
多
い
た
め
と
み
ら
れ
る
。

入

O
年
は
、

砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
以
上
、
述
べ
た
ご
と
く
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
が
、
単
収
と
含
糖
率
の
上
昇
、

運

搬
、
保
管
、
加
工
部
門
の
改
善
に
よ
る
ロ
ス
の
削
減
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

注
(

l

)

七
五
年
当
時
の
新
聞
の
論
調
を
み
る
と
砂
糖
用
て
ん
さ
い
に
つ
い
て
の
問
題
点
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
中
央
黒
土
地
帯
に
お
け
る
七
四
年
の
本
作
物
の
収
穫
は
不
作
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
、
悪
い
前
作
の
後
に
作
付
け
し
た

こ
と
、
間
引
き
作
業
が
長
引
い
た
こ
と
、
農
薬
が
不
足
し
た
こ
と
、
化
学
肥
料
中
の
宝
索
、
り
ん
酸
、
加
呈
の
比
率
が
不
適
当
で
あ
っ
た
こ
と
、

有
機
質
肥
料
の
施
用
量
が
不
足
し
た
こ
と
、
機
械
の
供
給
が
遅
れ
た
こ
と
で
あ
る
(
七
五
年
三
月
一
九
日
付
け
『
セ

l
リ
マ
ハ
カ
ヤ
・
ジ

l
ズ
-f』)。

同
じ
く
、
中
央
黒
土
地
帯
に
つ
い
て
、
本
作
物
に
対
す
る
機
械
と
労
力
が
不
足
し
、
指
導
者
と
専
門
化
の
熱
意
が
足
り
な
い
と
し
、
本
作
物
は
、

き
わ
め
て
労
力
を
要
す
る
の
で
、
春
か
ら
晩
秋
ま
で
関
場
に
何
千
と
い
う
人
が
働
い
て
お
り
、
間
引
き
、
除
草
、
収
穫
作
業
で
多
く
の
地
区
で
、

少
な
か
ら
ざ
る
都
会
居
住
者
の
助
け
を
か
り
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
作
業
が
長
び
台
、
こ
の
た
め
、
収
穫
滅
と
ロ
九
増
大
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
間
引
き
に
、
二
カ
月
も
か
か
っ
て
い
る
例
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
七
五
年
三
月
一
日
付
け
『
ソ
ヴ
ェ
ツ
カ
ヤ
・
ロ
シ
ア
』
)
。

砂
糖
用
て
ん
さ
い
は
、
し
ば
し
ば
輪
作
の
う
ち
の
利
益
の
あ
が
ら
な
い
前
作
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
耕
起
も
悪
く
、
播
種
も
遅
れ

が
ち
で
あ
る
。
経
営
の
な
か
に
は
、
て
ん
さ
い
用
と
し
て
配
分
を
う
け
た
化
学
肥
料
を
他
の
作
物
の
た
め
に
ふ
り
む
け
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。

本
作
物
は
、
労
力
を
多
く
必
要
と
す
る
が
、
耕
起
、
播
種
、
収
穫
、
運
搬
等
に
必
要
な
機
械
の
供
給
が
少
な
い
う
え
、
生
産
性
の
高
い
新
し
い

機
械
の
開
発
は
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
ハ
七
五
年
四
月
三
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
エ
九
チ

7
』)。

(

2

)

国
際
的
に
み
て
も
、
一
九
五

O
年
か
ら
、
七
六
年
の
期
間
に
お
い
て
、
単
収
の
平
均
年
変
動
率
は
、
米
国
の
五
・
一
%
に
対
し
、
ソ
速
は
一

四
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
収
量
は
、
八

O
年
に
お
い
て
、
ソ
連
で
は
、
二
一
四
ツ
エ
ン
ト
ネ
ん
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
旦



で
は
、
四
三
O
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
、
西
独
で
は
、
四
五
O
ツ
ェ

γ
ト
、
平
ル
、
デ
ソ
マ
ー
ク
で
は
、
三
九
三
ツ
ェ

γ
ト
ネ
ル
(
リ
ヒ
ト
社
調
べ
)
で

あ
る
。

(

3

)

農
林
水
産
省
経
済
局
国
際
部
国
際
協
力
課
『
日
ソ
農
業
技
術
交
流
事
業
に
基
づ
〈
訪

y
農
業
視
察
団
報
告
』
凶
一
円
司
(
ソ
バ
及
び
て
ん
菜
の
生

産
技
術
班
、
昭
和
五
三
年
度
)
、
一
八
頁
。

(
4
)
H
h
m
目
。
。
・
国
民
ユ
¥
C
ω
ω
河

5
唱

H
2
2
ω
E
m
R
H
ロ
含
鬼
門
可
祖
国
4
2
Z
2
二
日
唱
。
立
与
4
3
L
0
5
0
J
H
U
S
吉
弘
司
礼
町
忌
宅
♂

zcd、m
g
r市
岡
田

M
P
-
S吋・

(

5

)

凍
結
を
避
け
る
た
め
に
、
九
月
始
め
よ
り
収
穫
さ
れ
る
が
、
九
月
一
日
よ
り
九
月
一
五
日
ま
で
に
収
穫
さ
れ
た
も
の
に
は
、
工
場
の
加
工
能

カ
の
三

t
四
日
分
に
つ
い
て
、
ご
O
%
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
出
さ
れ
て
い
る

(FE--。
。
・
回
E
E
-
-
、
・
円
な
・
)
。

(
6
)
2・
の
富
市
吋
曲
Z
E
E
-
a
d
g
r
円
相
向
。
巾
同
。
ω
国
酢
門
叶
回
。
回
。
L
H
居
間
宮
、
宣
目
。
出
国
国
叶
国
』
2
R
-
m
-
門
叶
目
M
2
巾
「
国
国
国
吋
曲
目
4
Z
E
-
-
w
'
W
R
D
=
。
」
さ
き

。
町
一
、
8
2
0
N
O
N
E
M叫
h
H
h
s
E
u
p
∞
-
(
エ
ソ
・
ス
メ
タ

1
-
一
γ
「
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
に
お
け
る
農
業
、
戦
略
主
戦
術
」
『
農
業
経
済
』

八
一
年
四
月
号
)
。

(

7

)

八
一
年
一
O
月
一
四
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ア
』
)

G

(
8
〉
〉
・
開
票
当
V
祖
国
O
P
R
〉
司
唱
曲
目
V

回
目
出
回
。
』
民
J『
S
S
ロ
閣
官
4
Z
Z
E
n
-
-
-
v
一
三
S
H
司
Z
E
m
M
円
、
民
国
国
『
国
国
m
g
r
円
問
。
吉
岡
。
ω国
E
2
園
内
J
h
w
o
b
司
、
g
h

'
W
R
。
足
。
k
R
R
h
h
u
日
"
吋
印

(
7

・
エ
メ
リ
ヤ
ノ
フ
「
党
の
農
業
政
策
と
農
業
に
お
け
る
構
造
的
な
進
歩
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
七
五
年
三
月
号
)
。

(

9

)

〉

-
E回
国
側
S
F
R
ω
民
。
=
。
富
民
同
町
内
n
R
Z
巾
2
5
-
一
可
』
宮
口
O
田
区
良
市
謡
曲
固
定
2
巾
2
国
間
吋
角
川
口
阿
国
民
4
m
n
R
Z
H
同
同
』
『
J
3
6
J
U
S
M記
o
k
h
h
R
Q
h
可
-
h
F
・

2
2
。
N
S
h
怠
門
司
H
E
W
♂
白
O

(

7

・
シ
ュ
ピ
チ
ヤ
タ
「
工
芸
作
物
の
品
質
向
上
の
経
済
的
刺
激
」
(
『
農
業
経
済
』
八
O
年
九
月
号
〉
。

(
ω
)
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
機
械
化
に
つ
い
て
は
、
て
ん
さ
い
用
コ
ン
パ
イ

γ
に
よ
る
収
穫
の
比
率
は
、
六
五
年
の
六
七
%
、
七
O
年
の
七
八
%
、

七
五
年
の
八
六
%
、
λ
O
年
の
八
八
%
へ
と
、
て
ん
さ
い
積
載
の
機
械
化
率
は
、
六
五
年
の
豆
六
%
、
七
O
年
の
七
四
%
、
七
五
年
の
八
六
%
、

八
O
年
の
九
一
%
と
か
な
り
の
進
展
を
み
せ
て
い
る
(
『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
八

Q
年
版
、
一
一
一
頁
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
機
械
が
効

率
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
休
止
や
停
止
の
時
聞
が
多
い
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
収
穫

作
業
の
総
合
的
機
械
化
体
系
の
も
と
で
の
労
働
時
間
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
休
止
時
聞
は
、
三
分
の
一
強
で
あ
り
、
こ
れ
に
停
止

時
間
を
加
え
る
と
、
四
割
強
に
も
達
し
て
い
る
。

砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
収
穫
作
業
の
総
合
的
機
械
化
体
系
の
も
と
で
の
労
働
時
間
構
成
は
次
実
の
と
お
り
で
あ
る
c

プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
一一
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一

〈単位:%) 

穫 1業と茎|
|の採集|

56.41 56.8 I作 業計

7.ヲ! 準備及び後
仕末

主 要

補 助

停止

組織的技術
的な整備

休息，私的
な必要への
使用

休止時間計

うち機械の
未整備

組織上の理
由によるも
の

気候上の理
由によるも
の

0.8 Iその 他

l∞.0 I全労働時間

{乍 業

43.2 

5. 7 

8.1 

7.3 

0.8 

34.3 

14.1 I 

18.4 

1.8 

9.5 

41. 2 

5. 7 

7.6 

6.5 : 

1. 1 

35.6 

11. 2 

23.1 

1. 3 I 

0.4 

100.0 

収

(
旨
・
・
『

HUD同
2
H
R
E
F
開

-
V
1
h
O回
巾
宮
内

0
・
〉
・
同
ハ
。

2
-
M
S
R
O国咽

E-w出向州、何回
X
W間
四
国
巾
出
国
司

4
5
L
H
h
o
n
J
E
D
R
m
Z
E
B
国
内
巾
白

rnROHOω
国
昨
円
、
司
田
市
民
間
。
巾

口問
MO国
ω由。
hn-『回。
J

N刷。語、。

at
九

WRO足
。
ミ
RRhhw
ご

w
∞
ケ
エ
ム
・
レ
ゥ
ジ
エ
ツ
キ

l
、
ィ
ェ
・
ゥ
ド
ヴ
ェ
ン
コ
、

7

・
コ
ス
ト
リ
ュ
コ
フ

「
農
業
生
産
に
お
け
る
科
学
の
達
成
成
果
の
定
着
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
七
八
年
一
一
月
号
)
。

(
日
)
八
一
年
一
一
月
二
九
日
付
け
『
セ
l
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

1
ズ

-
7』。

(
ロ
〉
七
九
年
に
お
け
る
不
作
は
、
春
に
お
け
る
播
種
作
業
の
遅
れ
、
成
育
期
で
の
暑
さ
、
季
節
の
終
わ
り
に
お
け
る
極
端
な
る
寒
さ
の
た
め
で
あ

る

(
C
ω
U〉
-
b
h

、Eh
N
H
R
3
R
N
h
E
E
S
R
門
局
匂
ム
戸
河
内
町
h.2、。
¥
H
U可
U

S
人
。
ミ
hb
忌
'H

町、
H
u
g
-
k
p
M
Eご
唱
∞
O
)
。

八

O
年
に
お
け
る
不
作
は
、
極
端
に
ウ
ェ
ッ
ト
で
、
冷
た
い
春
の
天
候
の
た
め
に
播
種
作
業
が
連
れ
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
地
域
で
成
育
期

聞
が
、
ほ
ぼ
一
カ
月
も
短
縮
さ
れ
た
こ
と
、
収
穫
作
業
が
悪
天
候
の
た
め
に
遅
延
し
た
た
め
で
あ
る

(Cω
ロ
〉
u
h
hミ
S
N雲
、
b
h
h
Z
き
-

S

R

g

h
克也

N
C
5
8
ミ，
H
P
E
S
札
。
ミ
守
主
》
こ
U
E
W

主ュ
--sc。

八
一
年
の
不
作
は
、
春
に
お
け
る
播
種
作
業
の
遅
れ
、
病
害
虫
の
発
生
、
早
ば
つ
に
よ
る
被
害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
(
己

ωロ
〉
w

入

A
h、町内ミ・

宣
言
N
h
h
h
E
E
S
R
q伊
丹
F
P
J
t
E
w
む
¥
k
A
h
-
W
4
2に
芝
之
町
苫
也
定
日
誌
に
♀
ミ
。
♀
吾
、
.
N
U
R
z
a
H
唱∞
M
)
。

7

・
シ
ュ
ピ
チ
ヤ
ク
、
前
掲
論
文
。

(
内
凶
)



(
リ
円

)

7

・
シ
ュ
ピ
チ
ャ
F
、
前
掲
論
文
。

ハ
mv
ァ
・
シ
ュ
ピ
チ
ャ
夕
、
前
掲
論
文
。

(

M

山

)

の

・

0
勺
旬
。
田
町
尻
町
四
国

w
R
ω
保
田
沼
田

m
g
g『
『
図
。

2，
r
富
市
民
。
叶
℃
同

g
m回
O吋
。
。

α冨
m
w
E
S
J

匂
司
。
足
。

khhRhH
門
リ
句

-
h
R
R
O
N
Q
N
O匂
国
民
町
、
誌
面
白
唱
団

u
g

(
エ
ス
・
オ
ル
ロ
フ
九
カ
ヤ
「
部
門
間
交
換
の
等
価
性
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
八
月
号
)
。

(
口
)
八
一
年
九
月
三
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
。

(

日

目

)

山

内

・

穴

g
u忌
白

血

¥

云

g
o
h
v
u
o国
白
室
内
叶
℃
回
国
内
ロ

O
官

回

国

g
-
r
n
R。
冨

HOω
回
出
向
暗
国
内

w
J
'
W
R。

EVL言
語
。
E
0
2
0
N
O
N
O旬
回
転
問
門
司

H
q
p

ツ
∞
O

(
カ
・
カ
ル
イ
ナ
「
農
業
に
お
け
る
運
送
の
利
用
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
七
月
号
)

0

(
川
げ
)
凍
結
し
た
て
ん
さ
い
は
、
含
糖
率
を
低
め
、
腐
敗
に
よ
る
ロ
ス
を
増
加
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
問
題
で
あ
る
が
、
調
達
し
た
て
ん
さ
い
中
の
凍

結
状
態
に
あ
る
も
の
の
比
率
は
、
七
六
年
に
四
二
%
、
七
七
年
に
一
三
%
、
七
八
年
に
六
%
と
さ
れ
て
い
る

(
C
ω
c
k
f
k曲
h

コ.
2
N
H
S
-
A
b
-

『

E
H
S
R
q匂
句

EF
河
3
弘
司

H
e
q
¥
N
U
3
2礼

P
E
g
b
'
H宅
包
言
"
〉
同
M

江
戸
石
田
O
)
。

(
お
)
現
地
視
察
の
結
果
に
よ
る
と
、
大
型
機
械
に
よ
る
収
穫
で
あ
る
た
め
、
て
ん
菜
の
成
育
の
不
整
一
に
よ
る
株
の
大
小
が
タ
ツ
ピ
ン
グ
位
置
の

不
揃
い
を
招
き
、
掘
り
取
り
の
ロ
ス
も
見
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
『
日
ソ
農
業
技
術
交
流
事
業
に
基
づ
〈
訪
ソ
農
業
視
察
団
報
告
』

同
一
宮
、
二
九
頁
)
。

(司

ひ
ま
わ
り
の
生
産
動
向

第
お
表
は
、

ひ
ま
わ
り
の
生
産
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
産
量
は
、
六
六
年
以
降
、
低
下
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
、

八
O
年
お
よ
び
八
一
年
は
、
六
四
年
以
降
、
最
も
低
い
生
産
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
単
収
も
、

ひ
ま
わ
り
は
、
植
物
油
の
生
産
中
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

(

I

)

 

七
五

t
七
九
年
の
期
間
に
、
六
五
%
の
比
率
を
占
め
て
お
り
、
重
要
な
泊
糧
作
物
で
、

ひ
ま
わ
り
の
最
近
に
お
け
る
長
期
的
な
不
振
の
原
因
は
、
品
種
改
良
の
遅
れ

に
加
え
て
、
本
作
物
が
相
対
的
に
は
、
収
益
率
が
高
い
た
め
に
、
連
作
し
が
ち
で
、
病
気
の
多
発
を
招
い
て
い
る
こ
と
、
種
子
の
品
質

そ
の
し
ぼ
り
か
す
は
、
飼
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の

y
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一一一一一一



ひまわりの生産動向

ha当り|生産量
収量(

(ツエγ)I 
トキノレ IC百万ト γ)

1::! 
12.8 
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第 23表

l播種面積

I (百万ha)

3.54 

4.87 

4.78 

4.04 

4.53 

4.57 

4.56 

4.33 

4.35 

4.24 

6.39 

5.97 

5.32 

13.2 

13.2 

11.呂

4.84 

4.47 

4.47 

1940 

1965 

1970 

1975 

1ヲ76

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

年 (1966-70(A) 

平 P971-75(同

均 l1976-印刷 i

92.4 

lOiコo!

92.4 I 

出所IT'ソ連邦国民経済統計.!)， 80年版より作成.

81年は推定値であり， USDA， Agricultural 

Sit倒的n:U SSR， Revieωof Agriculture in 
1981 and Outlook for 1982， May 1982より引

用.

83.3 

89. 1 

93.4 

89.4 

89.4 

100.0 

C/A 

C/B 

B/A 

比
率
(
%
)

四

が
低
い
こ
と
、
農
薬
が
不
足
し
て
い
る

とτこ
が)と

あ
げ農
ら 作
れ業
る の
。や

まり
た方

が
八ま
O ず
年 い
のこ

不
作
は
、
長
び
い
た
低
温
・
多
雨
の
天

候
の
た
め
に
、
播
種
の
遅
れ
と
成
育

成
熟
期
間
の
短
縮
を
招
き
、

か
っ
、
収

雑穫
草作
が業
多が
発遅
し延
fこし
たた
めこ
でと

あ(
り4病
、害

八虫
ーと

年
の
不
作
は
、
降
雨
の
多
い
春
の
天
候

の
た
め
に
播
種
が
遅
れ
た
後
で
、
暑
く

害乾
を燥
う し
けた
た天
た侠
めの
でた
あ〈め
る，5，，こ
。早

ば
マコ
の
被

ひ
ま
わ
り
に
つ
い
て
は
、
収
穫
作
業
を
適
期
に
行
な
う
と
と
も
に
、

ハ
6
)

そ
の
後
の
品
質
の
保
持
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

栽
培
管
理
体
系
の
遵
守
、
農
薬
や
化
学
肥
料

本
作
物
に
つ
い
て
の
長
期
的
な
不
振
傾
向
か
ら
脱
却
す
る
に
は
、
品
種
改
良
の
推
進
、

の
供
給
の
増
大
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ι日。
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国

H
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P
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ω
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戸
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5
同

Eo--zag号
』
ロ
テ
叩
混
ぜ
何
回
片
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2.J
匂

3
.
a
F
S
Sミ
民
諸
島
芯
語
、
失

。
E
s
z
u
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巳
口
同
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ロ
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日
山
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円
U
O
B
s
x
z
p
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Dロ間同・
2
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。
h
p
o
d
ω
W
C
-
ω
・
。
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Z
H
E固
め
口
同
司
己
三
一
口
問
。
R
W
0
・
〈
。
-
・
回
咽
匂
・

5
∞-

(

3

)

八
二
年
三
月
二
七
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
エ
ス
チ
ア
』
に
掲
載
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
主
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定
「
ひ
ま
わ
り
、
大
豆
、
な
た
ね

そ
の
他
の
泊
糧
作
物
の
種
突
の
生
産
お
よ
び
調
達
の
増
大
と
そ
の
品
質
の
向
上
に
関
ナ
る
対
策
に
つ
い
て
」
は
、
多
〈
の
経
営
に
お
い
て
は
、

栽
培
に
つ
い
て
の
農
業
技
術
の
違
反
、
播
種
さ
れ
る
種
子
の
品
質
の
低
さ
、
作
付
地
に
対
す
る
管
理
作
業
が
適
期
を
逸
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

ひ
ま
わ
り
そ
の
他
の
油
糧
作
物
の
単
収
は
、
低
い
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
総
収
量
は
、
増
大
し
て
い
な
い
こ
と
、
ひ
ま
わ
り
の
商
品

生
産
を
行
な
っ
て
い
る
地
区
に
お
い
て
、
若
干
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
、
根
拠
な
し
に
、
ひ
ま
わ
り
の
作
付
面
積
を
減
ら
し
、
残
り

の
経
営
は
、
こ
の
貴
重
な
る
作
物
の
栽
培
を
停
止
し
た
こ
と
、
関
係
機
関
は
、
ひ
ま
わ
り
、
大
豆
、
な
た
ね
そ
の
他
の
油
糧
作
物
の
、
早
熟
で
、

生
産
性
が
高
く
、
病
害
虫
に
対
し
て
抵
抗
性
の
強
い
品
種
の
育
成
と
、
そ
の
定
着
を
促
進
す
る
対
策
を
充
分
に
は
講
じ
て
お
ら
ず
、
そ
の
種
子

生
産
を
工
業
的
基
盤
に
立
脚
す
る
も
の
へ
の
移
行
は
、
緩
慢
に
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
口
。

2
一白

S
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市
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深
川
口
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ハ
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出
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言
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芯
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誌
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見
wMNき
た
足
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¥
N
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q
冊
、
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HUE-
〉同
E
-
S
2
・

(
5
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d
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h
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R
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N
H
R
E
h
b
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E
S
R
q句
句
-
戸
河
内
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G
A
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H
U
E
S札
。
Rhhgh
吾
、

HU白
N
w
y、片山可-泊四日・

〈

6
)

水
分
含
有
量
が
一
八

t
三
五
%
の
も
の
で
、
や
せ
て
、
発
育
不
全
の
種
子
を
、
一
主

t
二
0
4
F
も
混
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
成
熟
し
て
い
な

い
ひ
ま
わ
り
を
収
穫
す
る
と
、
か
な
り
そ
の
品
質
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
、
脱
穀
後
数
時
間
お
く
と
、
微
生
物
が
発
育
し
、
こ
の
こ
と
は
、

酵
素
の
活
動
が
活
発
な
時
に
は
、
泊
中
の
酸
度
を
た
か
め
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ひ
ま
わ
り
か
ら
は
、
食
用
の
植
物
油
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
こ

と
、
泊
中
の
酸
度
の
上
昇
は
、
収
穫
の
遅
れ
と
、
水
分
含
有
度
八
%
以
上
の
種
子
を
長
期
に
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

(X-
区
自
国
問
。
国

S
w
a
-
-
z
口。国

E
E
g
E国
5
4
2
4
E
ロ
-xv泊岡田内回目
ZEJ九

W
R
O足。
k
R
言
。
句
、
早
言
。
N

。

N
S邑
ミ

gbu

u
.
3・
イ
・
マ
シ
コ
ヴ
ィ
チ
「
生
産
物
の
質
の
向
上
方
途
」
『
農
業
経
済
』
七
九
年
主
月
号
)
。

(

7

)

前
掲
、
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定
「
ひ
ま
わ
り
、
大
豆
、
な
た
ね
そ
の
他
の
油
糧
作
物
の
種
突
の
生
産
お
よ
び
調
達
の

増
大
と
そ
の
品
質
の
向
上
に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て
」
。

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
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ソ
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農
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(
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馬れいしょの生産動向

ha当り
収量
(ツエン
トネノレ)(百万ト γ〉

99 

103 

120 

112 

120 

118 

122 

130 

96 

105 

生産量

76.1 

88.7 

96.8 

88.7 

85.1 

83.7 

86.1 

91. 0 

67.0 

72.0 

7.7 

B目 6

8.1 

7.9 

7目 1

7.1 

7.0 

7.0 

6.9 

6.9 

第 24表

1940 

1965 

1970 

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

94.8 

89.8 

82.6 

115 

113 

117 

8.2 

8.0 

7.0 

年 pヲ66-70(A) 

平 P971-7己(同

均 11976-80(c) 

85.4 I 101. 7 

87.5 I 103.5 I 

[97.61 98.31 

出所Il'ソ連邦国民経済統計.!l， 80年版より作成.

81年は推定値であり USDA，Agricultural 
SitωtiOll: USSR， Review 0/ Agl允 ultureill 
1981 alld Outlook /or 1982， May 1982 より

引用.

87.1 

92.0 

94.7 

CjA 

CjB 

B/A 

比
率
(
%
)

〈

2
〉

け
た
う
え
に
、
病
害
虫
が
多
発
し
た
た
め
に
、
低
い
生
産
水
準
と
な
っ
た
。

一
一
ニ
六

制

馬
れ
い
し
ょ
の
生
産
動
向

第
担
表
は
、
馬
れ
い
し
ょ
の
生
産
動

向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
五
年

以
降
に
お
い
て
、
播
種
面
積
は
、
減
少

傾
向
に
あ
り
、
単
収
も
伸
び
な
や
み
の

状
況
に
あ
り
、
生
産
量
も
低
下
傾
向
に

あ
る
。
特
に

入

O
年
は
、
主
要
な
栽

培
地
帯
に
お
け
る
雨
が
ち
で
、
低
温
な

天
候
の
た
め
に
、
播
種
作
業
や
収
穫
作

業
の
遅
れ
と
病
害
虫
の
多
発
の
た
め
に
、

六
三
年
以
降
、
最
低
の
生
産
量
と
な
っ

た
。
八
一
年
も
、
早
ば
つ
の
被
害
を
う

馬
れ
い
し
ょ
は
、
食
用
と
し
て
も
、
飼
料
用
と
し
て
も
重
要
な
作
物
で
あ
り
、
更
に
、
澱
粉
、
糖
蜜
工
業
、

カ
工
業
の
原
料
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
作
物
で
あ
る
馬
れ
い
し
ょ
の
生
産
が
、
最
近
年
次
に
お
い
て
不
振

そ
の
収
益
率
は
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
機
械
化
の
水

に
お
ち
い
っ
て
い
る
原
因
は
、
本
作
物
が
き
わ
め
て
労
働
集
約
的
で
あ
る
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
ヴ
ォ
ト

準
が
低
く
、
特
に
、
植
え
つ
け
、
栽
培
管
理
、
収
穫
の
た
め
の
生
産
性
の
高
い
機
械
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
供



ハ
5
)

門

6
〉

給
が
少
な
い
こ
と
、
本
作
物
に
対
す
る
研
究
と
品
種
改
良
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
作
物
の
生
産
を
振
興
す
る
た
め
に
は
、
機
械
化
の
推
進
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
供
給
増
大
、
農
作
業
適
期
の
遵
守
、
品
種
改
良
の

推
進
等
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注
(
l
)
d
ω
ロ
〉

u
h旬、止町宮
~Eコ
に

h
w
R
R
R
H
3
R
q匂句』
Nu
』
刷
、
之
、
足
。
¥
~
U
8
2札
。
ミ
h
g
b
h今

NUEu
〉
司
同
巳
】
唱
団
一
-

(
2
)
d
ω
同)〉

w九
回

h之町
RhE3Hhhb.HESR
門
誌
己
F
F
S
H
G
ミ
与
旬
、
な
"
に

h
R
2
3
H
U』
N
S札
。
ミ
NSF
》
、
』
祖
母
・

ζ
a
s白N
・

(

3

)

七
九
年
に
お
け
る
馬
れ
い
し
ょ
の
利
用
内
訳
は
、
生
食
用
三
六
%
、
種
い
も
用
二
四
%
、
飼
料
用
三
六
・
六
%
、
加
工
用
三
・
四
%
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

馬
れ
い
し
ょ
の
澱
粉
含
有
率
の
推
移
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
単
位
一
%
)

七
一

t
七

五

年

の

年

平

均

七

七

年

七

八

年

七

九

年

澱

粉

・

糖

蜜

工

業

用

一

四

・

o

一

一

一

・

八

一

二

・

玉

一

二

・

七

ア

ル

コ

ー

ル

工

業

用

一

回

・

三

一

三

・

六

一

一

ニ

・

三

一

三

・

六

(∞・
2

2
さ
g
u
回

目

2
5
5
P
J
E
Z
2
3
u回
雪

国

回

目

白

℃

g
e
g
m
a
与
o
a
R
8
8
3
8主
E
E
2
2
J
-
U
R
G
E
き
E

e
h
F
2
2
0
Lベロ旨
h崎町
S
E
w
-
0・
2
・
ヴ
ェ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
ヴ
ェ
-
P
U
ユ
カ
チ
「
馬
れ
い
し
ょ
生
産
の
サ
プ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
発

展
の
諸
問
題
」
『
農
業
経
済
』
入
一
年
一

O
月
号
)
。

な
お
、
澱
粉
含
有
率
に
つ
い
て
は
、
標
準
を
上
回
る
ハ
下
回
る
)
各
ト
ン
・
%
毎
に
、
加
工
用
に
つ
い
て
は
、
四

t
六
ル
ー
ブ
ル
の
割
増
し

金
が
支
払
わ
れ
る
(
〉
の

Jghao国
w
食
戸
市
国
E
国
曲
目
白

EROMOω
油
田
門
叶
回

2
2同
5
ロ司
OLHV誌
Z
5
0
出

円

45h一吉沼田
M

。
忠
臣
国
内
国
自
己

5
回

O』ワ

↓
田
昌
!
"
句
、
白
血
否
認

o
h
N
O
M同
HHミ
H
E
w
p
白
0・
7

・
ス
ト
ル
ボ
フ
「
農
産
物
に
対
す
る
価
絡
と
生
産
の
刺
激
」
『
計
画
経
済
』
八

O
年
六
月
号
)
。

(

4

)

栽
培
面
積
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
労
働
支
出
は
、
馬
れ
い
し
ょ
で
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は
、
三
一
二
人
時
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
、
二
四
五

人
時
で
あ
る
が
、
一
方
、
穀
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
七
人
時
、
一
五
人
時
で
あ
り
、
馬
れ
い
し
ょ
が
労
働
集
約
的
な
作
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
力
を
多
く
要
す
る
一
方
で
、
本
作
物
の
主
要
な
商
品
生
産
地
帯
に
お
い
で
す
ら
、
穀
物
や
そ
の
他
の
品
目
に
比

し
て
、
利
益
の
少
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

(
7
・
ス
ト
ル
ボ
フ
、
前
掲
論
文
)
。

七
六
年

一
三
・

o

一
三
・
八

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七



青果物の生産動向

1940 

1965 

1970 

1975 

1976 

1977 

1ヲ78

1ヲ79

1980 

1981 

果実，いち
ご類，ぶど
うの生産量
(百万ト γ)

11. 7 

14.2 

15.3 

15.3 

14.4 

16.3 

14.6 

N.A. 

菜

生産量
(百万ト:/)

13.7 

17.6 

21. 2 

23.4 

25.0 

24.1 

27.9 

27.2 

25.9 

25.6 

人ha当り収量、|
(ツェ γ トネル )1

191  123 

138 

135 

152 

146 

161 

156 

150 

150 

第 25表

野

播種面積
(百万ha)

1.5 

1.4 

1.5 

1.7 

1.6 

1.6 

1.7 

1.7 

1.7 

9.7 

12.4 

15.2 

19.5 

23.0 

26.0 

132 

138 

153 

1.4 

1.6 

1.6 

年 (1966-70仏)

平<1971-75 (B) 

均1I976-即位)

出所 11ソ連邦国民経済統計.lI(各年版)より作成.

81年は推定値であり， USDA; AgバculturalSitlωtion: USSR， Rez>Iew 

of Agriculture in 1981 and Outlook for 1982， May 1982よりヲ|用.

156.7 

122.6 

127.8 

133.3 

113.0 

117.9 

115.9 

110.9 

104.5 

114.2 

100.0 

114.2 

C(A 

CjB 

B!A 

比
率
(
%
)

一
三
八

(

5

)

八
一
年
一

O
月
二
六
日
付
け
『
プ
ラ

ウ
ダ
』
。

(

6

)

八
一
年
一
一
月
二
九
日
付
け
『
セ

1

リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

l
ズ
ニ
』
。

怜)

膏
果
物
の
生
産
動
向

第
お
表
は
、
青
果
物
の
生
産
動
向
を
表
示

種し
面た
積も
をの
拡で
大あ
する
る。

こ 里子
と莱
lこ lこ
限つ
界い
がて
あ(は
るよL
こ播

と
か
ら
、
七
八
年
以
降
、
一
・
七
百
万
へ
ク
タ

ー
ル
の
水
準
に
あ
る
。
七
六

t
八
O
年
平
均

の
六
六
1
七
O
年
平
均
に
対
す
る
比
率
を
み

る
と
、
単
収
は
、

% 
の
伸
びー
に五
と・
ど九
ま%
イフ

て生
Ir'~産
ると量
。は

野
菜
の
生
産
は

不
順
な
天
候
条
件
の
た
め

に
、
八

O
年、

八
一
年
と
二
年
続
け
て
、
不

作
と
な
っ
た
。

一
方
、
果
実
に
つ
い
て
は

野
菜
よ
り
も
、
生
産
量
の
伸
び
は
大
き
い
が



が
い
地
で
の
野
菜
の
生
産
量
は
、
六
六

t
七
O
年
の
年
平
均
の
六
・

O
百
万
ト
ン
(
総
生
産
量
の
三

0
・
六
%
)
か
ら
、

へ
と
増
大
し
て
い
る
。

七
六

t
八
O

豊
凶
変
動
は
、

か
な
り
著
し
い
。

野
菜
に
つ
い
て
は
、
都
市
や
工
業
中
心
地
の
周
辺
で
の
産
地
形
成
や
、

か
ん
が
い
地
で
の
生
産
の
増
大
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
か
ん

年
の
年
平
均
の
一
一
・
五
百
万
ト
ン
(
総
生
産
量
の
四
四
・
二
%
)

野
菜
に
つ
い
て
は
、
生
産
が
一
部
の
品
目
に
か
た
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ル
ホ
ー
ズ

ソ
フ
ホ
ー
ズ
は

六
O
品
目
強
の
野
菜
を
作
付
け
し
て
い
る
が
、
作
付
地
に
対
す
る
比
率
で
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
が
二
五
%
、

ト
マ
ト
が
一
一
一
一
一
・
二
%
、
き
ゅ

う
り
が
一
五
・
四
%
、

ね
ぎ
が
九
・
五
%
、
に
ん
じ
ん
が
七
・
四
%
、
食
用
て
ん
さ
い
が
五
・
二
%
と
、
以
上
の
品
目
で
八
五
・
七
%

(
4〉

を
占
め
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
温
室
栽
培
の
増
大
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
は
、
ま
だ
、
不
十
分
で

(

5

)

 

あ
り
、
供
給
も
特
定
の
期
間
に
か
た
よ
り
す
ぎ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

果
実
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
、
早
生
が
主
体
で
、
晩
生
の
も
の
は
少
な
い
。
果
物
に
つ
い
て
も
、
生
産
が
一
部
の
品
目
に
か
た
よ

っ
て
お
り
、
例
え
ば
、

七
九
年
に
は
、

り
ん
ご
と
い
ち
ご
類
が
、
全
体
の
約
半
分
の
八
・
一
百
万
ト
ン
、
次
い
で
、

ぶ
ど
う
が
、
全
体

の
三
七
・
四
%
の
六
・
一
百
万
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
も
も
等
の
核
果
は
、
全
体
の
八
・
六
%
に
あ
た
る
一
・
四
百
万
ト
ン
、

(
6
)
 

つ
類
は
、
全
体
の
一
・
八
%
に
当
た
る

0
・
三
百
万
ト
ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

か
ん
き

(
7〉

馬
れ
い
し
ょ
と
と
も
に
、
青
果
物
に
つ
い
て
も
、
調
達
さ
れ
た
も
の
の
品
質
が
低
い
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

青
果
物
に
つ
い
て
は
、
需
要
増
大
に
応
じ
て
、
生
産
量
の
増
大
、
品
揃
え
の
豊
富
化
、
品
質
の
向
上
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

注
(

l

)

の
・
旬
q
R
o
n
Jュ
ァ
ェ
・
回
同
『
冊
目
M
p
d
v
=ー『否両同室。

2
r
。国
O
E問。『
O

問
。
出
国
巾
邸
内
4MM回

J
U
R
S
s
k
h
h
R
R
H
n司
h
F
R
-
O
N
G
N。加速間町、足

E
-
y

a(エ
ス
・
レ

7

コ
ス
ト
ゥ
プ
、
エ

γ
・
プ
ゲ

l
ラ
「
野
菜
コ
ン
ベ
ア
の
リ
ズ
ム
性
」
『
農
業
経
済
』
七
八
年
五
月
号
)
。

(

2

)

長
い
年
月
に
わ
た
る
野
菜
の
単
収
お
よ
び
収
量
の
伸
び
が
か
ん
ま
ん
で
あ
る
と
プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
指
摘
し
て
い
る
(
己
-
X・
切
町
民
国

2
6
u

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
よ
〉

一
三
九



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
四

O

氏
。
岡
山
内
司
巾
』
田
宮
内
印
回
、
且
曲
4
出
口
白
唱
4
国
民
国
。
α白
白
門
叶
宮
内

g
r
a
s『
。
凶
。
ω
回
出
向
叶
回
白
・

h
H
。
さ
同
国
』
出
血
口
白
巾
国
同
沼
市
民
間
〈
ヌ
コ
の
の
・
凶
器
。
詰

5
8司
-
w
w
h

ミ
h刷
、
同
誌
記
同
色
唱
、
2
h
h
h
h
E
R
-
h
Q
R
W
R
-叫
F

2
・
M
U
M
M叶
0
・
エ
リ
・
ィ
・
プ
レ
ジ
ネ
フ
「
七

O
年
七
月
二
日
の
党
中
央
委

員
会
総
会
で
の
報
告
・
農
業
部
門
に
お
け
る
党
の
当
面
の
課
題
」
『
エ
リ
・
イ
・
プ
レ
ジ
ネ
フ
、
演
説
と
報
告
』
、
七
四
年
、
二
三
ニ

t
二
七

O
頁)。

(

3

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
八

O
年
版
、
二
四
二
頁
よ
り
算
出
。

(

4

)

エ
ス
・
レ
フ
コ
ス
ト
ゥ
プ
・
ェ

γ
・
プ
ゲ
1
ラ
、
前
掲
論
文
。

(

5

)

例
え
ば
、
ロ

ν

7
共
和
国
に
お
い
て
一
二
年
間
で
温
室
面
積
は
、
一
五
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
四

O
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
へ
と
増
大
し

た
が
、
い
ま
だ
に
不
充
分
で
あ
り
、
温
室
か
ら
は
、
七

t
九
月
に
三
分
の
一
強
が
供
給
さ
れ
て
い
る
(
∞
・
ロ
宮
窓
口
虫
リ
剛
S
E
U
R
O
国
O
B
Z
O昨

5
国
田
島
市
ヲ
同

2
2
F
ロ喝。

α』巾
ZEw--
句
、
向
。
き
白
色
町
民
。
匂
国
民
ミ
Hhp
ア
吋
白
・
ヴ
ェ
・
シ
マ
ソ
ス
キ

I

「
野
菜
コ

γ
ベ
ア
・
成
功
と
問
題

点
」
『
計
画
経
済
』
七
八
年
七
月
号
)
。

(
6
)
C
ω
ロ
〉
w

k

曲、.九円ミ
5
・R
N
'
河
骨
量
号
R
q
h
p判
一
戸
河
内
A
q
R
H
G
h
J
¥
H
u
g
sに
。
程

hhgト
'
¥
ミ

-HUE-
〉
官
ニ
芯

2
・
司

-m-

(

7

)

ロ
シ
ア
共
和
国
に
お
い
て
、
馬
れ
い
し
ょ
お
よ
び
青
果
物
の
調
達
中
の
規
格
外
の
も
の
の
比
率
は
、
二
一

t
一
七
%
で
あ
る
(
ヴ
ェ
・
シ
マ

ン
ス
キ
l
、
前
掲
論
文
)

Q

モ
ス
ク
ワ
へ
は
、
毎
年
、
果
実
、
野
菜
、
馬
れ
い
し
ょ
が
二
・
五
百
万
ト

γ
強
が
入
荷
し
て
い
る
が
、
そ
の
約
一
五
%
ま
で
が
規
格
外
で
あ

る
(
ヱ
・
呂
田

E
R
O
E
F
五
百
回
目
。
田
区
田
市
図
書

5
4
m
2
E
ロ唱。

h
R
E
E
J
ω
き
さ
誌
記
言
。
宮
守
言
。

N
E
N
E誌
S
q
p
Y
3・
ィ
・

7γ
コ
ヴ
ィ
チ
「
生
産
物
の
賓
の
向
上
方
途
」
『
農
業
経
済
』
七
九
年
五
月
号
)
。

同

豆
類
の
生
産
動
向

第
お
表
は
、
豆
類
の
生
産
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
連
で
は
、
豆
類
と
し
て
は
、
え
ん
ど
う
、

い
ん
げ
ん

へ
ん
と
う
、

は
う
ち
ま
め
、
大
豆
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
栽
培
面
積
は
、
六
五
年
の
六
・
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、

七
五
年
の
玉
・
七

百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

八

O
年
の
四
・
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。
単
収
に
つ
い
て
は
、
低
い
水
準
に
あ
る
う
え
に
、



うち，大豆
の生産量
(千トソ〉

780 

480 

540 

643 

467 

525 

450 

生産量

(百万ト γ〉

2.18 

6.69 

7.62 

5.32 

8.65 

7.48 

7.75 

4.34 

6.36 

N.A. 

豆類の生産動向

1 h当り収量 | 
〈ツエントネノレ)1

( 6 9  
9.9 

14.9 

9.3 

16.7 

15.2 

8.6 

N.A. 

第 26表

播種面積

〈官万ha)

3.2 

6.8 

5.1 

5. 7 

5.2 

5.2 

5.1 

5.0 

4.7 

N.A. 

1940 

1965 

1ヲ70

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

出所 IFソ連邦国民経済統計J]， 8:>年版より作成.

但し，大豆については， USDA， Agricultural Siuωtion: USSR， Review 

of Agriculture in 1981 and Outlook for 1982， May 1982， p. 8より引

用.

そ
の
年
変
動
が
大
き
い
。
生
産
量
も
、
六
五
年
以
降
、
伸
び
な
や
み
の

傾
向
に
あ
え
最
近
年
次
で
は
、

七
六
年
に
は
、
八
・
六
五
百
万
ト
ン

を
記
録
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
の
生
産
量
は

七
六
年
水
準
よ
り
も

か
な
り
落
ち
込
み
か
四
み
せ
て
お
り
、
特
に
、

七
九
年
の
不
作
ぶ
り
は
顕

著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
豆
類
の
最
近
年
次
に
お
け
る
生
産
の
低
迷
ぶ

り
は
、
飼
料
中
の
蛋
白
質
不
足
を
深
刻
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
畜

(

I

)

 

産
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。

大
豆
に
つ
い
て
も
、
生
産
量
は
、

七一

t
七
五
年
の
年
平
均
が
四
七

一
千
ト
ン
だ
っ
た
の
に
対
し
、

七
六

t
八
O
年
は
五
二
九
千
ト
ン
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
最
近
年
次
に
お
い
て
、
主
産
地
で
あ
る
極
東
以
外
に
、

ソ
連
邦
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ャ
、
北
カ

フ
カ

l
ズ
、
グ
ル
ジ
ア
等
に
大
豆
作
を
導
入
し
よ
う
と
の
運
動
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
導
入
テ
ン
ポ
は
ゆ
る
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
八
一
年
に
お
け
る
大
豆
の
作
付
面
積
は
、

八
六
四
千
へ
ク

タ
ー
ル
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
ぼ
四
分
の
三
が
極
東
で
あ
り
、

ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
二
一
%
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
は
九
%
と
な
っ
て
い

る
。
八
一
年
の
大
豆
生
産
量
は
、

四
五

O
千
ト
ン
と
低
い
水
準
と
な
っ

四
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四

た
が
こ
れ
は
、
主
産
地
の
極
東
で
、
豪
雨
と
洪
水
の
被
害
を
う
け
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

大
豆
作
の
単
収
が
低
く
、

か
つ
、

そ
の
年
変
動
が
は
げ
し
い
の
は
、
農
業
技
術
水
準
が
低
い
こ
と
、
肥
料
と
農
薬
の
供
給
量
が
不
充

分
な
こ
と
、
播
種
と
収
穫
の
た
め
の
総
合
的
な
機
械
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
品
種
改
良
作
業
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

(

3

)

 

り
、
大
豆
の
作
付
面
積
の
伸
び
が
ゆ
る
や
か
な
の
は
、
単
収
水
準
が
低
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
輪
作
体
系
の
な
か
で
比
較
的
に
収
益
率
の

(

4

)

 

ひ
ま
わ
り
、
飼
料
作
に
代
替
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
十
分
に
な
い
た
め
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
述
べ
た
、
大

高
い
穀
物
、

豆
作
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、
他
の
豆
類
に
つ
い
て
も
共
通
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

飼
料
中
の
蛋
白
質
不
足
を
改
善
す
る
た
め
に
、
豆
類
の
増
産
が
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
耐
寒
性
が
あ
り
、

成
、
大
豆
作
に
適
し
た
機
械
の
開
発
、
農
薬
、
化
学
肥
料
の
供
給
増
等
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

早
く
成
熟
す
る
品
種
の
育

注
(

1

)

例
え
ば
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
経
営
で
は
、
七
六

t
七
八
年
の
期
間
に
、
豆
類
の
年
平
均
生
産
量
は
、
一
九
%
も
減
少
し
、
こ
の
た
め
、
飼
料

中
の
蛋
白
質
の
不
足
は
激
化
し
、
家
畜
の
生
産
性
の
低
下
と
、
牛
乳
の
品
質
の
低
下
、
畜
産
物
単
位
当
た
り
の
飼
料
支
出
の
増
大
に
影
響
を
与

え
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
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飼
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第
幻
表
は
、
飼
料
作
物
の
生
産
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
畜
産
物
の
増
産
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
の
飼
料
需
要
の

増
大
を
う
け
て
、
耕
地
で
の
播
種
面
積
は
、
六
五
年
の
五
五
・
ニ
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、

八
O
年
に
は
、
六
六
・
九
百
万
ヘ
ク
タ
!

ル
と
一
一
・
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
増
大
し
た
。
八

O
年
時
点
で
は
、
農
業
企
業
、
経
営
の
使
用
し
て
い
る
採
草
地
が
三
五
・

O
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
放
牧
地
が
二
八
六
・
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
他
に
も
相
当
面
積
の
耕
地
が
飼
料
生
産
に
供
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
耕
地
で
の
飼
料
作
物
の
播
種
面
積
の
増
大
は
、
顕
著
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

七
0
年
代
後
半
以
降
に
は
、

そ
の
増
大

は
、
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
耕
地
で
の
飼
料
作
物
の
播
種
面
積
の
拡
大
は
、
穀
物
、

積
の
縮
小
を
招
く
こ
と
か
ら
、
不
適
切
な
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

工
芸
作
物
、
野
菜
の
播
種
面

六
五
年
か
ら
八

O
年
の
期
間
に
お
い
て
、
最
も
播
種
面
積
が
増
大
し
た
の
は
、
多
年
生
牧
草
で
あ
っ
た
が
、

七
0
年
代
後
半
に
お
い

て
は
、
横
ば
い
に
転
じ
て
い
る
。

一
年
生
牧
草
と
飼
料
用
根
菜
類
、
う
り
類
の
播
種
面
積
は
、
最
近
一
五
年
間
で
、

わ
ず
か
の
増
大
を

示
し
た
の
み
で
あ
り
、
青
刈
り
用
と
う
も
ろ
こ
し
等
の
播
種
面
積
は
、
減
少
し
た
。

単
収
の
動
き
を
み
る
と
、
多
年
生
牧
草
と
天
然
草
地
か
ら
の
乾
草
の
単
収
の
伸
び
が
、
最
近
一
五
年
間
で
き
わ
め
て
ゆ
る
や
か
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
青
刈
り
用
と
う
も
ろ
こ
し
等
に
あ
っ
て
は
、

七
七
年
以
降
、

一
年
生
牧
草
の
乾
草
に
あ
っ
て
は

七
O
年
以
降
、
単
収
は
、
伸
び
な
や
み
と
な
っ
て
い
る
。
飼
料
用
根
菜
類
の
単
収
も
、

七
六
年
以
降
は
、

む
し
ろ
低
下
を
示
し
て
い
る
。

収
量
に
つ
い
て
は
、
最
近
一
五
年
間
で
、

天
然
採
草
地
か
ら
の
も
の
は
ゆ
る
や
か
な
増
大
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
他
の
も
の
は
、

七
六
年
頃
ま
で
は
、

か
な
り
の
増
大
を
示
し
た
も
の
の
、

そ
れ
以
降
は
低
迷
し
て
い
る
。
特
に
、
飼
料
用
根
菜
類
に
つ
い
て
は
、

七
ノ、

年
を
ピ

l
ク
に
そ
れ
以
降
は

む
し
ろ
低
下
し
て
い
る
。

飼
料
作
物
の
生
産
動
向
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
第
一
に
は
、
単
収
の
水
準
が
低
い
う
え
に
、

そ
の
伸
、
ひ
も
ゆ
る
や
か
で
あ
る
と
い
う

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)
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第 27表飼料作物の生産動向
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こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
収
量
の
増
大
は
、
主
と
し
て
、
播
種
面
積
の
拡
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ

の
一
層
の
拡
大
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
耕
地
で
の
収
量
は
、
平
均
し
て
一
五

t
二
O
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
飼
料
単
位
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

飼
料
作
は
、
大
き
な
面
積
を
占
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
当
然
な
す
べ
き
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は

(

2

)

(

3

)

 

天
然
草
地
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
飼
料
作
物
に
、
し
ば
し
ば
最
悪
の
土
地
が
割
り
当
て
ら
れ
、
化
学
肥
料
が
十
分
に
施
さ
れ
ず
、

そ
れ
ら
の
栽
培
の
農
業
技
術
の
重
大
な
違
反
が
犯
さ
れ
、
育
種
は
、
い
い
加
減
に
組
織
さ
れ
、
飼
料
作
物
と
牧
草
の
収
穫
期
聞
が
ひ
き

の
ば
さ
れ
て
い
る
た
め
、
収
穫
量
が
大
幅
に
減
り
、
準
備
、
調
達
さ
れ
る
飼
料
の
ロ
ス
と
品
質
の
低
下
が
生
じ
て
い
る
。

研
究
機
関
の
資
料
に
よ
る
と
、
収
穫
が
適
期
を
逸
し
、
か
っ
、
不
満
足
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
飼
料
の
ロ
ス
は
、
そ
の
生
産
総

(
6〉

量
の
約
一
ニ
O
%
と
さ
れ
て
い
る
。
牧
草
飼
料
の
品
質
が
低
い
こ
と
が
、
調
整
、
保
管
時
に
お
け
る
養
分
の
ロ
ス
を
顕
著
な
も
の
に
し
て

い
る
。
七
七
年
に
お
い
て

ロ
シ
ア
共
和
国
で
は
、
乾
草
に
つ
い
て
は

一
等
が
ニ
一
%
、
二
等
が
二
O
%
、

ヘ
イ
レ

l
ジ
に
つ
い
て

は
、
一
等
が

(
7
)
 

い
る
。

% 

二
等
が
二
五
%
で
あ
っ
た
が

こ
の
こ
と
は
、
半
分
以
上
の
牧
草
飼
料
の
品
質
が
低
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

か
ん
が
い
地
で
飼
料
作
物
を
作
付
け
し
て
い
る
比
率
は
、
全
国
平
均
で
は
、

(

B

V

 

七
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
、
播
種
面
積
の
増
大
は
困
難
な
た
め
、
単
収
増
と
品
質
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
。
化
学
肥
料
等
の

増
投
、
栽
培
技
術
の
遵
守
、
適
期
の
農
作
業
の
実
施
、
品
種
改
良
の
推
進
、
か
ん
が
い
地
で
の
作
付
け
の
拡
大
等
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注
(

l

)

甲
山
・
コ
。
旬
。
田
市

5
5
d
g
m沼
田
宮
口
目
吉
田

ω回
O
』

2
E
問
。

3
8国
固

有

旬

。

回

出

向

阿

国

Ehuヌリ
4
5
E
E
J
司
、
怠
安

v
h
S
N
S同

h

崎
町
、

3hp
日
"

3
(イ
・
ポ
ロ
ヴ
ェ
ン
コ
「
工
業
化
の
条
件
下
に
お
け
る
飼
料
生
産
の
予
備
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
三
月
号
)
。

(

2

)

∞
-
沼
恒
国
国

E
F
a
a
s
z
z
z
n
E寺
田
開
由
民
国
国
問
。
勺
宮
O
回
。
町
内
凶
器
巴
提
出
回
。

4
2
0
E』
2
田
白

J
司、言、

8
2
h
N
S誌円
b
d
g
u
P
3
(ヴ
ェ
・

マ

ニ

ャ

1
キ

γ

「
畜
産
の
飼
料
基
盤
の
集
約
化
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
六
月
号
)
。

プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
翫
向
(
上
)

一
四
五



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
ハ
上
)

一
四
六

(

3

)

コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
、
飼
料
用
作
物
園
場
お
よ
び
天
然
の
飼
料
用
地
へ
の
化
学
肥
料
の
施
用
量
は
、
七
五
年
に
は
、
一
六
百
万
ト

γ
だ
っ
た
の
に
対
し
、
七
九
年
に
は
、
ニ

O
百
万
ト
ン
と
な
っ
た
が
、
広
大
な
面
積
に
対
し
て
、
不
充
分
で
あ
る
(
江
・
の
富
市
吋
同
国
E
F

R
の
巾
臼
『
円
問
。
巾

H
E出
国
耳
目
。
回
。
』
E
Z
E
h
E
2
0岱
口
出
吋
E

2

5
・
2

3
叶巾
E
国
民

J

『由民吋
E
E
J
h
w
R
G足。』
h
t
h
b
h
2
F
2
q
N
O
N
C
U同
恥
円
-

s
g
u
h
F
2
・
ユ
ン
・
ス
メ
タ
l
ニ
ン
「
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
に
お
け
る
農
業
、
戦
略
と
戦
術
」
『
農
業
経
済
』
八
一
年
四
月
号
)
。

(

4

)

例
え
ば
、
白
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
機
械
を
上
手
に
使
用
す
れ
ば
、
草
刈
り
は
、
一
四
日
間
、
ヘ
イ
レ
l
ジ
の
製
造
は
二
二
日
間
で
可
能
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
期
間
は
、
二
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
(
八
一
年
七
月
一
九
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
。

ま
た
、
沿
バ
ル
ト
に
お
い
て
も
、
採
草
は
、
二
一

t
一
四
日
間
で
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
実
際
に
は
、
一

t
一
・
五
カ
月
も

か
か
っ
て
い
る
(
八
一
年
一
一
月
二
三
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
。

(

5

)

コ
。
2
一白
Z
O
E
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国
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一
戸
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コ
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。
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。
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委
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連
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臣
会
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決
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「
飼
料
の
生
産
増
大
と
品
質

向
上
の
た
め
の
措
置
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い
て
」
、
一
九
七
八
年
七
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一
日
付
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『
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ャ
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向
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農
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八

O
年
七
月
号
)
。
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B
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「
・
♂
、
阿
見
出
帽
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コ
勺
。
。
h
2
E
R
0
3
8
ロ
唱
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5
回。
h
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回
国
国
『
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℃
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曲
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飼
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産
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問
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『
農
業
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』
七
九
年
八
月
号
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G

情)

最
近
年
次
に
お
け
る
耕
種
部
門
不
援
の
背
景

す
で
に
み
た
ご
と
く
、
耕
種
部
門
の
農
業
生
産
は
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
豊
凶
変
動
は
あ
る
も
の
の



顕
著
な
伸
び
を
み
せ
た
が
、

七
五
年
に
は
、
大
規
模
な
凶
作
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

七
六
年
や
七
八
年
は
、
豊
作
だ
っ
た
も
の
の
、

七

九
年
以
降
は
、
再
び
、
不
振
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

七
九

t
八
一
年
の
士
一
年
間
に
お
い
て
、
穀
物
や
砂
糖
用
て
ん
さ
い

は
連
続
し
て
不
作
で
あ
り
、

八
O
t
八
一
年
の
二
年
聞
は
連
続
し
て
、

ひ
ま
わ
り
、
馬
れ
い
し
ょ
、
青
果
物
は
不
作
で
あ
り
、
飼
料
作

物
の
生
産
状
況
も
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
最
近
年
次
に
お
け
る
耕
種
部
門
の
全
般
的
な
不
振
の
要
因
は
、
不
順
な
天
候
条
件
や
、
農
作
業
適
期
が
守
ら
れ
な
い
こ

と
や
、
資
本
や
資
材
が
効
率
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、

こ
れ
ら
の
要
因
に
加
え
て
、
地
力
に
対
す
る

懸
念
す
べ
き
状
況
が
、
不
順
な
天
候
条
件
の
悪
影
響
を
う
け
や
す
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

地
力
に
つ
い
て
の
懸
念
は

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
、
施
肥
量
の
不
充
分
さ
、
土
壌
改
良
の
遅
れ
、
輪
作
体
系
の
み
だ
れ
が
問
題
と
さ
れ
て

い
る
。

エロ
l
ジ
ョ
ン

ソ
連
は
、
現
在
、

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
を
う
け
て
い
る
地
域
内
に
あ
る
耕
地
面
積
は
、

全
耕
地
の
約
七
割
に
あ
た
る
一
五

O
t
一
六

O
百

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ん
で
お
り
、
毎
年
、
被
害
を
・
つ
け
て
腐
植
土
を
含
む
土
壌
が
一

O
億
ト
ン
以
上
も
流
出
し
て
い
る
。

(

I

)

 

ヨ
ン
に
よ
る
国
民
経
済
上
の
損
失
は
、
最
低
限
に
み
つ
も
っ
て
も
、
年
間
で
、
平
均
七

O
億
ル
ー
ブ
ル
を
上
回
っ
て
い
る
。

エ
ロ

l
ジ

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
は
、
水
と
風
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
。

水
に
よ
る
エ
ロ
|
ジ
ョ
ン
は

主
と
し
て

ソ
連
邦
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
の
肥
沃
な
る
土
壌
を
有
す
る
地
域
の
約
二

O
O
百
万
へ
ク
タ

ジ
ア
、

ア
ル
メ
ニ
ア

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
北
カ
フ
カ

I
ズ
、
南
ウ
ラ
ル
、

(
2
)
 

ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ヤ
ン
、
中
央
黒
土
地
区
が
含
ま
れ
て
い
る
。
融
雪
水
や
夏
期
に
み
ら
れ
る
豪
雨
は
、
大
量
の
肥

モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ァ
、
グ
ル

ー
ル
に
お
い
て
、
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
は
、

プ
レ
ジ
ネ

7
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
四
七



一
四
八

沃
な
土
壌
を
と
も
な
っ
て
、

V
字
谷
へ
流
れ
込
み
、

V
字
谷
は
、
次
々
と
崩
壊
を
お
こ
し
て
、
縦
横
に
発
展
し
て
い
(
列
。
研
究
資
料
に

ソ
連
邦
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
の
み
で
約
五

O
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

よ
る
と
水
に
よ
る
エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
の
被
害
面
積
は
、

被
害
の
実
態
を
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
中
央
黒
土
地
区
に
み
る
と
、
三
度
の
傾
斜
に
お
い
て
、
融
雪
水
は
、
最
も
肥
沃
な
る
黒
土
層
を
三

ー
四
ミ
リ
も
流
出
さ
せ
る
が

こ
の
よ
う
な
エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
の
危
険
は
、
本
地
区
の
耕
地
の
五

O
%に
存
在
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
本

(
5〉

一
ト
ン
の
腐
植
土
が
失
わ
れ
て
い
る
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き

地
区
の
タ
ン
ボ
フ
州
だ
け
で
も
、
毎
年
、

風
に
よ
る
エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
は
、
北
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
西
シ
ベ
リ
ア
、
ザ
パ
イ
カ
ル
、
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
、
北
カ
フ
カ

ー
ズ
の
ス
テ
ッ
プ
地
帯
で
発
生
し
や
す
く
、

ハ
6
)

土
地
は
、
保
護
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
風
に
よ
る
エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
は
、
国
全
体
と
し
て
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
約
九
二
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
被
害
を
う
け
て
い
る
と
の
推
定
が
あ
る
。
被
害
の
実
例
を
み
る
と
、
例
え
ば
、

こ
れ
ら
の
地
帯
で
主
と
し
て
、
耕
地
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一

O
O百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
の

ロ
ス
ト
フ
州
で
は
、
六
九
年
の
冬
に
秒

速
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
風
が
五

t
六
日
も
吹
き
あ
れ
、
こ
の
時
に
、
厚
さ
一

t
一
0
セ
ン
チ
の
表
土
が
風
蝕
の
た
め
に
飛
散
し
、

農
地
は
、
激
甚
な
被
害
を
う
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
砂
嵐
の
被
害
も
、
各
地
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

エ
ロ

i
ジ
ョ
ン
は
、
腐
植
土
を
含
む
表
土
の
流
出
に
よ
っ
て
土
壌
の
肥
沃
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、
土
壌
の
水
利
機
構
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
、
作
物
の
水
分
確
保
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、

V
宇
谷
等
の
形
成
に
よ
っ
て
耕
地
そ
の
も
の
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
等
の
被
害
を

与
え
て
お
り
、
特
に
、
単
収
へ
の
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ロ
シ
ア
や
カ
ザ
フ
で
は
、

地
の
一
部
は
、
放
牧
地
に
転
換
さ
れ
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。

エ
ロ
|
ジ
ョ
ン
に
よ
る
肥
沃
度
の
低
下
し
た
耕

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
に
よ
る
腐
植
土
を
含
む
耕
土
層
の
ロ
ス
は
大
き
い
が
、

耕
地
層
一
八
セ
ン
チ
を
形
成
す
る
の
に
、
自
然
は
、

ハ
日
)

t
二
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
将
来
に
問
題
を
残
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
四

O
O
t
一
七

O
O
年
を
要
し
、
耕
土
形
成
は

一
O
O年
に
つ
き

0
・
五



ソ
連
に
お
い
て
は

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
防
止
の
た
め
に
、
各
種
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
土
壌
を
反
転
さ
せ
ず
に
、
平
面
的
に
土
壌
を

切
断
し
て
ゆ
く
耕
起
法
、
等
高
線
耕
起
、
保
護
森
林
帯
の
配
置
等
か
ら
な
る
エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
防
止
策
は
、
毎
年
、

五
O
百
万
へ
ク
タ
l

ル
の
耕
地
お
よ
び
そ
の
他
の
農
用
地
に
つ
い
て
、
行
な
わ
れ
て
い
る
。
六
八

t
七
九
年
の
期
間
に
お
い
て
、
圃
場
保
護
森
林
帯
は
、
了

。
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
造
成
さ
れ
、

更
に
、

V
字
谷
や
砂
地
等
の
エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
の
危
険
の
あ
る
土
地
へ
の
保
護
森
林
の
植
栽
は
、

三
・
一
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
。

土
壌
を
平
ら
に
切
断
し
て
ゆ
く
農
具
に
よ
っ
て
耕
起
す
る
方
法
は
、
土
壌
を
反
転
さ
せ
ず
、

か
っ
、
切
株
は
保
存
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
本
耕
起
法
は
、
残
さ
れ
た
切
株
に
よ
り
、
通
常
よ
り
も
、
二
倍
も
の
雪
を
貯
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

か
っ
、
切
株
の
と
こ
ろ
に

秋
の
降
水
が
よ
り
よ
く
蓄
積
さ
れ
、

か
っ
、
融
雪
水
も
吸
収
さ
れ
、
冬
期
の
土
壌
凍
結
の
深
さ
を
減
じ
、
蒸
発
量
を
少
な
く
し
、
風
に

ハ
ロ
〉

よ
る
エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
か
ら
の
保
護
に
も
効
果
的
で
あ
る
。
穀
作
地
に
つ
い
て
の
本
耕
起
法
は
、
ほ
ぼ
、
四

O
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
防
止
の
た
め
に
耕
転
を
必
要
と
し
な
い
播
種
機
に
よ
る
播
種
は
、
三
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ

(

凶

)

い
て
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
専
門
の
機
械
等
が
不
足
し
て
お
り
、
必
要
な
る
面
積
に
つ
い
て
、
上
述
の
方
法
を
と
り

(

日

〉

(

凶

〉

え
な
い
状
況
に
あ
り
、
専
門
の
機
械
等
の
供
給
量
の
増
大
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

て
実
施
さ
れ
、

ま
た
、

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
防
止
策
と
し
て
は
、
更
に
、
融
雪
水

の
調
整
の
た
め
の
流
路
切
り
換
え
の
水
路
溝
の
設
置
、
休
閑
地
お
よ
び
春
蒔
き
予
定
地
で
秋
に
お
い
て
耕
起
を
行
な
っ
た
圃
場
に
、
丈

の
高
い
作
物
を
播
種
す
る
こ
と
、
播
種
地
と
休
閑
地
と
を
交
互
に
帯
状
に
配
置
す
る
こ
と
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

エ
ロ

i
ジ
ョ
ン
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
も
、

そ
の
被
害
は
い
ま
だ
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、

エ
ロ

l
ジ
ョ
ン
防

止
対
策
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

注
ハ
l
)

の

・

切

。

azhmw国
"

」
H
U『
4

可
申
同
『
』
u
主
E
m
Z盟
国
毘
円
ロ
。
旬
『

ω。
回
目
同
町
民
国
帥
巾
室
内
山

HrzEun
同
》

mAリ
同
司
円
O
回

J
h
w口
、
刷
、
口
町
h
t

匂
実
淫
己
記
担
R
R
W

∞u
白
O

(
エ

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
四
九



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
ハ
上
〉

一
五

O

ス
-
ポ
プ
ィ
レ
フ
「
土
地
資
源
使
用
改
善
の
方
途
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
八

O
年
八
月
号
)
。

(

2

)

開
・
「
白
E
h目
5

5
・
£
。
ω玄
O
M
R
5
2
恒
三
三
E
E
Z出
国
内
口
。
』
E
。田昌
Z
E
u
g
g
r
u
-
-
司
、
、
悼
む
き
き
司
し
ベ
E
国高
s
s
w
m
w
∞
]
(
エ
・
ガ
イ

ダ
マ
カ
「
土
地
利
用
改
善
の
可
能
性
」
『
計
画
経
済
』
八
一
年
五
月
号
)
。

(

3

)

例
え
ば
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
中
央
黒
土
地
区
に
お
い
て
、
タ
ン
ポ
フ
川
で
は
、

V
字
谷
や
、
長
い
谷
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
土
地
は
、

最
近
、
一

0
年
間
で
、
四

C
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
増
大
し
て
お
り
、
ま
た
、
ヴ
ォ
ロ
、
ネ
ジ
州
で
は
、

V
字
谷
は
、
六
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
て

い
る
(
八
二
年
四
月
九
日
付
け
『
セ

1
り
ス
カ
ヤ
・
ジ

1
ズ
ニ
』
)
。

(

4

)

〉
江
田
回
。
旬
。
戸
R
S
F
5・
切
同
官
出
国
向
。
国
¥
4
J
O国
ω回
O
L
H
2回一司

ω巾
勺
回
目
!
日
三
M
g雪
国
国

E陶
酔
勺
0
3
J
U是
認
。
L
E
S
H
の
E
F
n
R
O
N
C
N
O旬、同島町・

S
E
-
P
ま
(
ア
・
ノ
ヴ
ォ
ロ
ッ
キ
ー
、
ユ
-
プ
リ
ャ
コ
フ
「
穀
物
生
産
1
1
1
安
定
し
た
成
長
」
『
農
業
経
済
』
七
六
年
四
月
号
)
。

(

5

)

八
二
年
四
月
九
日
什
け
『
セ

l
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

1
ズ
ニ
』
。

(

6

)

エ
・
ガ
イ
ダ
マ
ヵ
、
前
掲
論
文
。

(

7

)

7
・
ノ
ヴ
オ
ロ
ッ
キ
ー
、
ュ
・
プ
リ
ャ
コ
フ
、
前
掲
論
文

Q

な
お
、
風
に
よ
る
エ
口
1
ジ
ョ
ン
だ
け
の
耕
地
の
被
害
を
、
王
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、
そ
の
内
訳
は
、
ヵ
ザ
フ
が
、
約
二
六
百
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
口
シ
ア
(
主
と
し
て
、
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
、
シ
ベ
リ
ア
、
ウ
ラ
ル
、
北
カ
フ
カ

1
ズ
)
が
、
二
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、

四
・
三
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
推
定
し
て
い
る
論
文
も
あ
る
(
エ
・
日
〈
O』回、同
E
E
W
E
-
泊同
u
己由国阿南
w
w甘白川
W

国
国
時
奈
川

ω巾可申向。国
O目

JOHOω
国
昨
日
，
回
同

。門出。回目。
l

ロ
OHM-u巾
冨
間
内
2
-
r
g
S
H
O
M
a町
内
吋
回
巾
回
国
O司
O
口吻
OEω
回
。
』
司
叶
回
国
J
句、悼む
ROhEvhW19M酒軒町、誌面向
y

p

吋
∞
-
イ
・
コ
り
ャ
1
デ
ィ

y
、

イ
・
ヤ
ク
1
ニ

γ

「
農
業
生
産
振
興
を
基
盤
に
し
て
の
穀
作
の
発
展
」
『
計
画
経
済
』
七
八
年
三
月
号
)
。

(

B

)

内
嶋
善
兵
衛
「
ソ
連
の
気
候
」
(
『
ソ
連
の
農
業
・
食
料
問
題
』
、
農
政
研
究
セ

γ
F
1
、
昭
和
五
二
年
)
、
一

O
六
貰
。

(

9

)

例
え
ば
、
そ
ス
ク
ワ
の
南
西
に
位
置
す
る
プ
リ
ャ

γ
ス
ク
州
で
は
、
研
究
機
関
の
資
料
に
よ
る
と
、
砂
あ
ら
し
等
に
よ
る
州
内
の
コ
ル
ホ

1

ズ
の
薗
場
か
ら
、
毎
年
平
均
し
て
、
三
-
二
百
万
立
万
メ
ー
ト
ル
の
土
壌
が
流
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
腐
植
土
の
量
は
、
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
で
平
均
し
て
、
四

t
王
立
万
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
州
の
ク
リ
ン
ツ
オ
フ
ス
キ

1
地
区
を
お
そ
っ
た
六
二
年
の
砂
あ
ら
し

は
、
作
付
地
一
三
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
全
滅
さ
せ
た
(
∞
・
③
E
S
F
〉
・
ロ
』
同
国
HHE九日出
Z
W
E
ω
R
O
Z
0
5
2
m
n同
国
国
叫
e-Teh-22凶

聞

8
2
v

ロ
吉
田
石
室
。
。
与
白
Z
Z忠
岡
宮
市
勺
。
ロ
ヨ
ヨ
国
昨
国
切
官
祖
国
2
0出
。
a
h回
2
z
J
Uき
さ
に
胃
hhR白

n
S
F
2
0
3
H
E
M
S
S
q
b
u
ごゆ

g-
ヴ
ヱ
・

7

ィ
リ

γ
、
7
・
シ
ャ

γ
ド
ウ
ィ
ピ
ィ

y

「
プ
ロ
ャ

γ
ス
F
州
で
の
自
然
保
護
対
策
の
経
済
的
効
率
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
一
一
月
号
)

C



ま
た
、
ヵ
ザ
フ
旦
夕

γ
に
お
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
の
風
が
吹
い
て
い
る
時
は
、
何
千
ト

γ
も
の
土
を
、
空
中
高
く
ま
い
あ
げ
、
広
大
な
る
小
麦
、

馬
れ
い
し
ょ
、
そ
の
他
の
作
付
地
は
、
わ
ず
か
数
時
間
で
、
品
目
、
づ
い
て
、
砂
漠
と
な
っ
て
し
ま
う
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
八
二
年
四
月
一
四
日

付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
。

(

ω

)

エ
ス
・
ポ
プ
ィ
レ
フ
、
前
掲
論
文
。

〈
日
)
回
・
「
O
宮

g
u
d
z苫
E

E
由
民
冨
回
出
品

AT巾
百
回
国
民
0
2
r
E
nロ
o
h
r
g
E
E祖
国
旬
。
h
0
3
h
z
E
H
ロ
0
4回
J
切
言
、
。
s
'
W
R
q
E
L
E
R
R
-

ご・

3
(ヴ
ェ
・
・
コ
ル
ロ
フ
「
耕
土
利
用
の
再
耕
起
と
効
率
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
七
九
年
一
一
月
号
)

0

(
ロ
)
エ
・
ガ
イ
ダ
マ
力
、
前
掲
論
文
。

(
同
)
七
五
年
二
一
月
二
六
日
付
け
『
ソ
ヴ
ェ
ツ
カ
ヤ
・
ロ
シ
ア
』
。

(
同
)
〉
・
「
。
』
r
n
o
p

食
用
》

0
2
回目
5

5
回
o
h
2田陣

ω巾
勺
国
同
国
由
民
間
巾
吉
岡
田
国

M白
h
E白
OLHZZ国国』
h
H
2
0昨
回
国
吋
国
旬
2

5由

J
司
、
悼
む
足
。
色
。
町
民
忠
岡
・

同同町ミ

2
・
A
噂∞
-
(
7

・
ゴ
リ
ツ
ォ

7

「
穀
物
の
増
産

l
l第
一
一
次
五
ヵ
年
計
画
の
重
要
課
題
」
『
計
画
経
済
』
八
一
年
四
月
号
)
。

(
ぬ
)
例
え
ば
、
ヵ
ザ
7

に
つ
い
て
、
切
株
を
残
し
て
の
平
面
切
断
耕
起
法
は
、
現
在
、
一
ニ

O
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

北
カ
ザ
7

ス
タ
ン
の
耕
起
の
エ
ロ

1
ジ
ョ
ソ
防
止
シ
ス
テ
ム
、
が
普
及
し
た
と
こ
ろ
に
お
い
で
す
ら
、
か
な
り
の
面
積
が
、
改
良
さ
れ
た
農
具
か
、

あ
る
い
は
、
整
絞
を
も
っ
撃
で
耕
起
さ
れ
て
い
る
(
泊
・
出
三
MRO国
E
4・
A
W
5
5冨
S
E
ロ。
h
Z国吋
O
E
E
Z
E
-
-
へJ
U
き
さ
v
k
h
h
E
n
E
F，

言
。
N
O
N
E迫
崎
町
ミ
E
w
m
Y
3・
デ
-
ヂ
ュ
ル
コ
ヴ
ィ
チ
「
処
女
地
開
発
の
経
済
」
『
農
業
経
済
』
七
九
年
六
月
号
)
。

(
凶
)
関
係
機
関
に
対
し
て
、
平
切
り
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
l
、
侵
食
防
止
重
カ
ル
チ
ベ
I
F
l
、
ボ
ー
ル
ド
リ
ル
・
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
1
、
耕
萩
を
必
要

と
し
な
い
矯
種
機
、
針
状
す
を
そ
の
他
の
侵
食
防
止
機
械
と
そ
れ
ら
の
部
品
の
生
産
を
保
障
し
、
ま
た
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
し
か
る
べ
き
生

産
能
力
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
つ
い
て
の
課
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
(
口
。

2
白図。

E
H
2
S巾
民
穴
民
ロ
の
の
出
。
。
回
同
点
目
玄
国
民
国
門
叶
唱
。
回

の
の
の
同
Y
M小
田
国
司
同
門
↓
白
芯
一
吋
m
A
J
R
O
冨
2
v白
岡
ロ
O
同
国
巴
冨
』
町
田
区
5

国
一
泊
吋

h
-
q∞
。
可
・
ロ
司
OEω
回。
hnlH，
国
間
口
司
0
4
E国
OU唱。
ω回
目
白
。
出

斗
巾
同
出
回
目
甲
南
』
旬
国
内
2
r
n
R
D『。

HOM出国
2
E
J
h
u
h
t
h
h
k
h
S
辺
白
、
s
h
h
h
h
R
b
h
w
E
Rミ
ミ
ミ
ミ
言
語
。

H
S
邑
S
S
2
E
h
k
g、
c
E
-話

f

ご
u

-
3
P
2
J
3泊
品
。
。
・
七
六
年
八
月
二
六
日
付
け
の
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定
「
農
業
の
た
め
の
侵
食
防
止
機
械
の
一
九

七
六

t
一
九
八

O
年
に
お
け
る
生
産
増
大
の
た
め
の
措
置
」
『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第
一
一
巻
、
七
七
年
、
三
九

九

t
四

O
O
頁)。

(
げ
)
〉
・
目
〈
匂
岡
田
富
巾
Z
4
r巾国
u

コ-
E
5
5
g
w

∞-
b
H
5
u』
cpnnωATR守内
E
，E
Z
2
3
ロ
O
』田

Oω
曲目
HM雪
国
。
酔
門
国
内
4m冨
M
L
u
g
h巾
』
自
国
国
国
。
官
・

プ
レ
ジ
早
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

五



化学肥料使用量の国際比較(1978年)
〈単位:kg/lOアール〉

第 28表

計

ソ 連 3.3 2.3 2.3 7.9 

ブルガリ 7 8.8 7.7 0.8 17.3 

東ド イ ツ 15.6 8.6 9.0 33.2 

ハンガリー 10.6 7.6 10.3 28.5 

ポーラ γ ド 9.0 6.3 9.3 24.6 

ルーマニア 7.8 5.0 1.3 14.1 

カ ナ ダ 1.9 1.4 0.8 4.1 

米 国 5.0 2.6 2.9 10.5 

日 本 14.6 15.7 14.6 44.9 

世界平均 3.6 2.2 1.8 7.6 

塁力日酸んり素窒

五

出所:農林水産省肥料機械諌監修「ポケット肥料要覧-1982~. 74頁.

目。3
M
R
v
m
J
ω
き
さ
・
き
E
n
S
R
E
N
O
Lベ
E
E
S
E
W
F
g
(
7
-
F

リ
メ

γ
チ
ェ
フ
、
。
ヘ
ェ
・
イ
ニ
ャ

l
キ
ン
、
ヴ
ェ
・
ド
ロ
ツ
ド
フ
「
オ
レ
ン
プ
ル

グ
に
お
け
る
耕
種
農
業
の
土
壌
保
護
シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
」
『
農
業
経
済
』
八

O

年
一
一
月
号
)
。

2 

施
肥
量
の
少
な
さ
に
よ
る
土
壌
肥
沃
度
の
低
下

す
で
に
み
た
ご
と
く
最
近
年
次
に
お
け
る
化
学
肥
料
の
供
給
増
は
、
顕
著
な
も

の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
六
五
年
に
は
、
実
数
で
七
六
九
一
万
ト
ン
、
有
効
成
分
一

0
0
%換
算
で
六
二
七
万
ト
ン
(
内
訳
は
、
窒
素
二
二
九
万
ト
ン
、

り
ん
酸
一
四

七
万
ト
ン
、
加
里
が
一
八
九
万
ト
ン
)
だ
っ
た
も
の
、
が
、

八
O
年
に
は
、
実
数
で

八
一
九
九
万
ト
ン
、
有
効
成
分
一

ooww換
算
で
、

一
五
七
六
万
ト
ン
(
内
訳
は
、

窒
素
八
二
六
万
ト
ン
、
り
ん
酸
四
七
六
万
ト
ン
、
加
里
四
九

O
万
ト
ン
)
と
三
倍

(

i

)

 

強
に
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
単
位
面
積
当
た
り
の
施
用
水
準
は
、
第
お

表
で
み
る
ご
と
く
、
国
際
的
に
み
て
、
他
の
東
欧
諸
国
や
西
側
先
進
国
に
比
す
れ

ば
低
い
水
準
に
あ
る
。

一
方
、
有
機
質
肥
料
の
施
用
状
況
を
み
よ
う
。
有
機
質
肥
料
は
、
土
壌
構
造
を

改
善
し
、

そ
の
水
分
吸
収
性
や
水
分
保
持
性
を
た
か
め
、
腐
植
土
や
有
用
微
要
素

の
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ
、
阜
ば
つ
に
対
す
る
他
の
も
の
に
代
え
が
た
い
手
段
と

(

2

)

 

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
有
機
質
肥
料
は
、
土
壌
中
に
お
い
て
、
そ
の
肥
沃
度



を
上
昇
さ
せ
る
最
も
大
き
い
要
因
で
あ
る
と
こ
ろ
の
腐
植
土
を
蓄
積
さ
せ
る
能
力
を
も
っ
て
お
り
、
土
壌
中
の
腐
植
土
の
含
有
率
の
上

昇
は
、
化
学
肥
料
の
多
投
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、

(

3

)

 

確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
効
率
を
た
か
め
、
有
機
質
肥
料
と
と
も
に
、
土
壌
の
肥
沃
度
の
再
生
産
を

レ
l
ニ
ン
名
称
農
業
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
副
総
裁
の
パ
ニ
コ
ワ
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
多
く
の
研
究
や
実
践
で
確
立
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
土
壌
中
で
の
腐
植
土
が
減
少
し
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
た
め
に
は
、

(
4〉

o
t
一
五
ト
ン
の
有
機
質
肥
料
を
施
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
有
機
質
肥
料
の
施
用
量
は
、

(

5

)

(

6

〉

に
は
八
億
ト
ン
強
、
八
一
年
に
は
一

O
億
ト
ン
強
と
さ
れ
て
お
り
、

(

7

)

 

五
ト
ン
で
あ
る
。
有
機
質
肥
料
の
施
用
水
準
も
低
い
状
況
に
あ
る
。

系
統
的
に

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
で
、
最
小
限

八
O
年

」
れ
は
、
全
国
平
均
で
は
、
耕
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
、
一
一
一
-

以
上
み
た
ご
と
く
、
化
学
肥
料
や
、
有
機
質
肥
料
の
施
用
旦
一
旦
が
不
十
分
な
た
め
に
、

土
壌
栄
養
分
の
収
奪
や
、
土
壌
中
の
腐
植
土
の

含
有
率
の
低
下
が
各
地
で
報
じ
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
輪
作
体
系
の
み
だ
れ
等
も
加
わ
っ
て
、
若
干
の
地
区
に
お
け
る
穀
物
の

(

8

)

 

単
収
の
減
少
傾
向
の
原
因
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。

土
壌
栄
養
分
の
収
奪
や
、
土
壌
中
の
腐
植
土
の
含
有
率
の
低
下
に
つ
い
て
、
若
干
の
も
の
を
紹
介
す
る
と
、

シ
ベ
リ
ア
で
は
、
施
肥

が
不
十
分
な
た
め
に
、
最
近
二

0
年
間
に
お
い
て
、
収
穫
に
よ
っ
て
奪
い
さ
ら
れ
た
土
壌
栄
養
分
の
約
二
五
%
が
補
て
ん
さ
れ
た
の
み

(

9

)

(

ω

〉

で
あ
り
北
カ
、
ザ
フ
ス
タ
ン
で
も
、
天
然
の
肥
沃
さ
を
消
費
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
を
補
て
ん
し
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ウ
ラ
ル
の
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
州
の
処
女
地
開
発
地
域
で
は
、
現
在
に
至
る
二

0
年
間
で
、
土
壌
が
開
発
当
初
に
含
有
し
て
い
た
腐
植

土
の
一
五

1
二
五
%
は
失
わ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
で
は
、
土
壌
中
に
、
三

t
三
・
五
%
と
い
う
最
適
の
腐
植
土

の
含
有
率
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
最
近
の
一
五

t
二
0
年
間
に
お
い
て
、

」
の
よ
う
な
含
有
率
を
も
っ
土
壌
は
顕
著
に
減
少

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

五



プ
レ
ジ
平
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
五
四

し
、
例
え
ば
、
芝
土
・
ボ
ド
ゾ

l
ル
お
よ
び
灰
色
森
林
土
壌
の
耕
土
層
に
お
い
て
、
腐
植
土
の
ス
ト
ッ
ク
は
、

五
分
の
一

t
三
分
の
一

が
失
わ
れ
た
。
本
地
帯
に
所
在
し
て
い
る
ブ
リ
ヤ
ン
ス
ク
州
、

イ
ワ
ノ
ヴ
ォ
州
、

コ
ス
ト
ロ
マ
州
、

カ
ル

l
ガ
州
、

カ
リ

l
ニ
ン
州
、

ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
州
、

ス
モ
レ
ン
ス
ク
州
で
は
、
耕
土
層
中
に
お
い
て
、
遠
く
な
い
過
去
に
は
、
腐
植
土
が
二
・
玉

t
三
・
五
%
含
ま
れ

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
腐
植
土
の
全
ス
ト
ッ
ク
量
が
、
一
ニ

O

(

ロ

)

ー
六

0
ト
ン
に
し
か
過
ぎ
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
年
間
一
ト
ン
の
腐
植
土
が
失
わ
れ
て
い
る
。

て
い
た
の
に
対
し
、
現
在
で
は
、

一
・
六

t
一
・
九
%
と
な
っ
て
お
り

注
(

1

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
八

O
年
版
、
二
三
七
頁
。

(

2

)

八
二
年
二
月
六
日
付
け
『
セ

1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

I
ズ
ニ
』

G

(

3

)

八
一
年
一
一
月
一

O
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
エ
ス
チ

7
』G

(

4

)

八
一
年
一
一
一
月
一
一
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ア
』
一
」

(

5

)

八
一
年
一
一
一
月
一
一
[
口
付
け
『
イ
ズ
グ
ェ
ス
チ

7
』Q

(

6

)

八
二
年
二
月
一
五
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』

3

(

7

)

八
二
年
二
月
六
日
付
け
『
セ

I
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

l
ズ日「』

G

な
お
、
耕
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
有
機
質
の
施
用
量
を
地
域
別
に
み
る
と
、

モ
ス
ク
ワ
州
で
は
二
ニ
ト
ン
強
、
レ
ニ
γ
グ
ラ
ー
ド
州
で
は
一
九
・
七
ト
ン
、
イ
ル

P
1
7
ク
州
、
ノ
ヴ
ォ
シ
ピ
ル
ス
ク
州
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル

ス
ク
地
方
で
は
一
・
ニ

t
一
・
四
ト

γ
で
あ
る
(
八
二
年
二
月
一
五
日
付
け
『
。
フ
ラ
ウ
ダ
』
)
。
ま
た
、
西
シ
ベ
リ
ア
で
は
一
・
九
ト
ン
、
東
シ

ベ
リ
ア
で
は
一
・
ニ
ト
γ
で
あ
っ
た
(
八
二
年
二
月
二
五
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ア
』
)
。

(

B

)

年
平
均
穀
物
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
収
量
は
、
七
一

t
七
五
年
に
お
い
て
、
酉
シ
ベ
リ
ア
で
は
一
三
・
一
ツ
ェ
ン
ト
平
ん
、
東
シ
ベ
リ
ア
で

は
一
一
・
八
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
で
ら
っ
た
が
、
七
六

t
七
九
年
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
・
ニ
ツ
ェ
ソ
ト
、
不
ル
、
一

0
・
一
ツ
ェ
ン
ト
、
ネ
ル

と
減
少
し
た

(
3・
m同
~
E
4
2
u
R
X
Z
4巾
Z
E
A吉
岡
白
広
民
国
国
内
口
。
』
r
u。
国
白
星
回

M
2
8』
『
の
zaz-v国
J
'
W
R
O
K
O
K
K
E
n
S
F
2
0
N
O
N
S迫
ヤ

ミ
同
司
令
w

♂
∞
ケ
エ
ム
・
ブ
ル
ィ
チ
エ
フ
「
シ
ベ
リ
ア
の
土
地
利
用
の
集
約
化
」
『
農
業
経
済
』
八
一
年
七
月
号
)
。

有
機
質
肥
料
の
施
用
に
つ
い
て
の
課
題
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
達
成
さ
れ
た
と
は
必
ず
し
』
い
え
ず
、
施
用
技
術
に
も
違
反
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
が
、
一
迷
の
地
区
に
お
い
て
土
壌
中
の
腐
植
土
の
含
有
量
の
低
下
を
導
き
、
特
に
、
中
央
黒
土
地
区
お
よ
び
ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒



土
地
帯
の
経
営
に
お
い
て
は
、
農
産
物
の
単
収
低
下
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
八
二
年
二
月
六
日
付
け
『
セ
l
リ
ス
カ

ャ
・
ジ
l
ズ
ニ
』
)
。

(

9

)

エ
ム
・
プ
ル
ィ
チ
エ
フ
、
前
掲
論
文
。

(
旧
)
八
一
年
一

O
月
一
一
日
付
け
『
セ
1

U
ス
カ
ヤ
・
・
シ
1
ズ
ニ
』
。

(
日
)
〉
・
目
吉
田
富

E
g
g
-
コ-
S
E
E
S
w
切
・
』
宮
古
。
回
咽

4
4
7
A
T
m
5
5
2
2
3
口
。
」
回
。

ω曲
目
民
国

4
5
p
n
Z
2凸
玄
巴

ω巾

5
2
2
5
回
。
℃
守

国

au屯
出
向

E
J
U
R
O
Eミ
hhE
む
と
足
。
N
O
N
E忌門司
NEw
ご
u

∞O
(

7

-

F

り
メ
ン
チ
ェ
7

、
ベ
・
イ
ニ
ャ
l

キ
ン
、
ヴ
ェ
・
ド
ロ
ズ
ド

フ
「
オ
レ
γ
ブ
ル
グ
に
お
け
る
耕
種
農
業
の
土
壌
保
護
シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
一
一
月
号
)
。

(
ロ
〉
八
二
年
三
月
二
六
日
付
け
『
セ
1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ
l
ズ
ニ
』
。

3 

酸
性
度
の
上
昇
等
の
土
壌
条
件
の
悪
化

ソ
連
に
お
い
て
は
、
六

O
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
の
耕
地
が
酸
性
土
壌
で
あ
っ
て
、

石
灰
施
用
を
必
要
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

(

l

)

 

石
灰
施
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
年
間
六
百

t
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
石
灰
施
用
面
積
で
は
、
著

し
く
不
充
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
多
く
の
地
区
で
は
、
土
壌
の
酸
性
度
の
上
昇
が
み
ら
札
列
。
例
え
ば
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地

帯
に
お
い
て
は
、
石
灰
施
用
を
必
要
と
し
て
い
る
酸
性
度
が
平
均
的
か
、

あ
る
い
は
強
度
の
土
壌
は
、

五
二
%
に
も
及
ん
で
い
る
が
、

現
在
の
よ
う
な
石
灰
施
用
の
テ
ン
ポ
で
は
、
積
極
的
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
逆
に
酸
性
度
の
上
昇
を
招
い
て
い
る

事
例
も
み
ら
れ
る
。
酸
性
度
の
上
昇
は
、
植
物
の
栄
養
分
の
吸
収
を
抑
え
、
光
合
成
の
強
さ
を
低
下
さ
せ
、
物
質
交
換
を
み
だ
し
、
微

生
物
活
動
を
抑
圧
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
条
件
下
に
お
い
て
は
、
化
学
肥
料
の
効
率
は
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
地
帯
に
お

け
る
酸
性
度
の
上
昇
は
、
土
壌
中
の
腐
植
土
の
含
有
量
が
少
な
い
こ
と
、

(

3

)

 

作
物
の
作
柄
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
か
な
り
の
面
積
が
過
湿
で
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
農

ソ
連
に
は
、

こ
の
他
に
も
過
湿
地
(
耕
地
一

O
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
採
草
・
放
牧
地
一
六
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
塩
害
地
(
耕
地
二
五

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
五
五



プ
レ
ジ
ネ
7

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
五
六

百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
採
草
・
放
牧
地
七
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、

石
ま
じ
り
の
土
地
(
耕
地
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
採
草
・
放
牧
地
約
三

O
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
叢
林
地
や
若
木
林
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
も
の
(
採
草
・
放
牧
地
三
O
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
)
が
大
き
な
面
積
を

含
塩
土
壌
の
改
良
は
、 そ

の
改
良
の
テ
ン
ポ
は
か
ん
木
の
除
去
、
湿
地
・
沼
地
に
散
在
す
る
小
丘
の
除
去
は
、
年
間
二
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
、

(
4〉

年
間
四
O
O
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
低
い
も
の
で
あ
り
、
土
壌
条
件
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
r

る
と
考
え
ら
れ
る
。

占
め
て
い
る
が
、

注
(

I

)

開
・
吋
白
宣
白

5
5
u
d
3
5浜
田
。

2
E
当
u
E
E巾
国
民
国
国
内
ロ

g
r
u
o
E
Z
E国

U
S
E
R
-
h
H
h
aき
宮

内

N
B当
時

S
h
p
p
∞
}
(
イ
ェ
・
ガ

イ
ダ
マ
カ
「
土
地
利
用
改
善
の
可
能
性
」
『
計
画
経
済
』
八
一
年
五
月
号
)
。

(

2

)

八
二
年
二
月
一
五
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
。

(

3

)

八
二
年
三
月
二
六
日
付
け
『
七

1
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ
I
ズ
ニ
』
。

(

4

)

イ
ェ
・
ガ
イ
ダ
マ
ヵ
、
前
掲
論
文
。

4 

純
休
閑
地
の
減
少
と
輪
作
体
系
の
み
だ
れ

ソ
連
の
よ
う
な
主
要
な
農
業
地
帯
が
、
水
分
が
不
足
し
が
ち
な
条
件
下
に
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
充
分
な
る
規
模
の
純
休
閑
地
を
所
有

す
る
と
と
も
に
、
輪
作
体
系
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〈

I
〉

純
休
閑
地
は
、
土
壌
の
肥
沃
度
の
回
復
、
水
分
の
蓄
積
、
雑
草
と
の
た
た
か
い
に
お
い
て
決
定
的
な
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、

(

2

)

 

乾
燥
し
た
年
に
お
い
て
も
、
比
較
的
安
定
し
た
作
柄
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
純
休
閑
地
は
、
五
O
年
に
は
、
耕
地
の
約
二

(

3

V

 

O
%
に
相
当
す
る
三
二
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
も
の
が
、
七
五
年
に
は
、
耕
地
の
五
・
一
%
に
あ
た
る
一
一
・
二
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

〔

4
)

八
O
年
に
は
、
耕
地
の
六
・
四
%
に
あ
た
る
一
三
・
八
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
増
加
し
た
も
の
の
、
な

(
5〉

一
九
・
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。

に
ま
で
減
少
し
、

そ
の
後
、

お
不
充
分
で
あ
り
、
研
究
機
関
は
、
適
切
な
規
模
と
し
て

輪
作
体
系
に
つ
い
て
は

い
た
る
と
こ
ろ
で
、

か
っ
、
完
全
に
、
開
発
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、

ま
た
、

そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
な



い
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
く
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
施
用
を
増
大
さ
せ
れ
ば
、
輪
作
は
守
ら
な
く
と
も
よ
い
と
す
る
誤
っ
た
意
見
も
一
部

(

6

)

 

に
は
み
う
け
ら
れ
る
。

純
休
閑
地
の
減
少
と
輪
作
体
系
の
み
だ
れ
は
、
土
壌
の
水
分
含
有
量
等
へ
の
影
響
を
通
じ
て
、
単
収
に
も
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

注
(

l

)

八
一
年
一
一
月
二
八
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
エ
ス
チ

7
』。

(

2

)

例
え
ば
、
ス
タ
ヴ
ロ
ポ

l
リ
地
方
に
お
い
て
、
七
九
年
に
は
、
秋
蒋
き
穀
物
の
収
量
の
九
O
%
は
、
純
休
閑
地
に
作
付
け
さ
れ
た
踊
場
で
収

穫
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
前
作
地
が
休
閑
地
で
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
(
八
一
年
一
一
月
二
O
日
付
け
『
セ

l

リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

I
ズ
ニ
』
)
。

(

3

)

の
・
切
O
O
E毎
回
w

R

ロヨ
E
U言
吉
田
町
Z
Z国
民
門
口
。
』
5
0回
同
国
国
国

ω巾
冨

S
E
E
M
-活
門
司
-
u
g国
J
切
口
語
、
q
s
ω
き
足
。
ミ
R
R
R
-
m
-
m
O
(
エ
ス
・

ボ
プ
ィ
レ
フ
「
土
地
資
源
使
用
の
改
善
方
途
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
八
O
年
八
月
号
)
。

(

4

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
、
八
O
年
版
、
二
二
五
頁
。

(

5

)

〉
「
。
』
r
z
o
F
4
0
2
回目
M
0
5回。』
2
2
U
4
Z同
国
白
VRzmEE出国

ω白
』
白
」
曲
。
LHZ回目白
h
E目
。
出
口
出
4
5
2
R
E
J
司
、
お
足
。
唱
。
h
N
2・

同島町、

a
s
w
p
g
(
ア
・
ゴ
リ
ツ
オ
フ
「
穀
物
の
増
産
|
|
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
の
最
重
要
課
題
」
『
計
画
経
済
』
八
一
年
四
月
号
〉
。

(
6
〉
八
二
年
一
月
一
三
日
付
け
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ア
』
。

(

7

)

例
え
ば
、
ォ
ム
ス
ク
州
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
「
シ
ピ
リ
ャ
ク
」
に
お
い
て
、
八
一
年
の
春
に
は
、
土
壌
一
メ
ー
ト
ル
層
中
の
水
分
ス
ト
ッ
ク
は
、

純
休
閑
地
で
は
一
四

0
ミ
リ
、
そ
の
他
の
園
場
で
は
八
O
t
九

0
ミ
リ
で
あ
っ
た
(
八
一
年
一
一
月
二
八
日
付
け
「
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ

7
5
3

(

B

)

例
え
ば
、
西
シ
ベ
リ
ア
で
は
、
純
休
閑
地
は
、
七

Q
年
の
二
・
一
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
七
九
年
に
は
一
・
三
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少

し
、
穀
物
の
連
作
面
積
が
増
え
た
こ
と
は
、
穀
物
生
産
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
七
九
年
に
は
、
穀
作
地
の
う
ち
、
純
休
関
池
に
作
付
け
さ

れ
た
も
の
は
、
二
一
%
弱
な
の
に
対
し
、
三
年
連
続
穀
物
を
作
付
け
し
た
も
の
は
、
一
ニ
三
%
に
も
及
び
、
試
算
で
は
、
七
九
年
に
は
、
得
べ
か

り
し
穀
物
収
量
約
一
・
五
百
万
ト

γ
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

(
3・
切
同
h
E回
同
市
田

w
J由
民
荒
川
出
円
s
e
S
E
E盟
国
国
門
司
。
-FMO国曲
ZEMH

U巾
冨

g
r
の
図
。
出
向
》
出
J
U
R
O
K
O
R司
令
。
町
、
F
2
q
N
O
N
E肖同町、
g
p
ツ
白
日
・
ェ
ム
・
プ
ル
ィ
チ
エ
フ
「
シ
ベ
リ
ア
の
土
地
利
用
の
集
約
化
」

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
〉

五
七



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
五
八

『
農
業
経
済
』
八
一
年
七
月
号
)
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
共
和
国
出
の
中
央
黒
土
地
区
に
お
い
て
は
、
最
近
年
次
に
お
い
て
、
単
収
が
低
い
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る

G

本
地
区
の
多
く

の
経
蛍
に
お
い
て
は
、
本
質
的
に
は
、
科
学
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
輪
作
体
系
は
存
在
し
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
守
ら
れ
て
お
ら
ず
、
穀

物
の
増
産
を
求
め
て
、
多
く
の
事
例
で
は
、
輪
作
に
依
拠
し
な
い
で
最
大
限
に
穀
作
地
を
拡
大
し
た
結
果
、
増
産
は
得
ら
れ
ず
に
、
減
産
し
、

固
場
の
あ
れ
方
は
ひ
ど
く
な
っ
た
(
八
二
年
三
月
四
日
付
け
『
セ
l

リ
ス
カ
ヤ
・
ジ
1

ズ
ニ
』
)

C

(司

畜
産
部
門
の
動
向

家
畜
嗣
養
頭
羽
数
の
動
向

第
却
表
は
、
家
畜
の
飼
養
頭
羽
数
の
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
六
年
か
ら
八
一
年
の
期
聞
に
お
い
て
、
家
き
ん
が
、
二
倍

強
と
著
し
い
伸
び
を
示
し
、
次
い
で
、
牛
と
豚
も
二
割
強
の
伸
び
と
な
っ
た
が
、
羊
・
山
羊
の
伸
び
は
、

ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
馬
は
減

少
し
て
い
る
。

乳
牛
を
含
め
た
牛
に
つ
い
て
は
、
飼
料
事
情
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
極
力
飼
養
頭
数
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
看
取
で
き
る
。

六
六
年
以
降
に
お
い
て
、
対
前
年
比
で
飼
養
頭
数
が
減
少
し
た
の
は
、
六
九
年
お
よ
び
七

O
年
の
み
で
あ
っ
た
。

豚
に
つ
い
て
は
、
飼
養
頭
数
の
増
減
が
顕
著
で
あ
る
。
六
六
年
以
降
に
つ
い
て
も
、
対
前
年
比
の
飼
養
頭
数
は
、
六
七
年
の
穀
物
不

作
を
反
映
し
て
、
六
七
年
か
ら
、
六
九
年
に
か
け
て
減
少
し
、
六
六
年
水
準
を
突
破
し
た
の
は
、

や
っ
と
七
一
年
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

七
二
年
の
穀
物
不
作
を
反
映
し
て
、

七
三
年
の
飼
養
頭
数
は
、
減
少
し
、

七
二
年
水
準
を
突
破
し
た
の
は
、

七
五
年
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
七
五
年
の
穀
物
不
作
を
反
映
し
て
、

七
六
年
に
は
、
対
前
年
比
で
、
飼
養
頭
数
で
、

一
四
・
四
百
頭
の
減
、
比
率
に
し
て
二
割
の

減
と
な
っ
た
。
飼
養
頭
数
が
、

七
五
年
水
準
を
突
破
し
た
の
は
、

七
九
年
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
八
一
年
に
お
い
て
も
、
飼
養
頭
数
は
、



家膏飼養頭羽数(全経営類型，

1961 75.8 34.8 58.7 133.0 7.3 9.9 515.6 

1966 (心 93.4 39.3 59.6 129.8 5.5 8.0 490.7 

1967 97. 1 40.2 58.0 135.5 5.5 8.0 516.3 

1968 97.2 40.4 50.9 138.4 5.5 8.0 528.4 

1969 95.7 40. 1 49.0 140.6 5.6 8.0 546.ヲ

1970 95.2 39.4 56.1 130.7 5.1 7.5 590.3 

1971 (B) 99.2 39.8 67.5 138.0 5.4 7.4 652.7 

1972 102.4 40.0 71. 4 139.9 5.4 7.3 686.5 

1973 104.0 40.6 66.6 139.1 5.6 ， 7.1 700.0 

1974 106.3 41. 4 70.0 142.6 5.9 ， 6.8 747.7 

1975 109.1 41. 9 72.3i 145.3 5.9 6.8 792.4 

1976 (c) 111. 0 41. 9 57.9 1 141.4 5.7 6.4 734.4 

1977 42.0 63. 1 139.8 5.5 6.0 796.0 

1978 112.7 42.6 70.5! 141. 0 5.6 5.8 882.3 

1979 114.1 43.0 73.5 142.6 5.5 5.7 946.9 

1980 115.1 43.3 73.9 143.6 5.8 5.6 980.9 

1981 (D) 115.1 43.4 73.4 141. 6 5.9 5.6 1，02ヲ.3

123.2 110.4 123.2 109.1 107.3 70.0 209.8 

116.0 109.0 108.7 7ヲ.1 109.3 75. 7 157.7 

率 D/C 103. 7 103.6 126.8 lα).1 103.5 87.5 140.2 

f¥P，ヘ~ I B/A 106.2 101.3 113.3 106.3 98.2 92.5 133.0 

C/B 111. 9 105.3 85.8 102.5 105.6 86.5 112.5 

1月 l日現在コ
〈単位:百万頭〈羽))

羊| 馬 |家きん山羊豚lit:>斗|

第 29表

牛

微
減
し
て
い
る
。

羊
に
つ
い
て
も
、
頭
数
の
増
減
が

み
ら
れ
る
。
な
お
、
飼
養
頭
数
は
、

七
五
年
が
ピ

l
ク
と
な
っ
て
お
り

七
六
年
以
降
は

い
ず
れ
も
七
五
年

水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

出所 w ソ連邦国民経済統計~， (各年版)より作成.

山
羊
に
つ
い
て
は
、
六
六
年
以
降
、

一
貫
し
て
、

五
百
万

飼
養
頭
数
は
、

頭
台
で
あ
る
。
馬
に
つ
い
て
は

i王

ぽ
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
。

家
き
ん
に
つ
い
て
は

七
六
年
の

み
を
例
外
と
し
て

一
貫
し
て
、
飼

養
羽
数
が
伸
び
て
き
て
い
る
。
飼
料

効
率
の
よ
い
家
き
ん
に
、
重
点
的
に

飼
料
の
配
分
を
行
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

畜
産
物
の
生
産
動
向

2 

五
九



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
六

O

第
却
表
は
、
主
要
畜
産
物
の
生
産
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
六

t
八
O
年
の
年
平
均
の
六
六

t
七
O
年
の
年
平
均
に
対
す
る
比
率
を
み
る
と
、
鶏
卵
は
、

七
六
・
三
%
と
高
い
伸
び
を
示
し
、

食
肉
も
二
七
・
六
%
の
伸
び
で
あ
っ
た
が
、
牛
乳
は
一
四
・
九
%
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
食
肉
の
な
か
で
は
、
家
き
ん
肉
は
二

倍
と
な
り
、
牛
肉
お
よ
び
子
牛
肉
も
三
割
増
で
あ
っ
た
が
、
豚
肉
は
一
六
・
二
%
の
増
に
と
ど
ま
り
、
羊
肉
、

子
羊
肉
、
山
羊
肉
は
、

減
少
し
た
。

食
肉
に
つ
い
て
は
、

七
五
年
ま
で
は
、

ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
大
し
た
が
、

七
六
年
に
は
、
対
前
年
比
で
約
一
割
の
減
を
示
し
、

そ
の
後
、

回
復
に
転
じ

七
八
年
に
は
、

一
五
・
五
百
万
ト
ン
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
は
、

七
八
年
水
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

八
一
年
に
は
、

七
五
年
水
準
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

食
肉
を
内
訳
別
に
み
よ
う
。
牛
肉
お
よ
び
子
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
六
六
年
以
降
、

七
八
年
ま
で
は
、

ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
大
し
た
が
、

七
九
年
以
降
は
七
八
年
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
豚
肉
に
つ
い
て
は
、
年
変
動
が
顕
著
で
あ
る
が
、
特
に
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、

七
六

t
八
O
年
の
年
平
均
が
、

ン
で
あ
っ
た
が
、

七
六
年
以
降
は
、

七一

1
七
五
年
の
年
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
豚
肉
生
産
量
は
、
七
五
年
に
は
五
・
七
百
万
ト

い
ず
れ
も
七
五
年
水
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
八
一
年
の
数
値
は
、
七
一
年
の
数
値
を
も
下
回
っ
て

い
る
。
羊
肉
、

子
羊
肉
、
山
羊
肉
は
、
六
六
年
以
降
、
生
産
は
低
迷
し
て
い
る
の
に
対
し
、
家
き
ん
肉
は
、

ほ
ぼ
一
貫
し
て
順
調
に
生

産
は
増
大
し
て
い
る
。

以
上
、
述
べ
た
生
産
動
向
を
反
映
し
て
、
食
肉
の
中
に
占
め
る
家
き
ん
肉
の
比
率
は
、
六
六
年
の
七
・
八
%
か
ら
、

八
O
年
に
は
、

一
四
・
O
%
へ
と
著
し
い
上
昇
を
み
せ
て
い
る
。
牛
肉
お
よ
び
子
牛
肉
は
、

ほ
ぼ
四
五
%
前
後
の
比
率
と
な
っ
て
お
り
、

八
O
年
に
は

四
四
・
七
%
で
あ
っ
た
。
豚
肉
に
つ
い
て
は
、
六
六
年
に
は
、
牛
肉
お
よ
び
子
牛
肉
を
若
干
上
回
っ
て
い
た
が
、

七
0
年
代
後
半
以
降



. 皐~
J、

第m表主要畜産物の生産動向(全経営類型)
(単位・百万ト:/，鶏卵1l:1O億個〕

食肉計 内 言尺

(主体重)牛肉およI豚 肉|||羊子羊肉，肉肉 I家きん肉
牛乳 鶏卵

ぴ子牛肉 山羊

11. 6 5.2 j 4.3 0.9 80.6 35.8 

平 1971-1975(同 14.0 6.0 5.4 1.0 1.3 87.4 51. 4 

均 1976-1980(c) 14.8 6.8 : 5.0 o.ヲ 1.8 92.6 63.1 

C/A 127.6 131コ.8 116.2 90.0 200.0 114.9 176.3 

C!B 105. 7 113.3 92.6 i 90.0 138.5 105.9 122.8 

B/A 120.7 115.4 125目 6: 100.0 144.4 108.4 143.6 

1966 10.7 4.4 4.5 0.9 o. 7 76.0 31. 7 

1967 11. 5 5.1 4.5 1.0 0.8 79.ヲ 33.9 

1968 11. 6 5.5 4.1 1.0: 0.8 82.3 35.7 

1969 11. 8 5目 6 4.1 しO 0.9 81. 5 37.2 

1970 12.3 5.4 4.5 しO 1. 1 83.0 40.7 

1ヲ71 13.3 5.5 5.3 1.0 1.2 83.2 45.1 

Iヲ72 13.6 5.7 5.4 0.9 1.2 83.2 47.9 

1973 13.5 5.9 5.1 1.0 1.3 88.3 51. 2 

lヲ74 14.6 6.4 5.5 1.0 1.4 91. 8 55.5 

1975 15.0 6.4 5.7 1.0 1. 5 ~ 90.8 57.5 

1976 6.6 4.3 0.9 し4 89.7 56.2 

1977 14.7 6.9 5.0 0.9 1.7 94.9 61. 2 

1978 15.5 7.1 5.3 1.9 94. 7 64.5 

1979 15.4 6.9 5.3 0.9 2.0 93.2 65.8 

1980 15.0 6.7 5.1 0.8 2.1 67.8 

1981 15.2 6.7 ! 5.2 0.8 2.3 88.5 70.9 

出所IT'ソ連邦国民経済統計.，J， (各年版)より作成.

81年については速報値であり， USDA， AgricultUl・alSituation: USSR， 

Review of Agriculture in 1981 and Outlook for 1982， May 1982によ

る. 



第 31表家音の生産性の動向〈全経営類型，但し，産卵

量は，社会化部門のみ〕

成鶏 i羽当
り年聞の産
卵数

(単位:kg，産卵量は個〉

国家に~売された家畜 | 
の l頭当り平均重量 | 

牛|豚(
乳牛 11現当

り搾乳量

132 

166 

201 

202 

202 

1ヲ9

2α3 

201 

85 

107 

97 

97 

104 

105 

104 

101 

256 

309 

330 

330 

352 

361 

358 

350 

1，853 

2，110 

2，204 

2，179 

2，294 

2，2正0

2，2コ7

2， 143 

ω倒
的

1965 

1970 

1ヲ75

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

152.3 

121. 1 

100.0 

125.8 

121. 1 

118.8 

94.4 

90.7 

125.9 

96.3 

136. 7 

113.3 

106.1 

120.7 

106.8 

115.7 

101.5 

97.2 

113目 9

104.5 

(防

(M DjB 

DjC 

BjA 

CjB 

比
率
(
M
W
)

-{ハ一戸

は
、
ほ
ぼ
三
分
の
一
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
羊
肉
、
子
羊

肉
、
山
羊
肉
に
つ
い
て
は
、
六
六
年
の
八
・
四
%
か
ら
、
八

五
・
一
二
%
と
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
そ
の
比
率
は
低

O
年
に
は
、

下
し
て
い
る
。

牛
乳
生
一
産
に
つ
い
て
は
、
六
六
年
以
降
に
お
い
て

七
四

年
ま
で
は
、
六
九
年
を
除
き
、
生
産
は
、
増
大
傾
向
に
あ
っ

出所 IFソ連邦国民経済統計.iI， (各年版〉より作成.

+-

泊二

七
五

七
六
年
と
減
産
に
な
り

七
七
年
に
は

九

四
・
九
百
万
ト
ン
の
生
産
を
記
録
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以

降
は

一
貫
し
て
、
減
少
し
て
お
り
、

八
一
年
の
生
産
水
準

キ
J
F

、ヰホ、ヰ
A
F

七
三
年
な
み
で
あ
る
。

鶏
卵
に
つ
い
て
は

六
六
年
以
降
に
お
い
て
、

七
六
年
が

対
前
年
比
で
、
若
干
の
減
と
な
っ
た
以
外
は

一
貫
し
て
増

産
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

3 

家
畜
の
生
産
性
の
動
向

第
剖
表
は
、
家
畜
の
生
産
性
の
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
乳
牛
一
頭
当
た
り
搾
乳
量
は

七
七
年
に
は

九
四
キ
ロ
で
あ
っ
た
が

そ
れ
以
降
は
、
減
少
に
転
じ

)¥ 



O
年
に
は
、
二
一
四
三
キ
ロ
と
な
っ
た
。
我
が
国
の
五
一
九

0
キ
ロ
(
八

O
年
)
の
水
準
に
比
す
れ
ば
、
著
し
く
低
い
状
況
に
あ
る
。

国
家
に
販
売
さ
れ
る
牛
の
一
頭
当
た
り
平
均
重
量
は
、

七
八
年
に
は
、
三
六
一
キ
ロ
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
は
、
減
少
に
転
じ
、

八
O
年
に
は
、
三
五

0
キ
ロ
と
な
っ
た
。

八
O
年
の
我
が
国
の
数
値
は
、
去
勢
若
齢
肥
育
牛
が
、
六
一
三
キ
ロ
、
乳
用
雌
牛
が
、
六
四

四
キ
ロ
だ
っ
た
の
に
比
す
れ
ば
、
著
し
く
低
い
も
の
で
あ
る
。

成
鶏
一
羽
当
た
り
年
間
の
産
卵
数
は
、

七
五
年
以
降
ほ
ぼ
二

O
O個
の
水
準
に
あ
る
が
、

八
O
年
の
我
が
国
の
数
値
は
、
二
六
四
個

だ
っ
た
の
に
比
す
れ
ば
、
低
い
水
準
に
あ
る
。

以
上
み
た
ご
と
く
家
畜
の
生
産
性
は
、
我
が
国
の
そ
れ
と
比
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
が
、
乳
牛
一
頭
当
た
り
搾
乳
量

は
、
七
七
年
以
降
、
国
家
に
販
売
さ
れ
た
牛
の
一
頭
当
た
り
平
均
重
量
は
、

七
八
年
以
降
、

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、

飼
料
事
情
の
悪
化
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

注
(

l

)

本
節
に
お
け
る
我
が
闘
の
数
値
は
、
農
林
水
産
省
『
音
産
物
生
産
費
調
査
報
告
』
昭
和
五
五
年
度
に
よ
る
。
な
お
、
鶏
卵
に
つ
い
て
は
、
一

個
当
た
り
重
量
を
六

0
グ
ラ
ム
と
し
て
計
算
し
た
。
産
卵
数
は
、
正
常
卵
の
み
で
、
こ
の
他
に
、
不
正
常
卵
六
個
が
あ
る
c

4 

飼
料
の
消
費
状
況

第
招
表
は
、
家
畜
お
よ
び
家
き
ん
の
飼
料
消
費
の
状
況
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

六
五
年
か
ら
八

O
年
の
期
間
に
お
い
て
、
放
牧
地
で
の
飼
料
の
消
費
が
ほ
ぼ
横
ば
い
と
低
迷
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
濃
厚
飼
料
が

ニ
・
二
倍
と
急
増
を
示
し
て
い
る
。
多
汁
質
飼
料
お
よ
び
粗
飼
料
は
四
割
の
増
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
な
か
で
は
、

サ
イ
レ

l
ジ
は
一
九

%
の
伸
び
に
過
ぎ
ず
、
乾
草
は
横
ば
い
で
あ
る
。
三
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
も
あ
る
採
草
・
放
牧
地
で
の
飼
料
生
産
が
低
い
水
準
の
ま
ま

に
長
期
的
に
低
迷
し
て
い
る
た
め
、
耕
地
で
の
飼
料
作
の
作
付
け
を
急
速
に
拡
大
し
た
が
、

そ
れ
で
も
飼
料
需
要
の
増
大
に
対
応
で
き

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
六
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第 32表家畜および家きんの飼料消費(全経営類型)
(単位:百万ト:1)

1965 1970 1975 1976 1977 1978 1979 198コ 比 率 (%) 

(A) (B) (c) (0) (E) B/AIC/B!E/C!E/AIE/D 
一一一一一ー 一

濃 厚 飼 ギ} 65.3 103.2 118.9 117.4 143.0 145.9 146.6 143.9 158 115 121 220 101 

多 汁 質 飼 来T 416.6 447. 1 501. 6 529.5 6∞.1 610.8 574.4 585.8 107 112 117 141 98 

う ち サ イレージ 166.7 156.2 171. 1 164.1 205.4 2∞.3 203.0 198.9 94 110 116 119 97 

粗 飼 料 164.0 173.1 237.6 221. 1 235.1 240.8 247.9 231. 7 106 137 98 141 99 

うち乾 草 78.2 I 84.8 I 78.8 I 74.6 I 72.6 I 74.7 I 79.0 I 78.8 I 108 93 100 101 l仁9

放 牧地での飼料 97 94 97 96 

飼料計(飼料単位換算)
幻日間 2 …。|… 6 叩 3ぺ118

112 108 143 99 

標準的な牛(l EE当り換算の
22.51 24.81 25.1 I 25.51 27.3: 26.9 I 26.1 I 25.7 I 110 101 102 94 

飼料支出 ツェントネル)

出所Irソ連邦国民経済統計J]， 80年版， 253頁より作成.
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粗
飼
料
は
、
六
五
年
の
一
六
四
百
万
ト
ン
か
ら
、

七
五
年
に
は
、
ニ
三
七
・
六
百
万
ト
ン
に
増
大
し
た
が
、

そ
の
後
は
、
伸
び
な
や

八
O
年
の
数
値
は
、
七
五
年
の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。
粗
飼
料
の
う
ち
の
乾
草
は
、
六
五
年
以
降
横
ば
い
で
あ
り
、

O
年
は
、
六
五
年
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
あ
る
。
乾
草
に
つ
い
て
は
、
多
汁
質
飼
料
に
比
し
、
莫
大
な
労
力
と
資
金
が
必
要
で
あ
り
、

み
と
な
り
、

八ま

た
、
そ
の
作
業
の
た
め
の
機
械
化
が
遅
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え
乾
草
の
効
率
的
な
給
飼
施
設
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
営
の
乾
草
に

(
2
)
 

対
す
る
関
心
は
低
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

放
牧
地
で
の
飼
料
は
、
六
五
年
以
降
、
低
迷
を
続
け
て
い
る
が
、
特
に
、

七
九
年
と
八

O
年
の
不
振
は
顕
著
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
六

五
年
水
準
を
も
下
回
っ
て
い
る
。

飼
料
単
位
で
換
算
し
た
飼
料
計
は
、
六
五
年
の
二
七
八
・
五
百
万
ト
ン
か
ら
、

七
八
年
に
は
、

四
O
九
・
六
百
万
ト
ン
に
増
大
し
た

が
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ
、
八

O
年
に
は
三
九
八
・
一
百
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

(

3

)

 

標
準
的
な
牛
一
頭
当
た
り
換
算
の
飼
料
消
費
(
飼
料
単
位
換
算
)
は
、
六
五
年
の
二
二
・
五
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
か
ら
、
七
七
年
に
は
、

(

岳

〉

二
七
・
一
ニ
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
に
増
大
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
、
八

O
年
に
は
、
二
五
・
七
ツ
エ
ン
ト
ネ
ル
と
、
ほ
ぼ
七

六
年
水
準
に
ま
で
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
比
較
的
高
い
水
準
で
畜
産
の
発
展
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、
標
準
的
な
牛
一
頭
当
た
り
換
算
の

飼
料
消
費
は
、
三
五
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
を
下
回
ら
な
い
量
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
績
値
は
、

」
れ
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、

か

っ
、
七
七
年
以
降
、

一
一
層
飼
料
消
費
の
状
況
は
、
悪
化
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

注
(

l

)

七
八
/
七
九
年
度
に
お
い
て
、
濃
厚
飼
料
中
の
穀
物
の
比
率
は
、
八
五
%
と
推
定
さ
れ
て
い
る
〈
玄

krz-u-N与
P
R
ω
c
i
2
2
5
・

三

o
n
r
r
z
z
宮町田宮町問問

5
3・h

引
き
主
同
町
S
S
謡、
3
R
S言
。
¥
円
b
h
g
h
p
H
C
F
E
開
口

C
S
E口
〈

U
c
s
s
-
5
0

《

UCロ四円。日
ω
E
E
Z

C
少

C-ω
・の
0
2
5
5
S
H
F
-
E
E
m
c
B
8
5
3・
〈

c--F
司

--S)
。

(

2

)

八

O
年
八
月
一
五
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
。

プ
レ
ジ
ヰ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
六
五



デ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の

y
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
六
六

(

3

)

乳
牛
を
一
と
し
、
乳
牛
以
外
の
牛
を

0
・
六
、
豚
を

0
・
三
、
羊
お
よ
び
山
羊
を

0
・
一
、
家
き
ん
を

0
・
0
こ
と
し
て
、
換
算
し
た
も
の

で
あ
る
(
白

ωロ
〉

w
h
hミ
ghhzミ
N
めた

EhhSNhqh混
同

-MNき
な
さ
ミ
マ
返
さ
き
に
。
ミ
向
。
。
除
、
当

LNMM白
N・
〉
間
三

--q∞-u
同】・日臼)。

(

4

)

標
準
的
な
牛
一
一
玖
当
た
り
飼
料
消
費
の
現
在
の
水
準
と
、
飼
料
の
一
部
が
よ
り
高
い
給
飼
水
準
に
あ
る
と
こ
ろ
の
コ
ソ
プ
レ
ッ
ク
ス
や
養
鶏

工
場
に
ふ
り
む
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
現
時
点
で
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
畜
産
飼
育
所
の
多
数
の
割
合
の
も
の
は
、

標
準
的
な
牛
一
一
政
当
た
り
で
、
一

O
t
一
五
生
前
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
の
飼
料
し
か
消
費
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
ハ
「
・

何
言
2
唱曲

4
0
P
J】
毛
田
。
。
』

4

2出
回
出
回
皇
自
由
J
'
w
き
足
。
』

S
E
n
S
F
2
0
N。
N
S混
交
誌
晶
子
叫
羽
田

0・
ゲ
-
エ
リ
ス
ト
ラ
ト
フ
「
第

一
次
的
課
題
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
七
月
号
)
。

(
5
)
F
・
エ
リ
ス
ト
ラ
ト
フ
前
掲
論
文
。
な
お
、
ソ
連
の
先
進
的
な
経
営
の
経
験
や
外
国
の
実
践
が
一
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
標
準
的
な
牛
一
一
政
当
た
り

で
は
、
四

O
t
四
五
飼
料
単
位
ツ
エ
ン
ト
、
不
ル
を
給
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
も
の
も
あ
る

(
2・
民
国
国
M
W

巾
P

J白
血
ロ
唱
曲
目
白
巾
甲
由
民
国
国

司
自
国
号
室
田
唱
。
出
ω
回。

LH2国
阻
害
出

g
a
-
-
U
E足。』
h
R
E
n
S争
史
。
向
。
」
円
。
μ送
開
ミ

SRw
吋
"
∞

0・
エ

γ
・
タ
ニ
ャ

I
ゼ
フ
「
食
肉
生
産
の
発

展
方
向
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
七
月
号
)

G

ま
た
、
標
準
的
な
牛
一
一
政
当
た
り
飼
料
消
費
の
家
畜
学
的
な
最
適
量
を
、
一
三
ニ

t
一
一
一
五
飼
料
単
位

ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ん
と
す
る
も
の
も
あ
る
(
エ
ロ
C
旬
。
国
内
園
長
Y

長
勺

2
4田
宮
口
唱
。

5
回。

LH2回
国
民

0
3呂
田
国
同

2
0由
民
国
岡
田
国
』
同
日
目

V
E
g
5・

由民国民
J

司、

S
E
v
-
2
N
O匂十
両

h
H
S
N
g
u
U
U
3・
イ
・
ポ
ロ
ヴ
エ
ン
コ
「
工
業
化
の
条
件
下
に
お
け
る
飼
料
生
産
の
予
備
」
『
計
画
経
済
』
七
九

年
三
月
号
)
。

5 

畜
産
部
門
の
当
面
す
否
問
題
点

す
で
に
み
た
ご
と
く
、
畜
産
物
の
生
産
量
は
、
食
肉
に
つ
い
て
は
、

七
八
年
以
降
、
牛
乳
に
つ
い
て
は
、

七
七
年
以
降
低
下
傾
向
に

あ
り
、

ま
た
、
家
畜
の
生
産
性
も
、
す
で
に
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
が
、
最
近
年
次
に
お
い
て
、
更
に
、

一
層
低
下
す
る
傾
向
を

み
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
最
近
年
次
に
お
け
る
畜
産
部
門
の
不
振
の
背
景
に
は
、
飼
料
基
盤
の
脆
弱
さ
が
あ
る
。

標
準
的
な
牛
一
頭
当
た
り
で
み
た
飼
料
消
費
量
は
、
不
充
分
な
水
準
に
あ
る
う
え
、

七
七
年
以
降
は
、

一
層
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。

飼
料
全
体
の
な
か
で
は
、
穀
物
を
中
心
と
す
る
濃
厚
飼
料
の
消
費
が
顕
著
に
増
大
し
て
い
る
。
第
お
表
は
、
米
国
農
務
省
推
定
の
ソ



第 33表米国農務省推計のソ連の穀物需給パランス

(単位:百万ト;/)

貿 易 量 利用 利 用 量 在 庫
年 度 生 産 量

輸入|輸出|純貿易量 合計|種子|工業用|食糧|ロ ス|飼料可能量 変 動

1963/64 107.5 4.7 十 5.7 110 23 2 47 5 32 + 3 

64/65 152.1 2.6 4.3 - 1. 7 130 22 3 45 17 44 十 2コ
65/66 121. 1 9.0 5.3 十 3.7 125 13守 24 3 44 12 56 - 14 

66/67 171. 2 3.9 5.3 1.4 170 144 24 3 44 14 60 + 26 
67/68 147.9 2.3 6.4 - 4.1 144 146 24 3 44 12 64 2 

68/69 169.5 1.2 7.4 - 6.2 163 160 25 3 44 17 72 + 3 

69/70 162目4 1.8 7.6 - 5.8 157 177 23 3 45 23 83 - 20 

70/71 186.8 1.3 日目 5 - 7.2 180 188 25 3 45 22 92 B 

71/72 181. 2 8.3 6ワ + 1. 4 183 181 27 3 45 13 ヲ3 十 2 

72/73 168.2 22.8 1.8 十 21.4 18'7 187 26 3 45 15 98 + 2 

73/74 222.5 11. 3 6.1 + 5.2 228 214 27 3 45 33 105 + 14 
71/75 195.7 5. 7 5.3 十 0.4 196 206 28 3 45 23 107 - 10 

75/76 140.1 26.1 0.7 + 25.4 166 180 28 3 45 14 89 - 14 

76/77 223.8 11. 0 3.3 + 7.7 232 221 29 3 45 31 112 十 11

77/78 19己 7 18.9 2.3 + 16.6 213 228 28 4 45 29 122 - 16 

78/79 237.4 15.6 2.8 + 12.8 250 231 日呂 4 46 28 125 十 19

79/80 179.2 31. 0 0.8 20ヲ 28 4 46 22 123 - 13 

80/81 189.0 34.8 0.5 + 34.3 223 228 27 4 47 28 122 5 

81/82 175.0 46.0 1.0 十 45.0 220 220 4 47 l日 123 O 

出所Jr米国農務省資料.n(82年 6月11日発表).

注(1) マイナスは純輸出，または，在庫の減少を示す.年度は穀物年度 (7月~翌年 6月)である.

(2) 80/81年度は推定， 81/82年度は見通しである.

11(-tJ 



連
の
穀
物
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
穀
物
の
飼
料
向
け
利
用
量
は
、
六
三
一
/
六
四
年
度
の
三
二
百
万
ト
ン
か
ら
、

七

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
六
八

九
/
八

0
年
度
に
は

一
二
三
百
万
ト
ン
へ
と
顕
著
に
増
大
し
て
い
る
。
種
子
、

工
業
用
、
食
糧
用
の
穀
物
需
要
は
比
較
的
安
定
し
て

い
る
の
で
、
近
年
に
お
い
て
は
、
穀
物
の
需
要
増
は
、

ほ
と
ん
ど
が
飼
料
用
の
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
七
二
/

七
三
年
度
以
降
は
、
大
量
に
穀
物
の
輸
入
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、

七
五
年
の
穀
物
の
凶
作
の
場
合
は
、

あ
ま
り
に
も
凶
作
の
度

A
口
、
が
宜
問
か
か
っ
た
た
め
に
、

七
五
/
七
六
年
度
に
は
、

ネ
ッ
ト
の
穀
物
輸
入
量
が
二
五
・
四
百
万
ト
ン
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

年
度
の
飼
料
用
穀
物
の
利
用
量
は
、
対
前
年
度
で
、

一
八
百
万
ト
ン
減
と
な
り
、
中
小
家
畜
の
と
殺
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

七
九

t
八
一
年
の
三
年
連
続
穀
物
不
作
の
た
め
に
、
大
量
の
穀
物
の
輸
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飼
料
向
け
の
穀
物
利
用
量
は
、
八
O
/

八
一
年
度
に
つ
い
て
は
、

七
九
/
八

0
年
度
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

る
飼
料
給
与
中
の
濃
厚
飼
料
の
比
率
は
、

四
五

t
玉
O
%
と
な
っ
て
い
る
。
研
究
機
関
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
本
数
値
は
、
二
五

t
三

O

飼
料
消
費
中
に
お
い
て
、
濃
厚
飼
料
の
比
率
が
、
著
し
く
上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
牛
の
給
飼
に
お
い
て
、
過
度
に
濃
厚

飼
料
の
比
率
を
た
か
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
濃
厚
飼
料
の
七
五
%
強
が
、
牛
の
飼
育
の
た
め
に
ふ
り
む
け
ら
れ
て
お
り
、
牛
に
対
す

%
に
す
る
の
が
目
的
に
か
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
濃
厚
飼
料
の
比
率
は
、
高
す
ぎ
る
の
で
、
給
与
さ
れ
る
濃

サ
イ
レ

i
ジ
、
グ
ラ
ス
ミ

I
ル
等
で
代
替
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
丸
一
九
c

厚
飼
料
の
一
部
を
乾
草
、

へ
イ
レ

l
ジ、

飼
料
は
、
単
に
不
足
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
質
の
面
で
も
問
題
が
あ
る
。
第
担
表
は
、
配
合
飼
料
の
生
産
動
向
を
表
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
六
五
年
以
降
に
お
い
て
、

配
合
飼
料
の
生
産
は
、
顕
著
に
増
大
し
て
い
る
が
、

八
O
年
に
お
い
て
も
、
濃
厚
飼
料

消
費
量
に
対
す
る
配
合
飼
料
生
産
量
は
、

四
四
・
八
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
状
に
お
い
て
も
、
年
間
八
O
百
万
ト
ン

〈

2
)

以
上
の
穀
物
は
栄
養
強
化
さ
れ
な
い
形
態
で
、
家
畜
に
給
与
さ
れ
て
い
る
。
穀
物
の
ま
ま
で
給
与
す
る
と
、
配
合
飼
料
に
比
し
て
、
飼



七
七
年

消
費
を
招
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

料
の
超
過
消
費
は
、
約
三
O
%
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
勾
。
現
状
に
お
い
て
は
、
配
合
飼
料
の
比
率
が
低
い
故
に
、
大
量
の
飼
料
の
超
過

配
合
飼
料
の
生
産
増
に
は
、
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
配
合
飼
料
工
場
の
原
料
確
保
度
は
低
い
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
、

に
お
い
て
、
国
営
の
配
合
飼
料
企
業
に
お
け
る
原
料
確
保
度
は
、
油
粕
、
糠
に
つ
い
て
は
八
五
%
、

七
%
、
脱
脂
粉
乳
に
つ
い
て
は
一
七
%
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
ハ
向
。
配
合
飼
料
工
場
に
あ
っ
て
は
、
原
料
の
確
保
難
の
た
め
に
、
稼
働
率

が
低
い
も
の
も
み
う
け
丸
刈
、
ま
た
、
倉
庫
も
不
足
し
て
い
託
。

A
寸
後
も
、
配
合
飼
料
の
生
産
増
に
努
め
、
そ
の
濃
厚
飼
料
中
に
お
け

AjB 

(%) 

23.7 

23.0 

35.2 

39.4 

35.9 

38.8 

41. 1 

44.8 

配合飼料の生産動向
〈単位:百万トン〉

1-l濃厚飼料lの生産量 の消費量

ω(B)  

15.5 I 65.3 

23.7 I 103.2 

41. 8 I 118.9 

51.31 143.0 j 

56.6 I 145.9 

60.3 I 146.6 

64.4 I 143.9 

第 34表

ω国
仰

向

1965 

1970 

1ヲ75

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

220.4 

139.4 

121. 0 

158.0 

115.2 

415.5 

271. 7 

154.1 

152.9 

176.4 

(D) 

，D/A 

芸IDjB

~D/C 

IBjA 

、CjB

(%) 

フ
ィ
シ
ュ
ミ

l
ル
に
つ
い
て
は
四

る
比
率
を
#
~
か
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

出所Ii'ソ連邦国民経済統計.!I， 8C年版， 193頁

および 253頁より作成.

家
畜
に
給
与
さ
れ
る
飼
料
中
の
蛋
白
質
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
科
学
的
に
根
拠
づ
け
ら

れ
た
標
準
で
は
、
可
消
化
蛋
白
質
を
一
O
四
t
一
一
O
グ
ラ

ム
を
含
む
こ
と
が
予
見
さ
れ
て
い
る
の
に
、
実
際
上
の
蛋
白

質
の
含
有
量
は
、
九
五
グ
ラ
ム
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

ロ

;/ 

ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
で
は
、
六
O
t
七

0
グ
ラ
ム
に
し

(

7

)

 

か
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
蛋
白
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
な
い
こ
と
は
、
飼
料
の
超
過
消
費
と
家
畜
の
育
成
・
肥

育
の
期
間
の
増
大
を
招
い
て
い
一
日
。
ま
た
、
蛋
白
質
以
外
に

も
、
ヴ
ィ
タ
ミ

λ
艇
、
燐
や
ミ
ネ
ラ
九
州
、
島
問
等
の
不
足

一
六
九



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七
O 

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
飼
料
を
確
保
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
が
、
飼
料
生
産
面
で
、
豆
類
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
グ

ラ
ス
ミ

I
ル
等
が
低
迷
し
て
い
る
の
が
問
題
と
な
り
て
い
る
。

牧
箪
関
係
の
飼
料
に
つ
い
て
は
、
収
穫
、

調
整
、
保
管
の
過
程
に
お
い
て
、
多
量
の
ロ
ス
と
品
質
の
低
下
を
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ

ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
、
飼
料
の
品
質
が
悪
い
こ
と
に
よ
り
、
二
八
t
三
O
百
万
ト
ン
飼
料
単
位

(

ロ

)

こ
れ
は
、
生
産
量
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
経
営
に
お
い
て
は
、

(

日

〉

サ
イ
レ

l
ジ
、
へ
イ
レ

l
ジ
の
ロ
ス
は
、
二
O
t
三
O
%
に
達
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ス
と
品
質
の

(

リ

け

)

(

い

U
)

低
下
は
、
収
穫
の
遅
れ
、
調
整
、
保
管
が
適
切
で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
八
一
年
の
始
め
に
お
い
て
、

ち
、
七
七
年
に
お
い
て

コ
ル
ホ
ー
ズ
、

の
飼
料
を
無
駄
に
し
た
が
、

乾
草
、

ロ
シ
ア
共

和
国
で
の
サ
イ
レ

l
ジ
お
よ
び
へ
イ
レ
|
ジ
の
施
設
の
確
保
率
は

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は
四
四
%
、

(

凶

)

ぎ
な
い
と
さ
れ
、
乾
草
の
保
管
施
設
も
不
充
分
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
三
八
%
に
し
か
過

飼
料
の
不
足
、
特
に
、
蛋
白
質
飼
料
の
不
足
の
た
め
に
、

七
九
年
に
お
い
て
、
子
牛
に
給
与
さ
れ
た
牛
乳
量
は
、
全
国
の
コ
ル
ホ

l

七
・
一
百
万
ト
ン
、
同
じ
く
脱
脂
粉
乳
は
、
約
一
四
・
一
百
万
ト
ン
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
、
飼
料
向
け
に
は
、

全
国
の
牛
乳
総
生
産
量
の
約
一
O
%
、
牛
乳
の
蛋
白
質
の
ほ
ぼ
半
分
に
達
し
て
い
る
。

ズ、

ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
、

(

凶

)

飼
料
、
が
量
的
に
不
充
分
な
う
え
に
、
質
的
に
も
蛋
白
質
不
足
等
の
問
題
が
あ
る
た
め
に
、
育
成
・
肥
育
の
期
間
を
長
い
も
の
と
し
、

ま
た
、
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
家
畜
の
生
産
性
を
低
い
ま
ま
に
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
飼
料
の
超
過
消
費
を
招
い
て
い
る
と
み
ら
れ

〈

凶

〉

る
。
ソ
連
に
お
い
て
は
、
飼
料
効
率
は
、
西
側
先
進
諸
国
に
比
較
し
て
、
低
い
水
準
に
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

飼
料
基
盤
を
、
量
的
に
も
質
的
に
も
強
化
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
畜
産
振
興
上
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ソ
連
の
家
畜

の
生
産
性
は
、
乳
牛
一
頭
当
た
り
搾
乳
量
で
み
て
も
、

と
殺
時
の
牛
の
生
体
重
で
み
て
も
、

ま
た
、
豚
の
育
成
・
肥
育
の
期
間
で
み
て



も
、
低
い
状
況
に
あ
る
。
家
畜
の
改
良
を
進
め
る
と
と
丸
山
)
、
改
良
さ
れ
た
家
畜
の
能
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
飼
料
基
盤
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
人
工
授
精
の
普
丸
判
や
家
畜
の
再
生
息
軒
は
低
い
状
況
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
改
善
も
必
要
で
あ
ろ

λ
ノ
。

注
(

l

)

ヱ
・
コ
。
吉
田
市
甲
南

M
g
w
d包
囲
吉
田
巾
。
弓
由
自
民
間
。
勺
言
。
ロ

-XM5回
o
h
2国白
J
'
W
5
R
O
L
E
E
n
S
F
2
0
N
O
N
G匂
河
島
町

s
g
w
ア
由
。
(
イ
・

パ
ロ
ヴ
ェ
γ
コ
「
飼
料
生
産
部
門
の
発
展
」
『
農
業
経
済
』
八

O
年
七
月
号
)

C

ハ
2
)
2・
の

5
Z
E
E
-
d
9
9
2
2
H
O
ω
回
出
向
叶
回

O
回
。
」
雪
国
国
同
』
貝
同
叶
C
出
口

2
5
2
5一
2
E
4巾吋
E
Z
E
5
E
E
J
'苦
言

。

き

E

h
s
R
5
v
N
O
N
E
h
a
Hミ
S
F
P
∞
-
(
エ

γ
・
ス
メ
タ

1
ニ
γ

「
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
に
お
け
る
農
業
、
戦
略
と
戦
術
」
『
農
業
経
済
』
八

一
年
四
月
号
)
。

(

3

)

目0
・
穴

O
E諸
国
¥
己
国
民
回
国

MME出
回
目
。
↓
岳
『

ωas--v巾
ω与
国
旬
回

2
2巾
国
富
市
可
。
ロ
唱
。

Eω
国
o
h
2
E
J
司、向島、

h
s
s
h。
詰

hH門司
Mho-

P
3
(
ユ
・
コ
バ
レ
フ
「
穀
物
ロ
ス
の
解
消

1
ー
そ
の
生
産
増
大
の
予
備
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
四
月
号
)
。

(

4

)

甲
南
・
ロ

S
O国
2
5
w
d
2
4回
E
3
0
5回。
h
2
E
E唱
き
園
田

1
8国
民
国
阿
国
出
』
同

2-】国白』
522zuw・
b-さ
き
さ
町
民
己
注

S
F

P
3
(イ
・
パ
ロ
ヴ
ェ
ン
コ
「
工
業
化
の
条
件
下
に
お
け
る
飼
料
生
産
の
予
備
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
三
月
号
)
。

(

5

)

例
え
ば
経
営
間
協
業
に
よ
る
配
合
飼
料
工
場
の
稼
働
率
は
、
原
料
の
入
手
難
か
ら
、
わ
ず
か
に
四
四
%
で
あ
る
(
イ
・
パ
ロ
ヴ
ェ
ソ
コ
、
前

掲
論
文
、
『
計
画
経
済
』
七
九
年
三
月
号
)
。

(

6

)

配
合
飼
料
企
業
に
お
け
る
原
料
用
の
倉
庫
容
量
が
不
充
分
な
こ
と
が
、
穀
物
調
達
の
最
盛
期
に
お
け
る
企
業
の
り
ズ
ミ
カ
ル
な
作
業
の
た
め

の
原
料
ス
ト

y
p
を
充
分
に
確
保
す
る
可
能
性
を
与
え
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
〉
口
曲
目
旬

54巾
E
S
F
回
目
吋

O国
42vo夕
食
ロ
目

uoah・

巾
5
L
3
ω
回
雪
国
回
目

o
v
a
E
R
O
E
S
O田
口

3
5
L巨
見
出
国
。

2
出
J
h
wき
さ
注
目

E
p
b
R
D
N
O
N
E誌円
S
E
W
M
u
g
-
7
・
パ
ヴ
リ
ユ

チ
エ
ン
コ
フ
、
ヴ
ェ
・
ゴ
ソ
チ
ャ
ロ
フ
「
配
合
飼
料
工
業
発
展
の
諸
問
題
」
『
農
業
経
済
』
八
一
年
二
月
号
)
。

(

7

)

回
・
回
目
当

4可
帽
子
旬
・
穴
。
浜
市
出

ROE-Rdoah同市巾
zgSFω
。

E
4
F
目
MEm-u回阿
LEu-》冨
Oロ
目
呂
田

ω回
ohH2Ew--URR足
。
注
宮
廷
判
。

ξ
事
実
ロ

N。

し
ベ
。
句
迫
崎
町
当
N
E
V
M
U

∞
-
(
ヴ
ェ
・
ド
ラ
チ
ウ
夕
、
エ
リ
・
コ
ヂ
ェ
ソ
コ

1
ヴ
ァ
「
飼
料
生
産
の
予
備
の
よ
り
完
全
な
る
利
用
」
『
農
業
経
済
』

八
一
年
二
月
号
)
。
な
お
、
蛋
白
質
の
確
保
率
に
つ
い
て
は
、
七

O
I
七
五
%
と
す
る
も
の
(
回
・
ヨ
白
沼
田
問
国

E
F
J
2
Z同
町
田
令
国
民
国
民
国
国

問
。
司

FB回
O
B
a自
民
災
民

E
4
2
8由。
h
2固曲、
J

ロ・

h
a
E
v
q
S
N
g
h出崎町
s
h
o
w
P
3
ヴ
ェ
・
マ
ニ
ャ

1
キ
ソ
「
畜
産
の
飼
料
基
盤
の
集
約

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
七

化
」
『
計
画
経
済
』
七
九
年
六
月
号
)
、
七
五

l
八
O
%
と
す
る
も
の
(
イ
・
パ
ロ
グ
エ
ン
コ
、
前
掲
論
文
、
『
農
業
経
済
』
λ
O
年
七
月
号
)
、

八
O
t
八
五
%
と
す
る
も
の
(
『
・
何
言

2
宮
g
P
Rロ
呂
田

0044巾』
E
泊

SLH2白
J
h
wき
足
。
』

S
E
n
句、F
2
q
g
N
S
M
N
H崎町、
agu

ps-
ゲ
-
エ
リ
ス
ト
ラ
ト
フ
「
第
一
次
的
課
題
」
『
農
業
経
済
』
八
O
年
七
月
号
)
、
λ
五
t
九
O
%
と
す
る
も
の
(
イ
・
パ
ロ
ヴ
ェ
ソ
コ
、

前
掲
論
文
、
『
計
画
経
済
』
七
九
年
三
月
号
)
が
あ
る
。

(

8

)

給
与
さ
れ
る
飼
料
中
の
蛋
白
質
が
二
五
%
不
足
す
る
と
、
追
加
的
な
飼
料
消
費
五
O
%
が
必
要
と
さ
れ
、
牛
の
育
成
・
肥
育
の
期
間
は
、
三

ー
四
カ
月
も
延
ぴ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
ヴ
ェ
・
マ
ニ
ャ

1
キ
ソ
、
前
掲
論
文
)
。

(

9

)

ヴ
ィ
タ
ミ

γ
D
の
添
加
物
の
充
足
率
は
、
半
分
強
、
ヴ
ィ
タ
ミ

γ
B
の
添
加
物
の
充
足
率
は
、
一
九
%
で
あ
る
(
切
回
o
a噌
盟
国

SF

a
h

コ
喝

O
E
m富
田

富

E
2
5
2
2
0
8回。』
2
E
u
-
-
'
W
R
O
K
P
E
E
D
b
n
g
N
O
N
S忌
S
E
L
L∞
・
ヴ
ェ
・
ド
ブ
ル
ウ
ィ
ニ

γ

「酪

農
の
諸
問
題
」
『
農
業
経
済
』
七
八
年
五
月
号
)

Q

(

ω

)

レ
1
ユ
ソ
名
称
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
資
料
に
よ
る
と
、
菌
全
体
で
の
主
要
飼
料
中
の
燐
の
不
足
は
、
二
O
t
三
O
弘
円
で
あ
り
、
ま
た
、
ミ
ネ

ラ
ル
分
も
不
足
し
て
い
る
(
〉
泊

5-s¥司
。

hZ巾
巾
出
向
ロ
。
白

5
0園田
4
r
-
V
2
4田
区
同
国

2
5巾
同
国
国
ロ
唱

OEM回。
h
2
E
J
ロha記。白口町

L

ベ。匂同

hHSHqqw
ご・

3
・
7

・
ヤ
ク

1
シ
ェ
フ
「
生
産
物
の
生
産
増
大
の
予
備
の
よ
り
完
全
な
る
使
用
」
『
計
閏
経
済
』
七
九
年
一
一
月
号
)
。

(

U

)

例
え
ば
、
プ
リ
ヤ
ン
ス

F
州
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
地
区
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
、
多
く
の
場
合
に
、
飼
料
中
に
、
食
塩
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
監
察
官
に
よ
り
発
見
さ
れ
て
い
る
。
飼
料
中
に
食
塩
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
、
家
畜
の
食
欲
の
低
下
と
、
そ
の
飼

料
消
化
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
(
八
一
年
一
一
月
一
O
日
付
け
『
セ

l
リ
ス
カ
ヤ
・
ジ

l
ズ
ニ
』
)
。

(
ロ
)
ヴ
ェ
・
ド
プ
ル
ウ
ィ
ュ

γ
、
前
掲
論
文
。

(
ゆ
)
コ
・
口
白

nR3vwRロ
oh出
量

E
・

g
-田
昌

MRh岡
市
国
国
白
出
誕

5
5
5
J
ミ
hazqqq司
N
S注
3
2
u

也

L
白
ハ
ベ
ェ
・
パ
ス
カ
リ
「
生
活
を

保
証
す
る
政
策
」
『
計
画
経
済
』
七
入
年
九
月
号
)
。

(
凶
)
収
穫
の
連
れ
は
、
乾
草
、
へ
イ
レ
1
ジ
、
サ
イ
ν
1
ジ
の
栄
養
分
を
低
下
さ
せ
る
o

例
え
ば
、
タ
ロ

l
ヴ
ァ
と
あ
わ
が
え
り
の
混
播
し
た
も

の
か
ら
つ
〈
ら
れ
る
へ
イ
レ

l
ジ
一
キ
ロ
に
は
、
ク
ロ

1
ヴ
ァ
の
蕎
期
で
収
穫
寸
る
と
、

0
・
四
九
飼
料
単
位
の
栄
養
分
が
あ
る
が
、
そ
の
開

花
期
に
収
穫
す
る
と
、

0
・
三
四
飼
料
単
位
の
栄
養
分
に
低
下
す
る
(
ヱ
ヨ
同
巨

RO回
国
♂

ε
『
ぜ
叶
回
目
。
国
民

E
g富
田
岡
田
』
巾
円
吋
回
白
ロ
司

OLHUT

EH5.J
匂
司
。
弐
司
」

S
E
n
S
F町、
S
N
O
N
E迫崎町、
=
E
u
F
3・
イ
・
ア
ン
コ
ヴ
ィ
チ
「
生
産
物
の
質
の
向
上
方
途
」
『
農
業
経
済
』
七
九
年

五
月
号
)
。



(
日
)
七
一

t
七
五
年
の
年
平
均
に
お
い
て
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
乾
草
準
備
量
は
、
五
一

t
六
二
百
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
め

に
は
、
二
四
五

t
三

O
O
百
万
ト
ン
の
牧
草
を
使
用
し
た
。
牧
草
の
栄
養
分
は
、
五

O
t
六

O
百
万
ト

γ
飼
料
単
位
、
可
消
化
蛋
白
質
含
有
量

は
、
主
・
六
百
万
ト

γ
で
あ
っ
た
が
、
乾
草
の
栄
養
分
は
、
二
五

i
三
O
百
万
ト
ン
飼
料
単
位
、
可
消
化
蛋
白
質
は
、
二
・
五

t
t
7
0百
万

ト
γ
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
の
試
算
例
が
あ
る
(
イ
・
パ
ロ
ヴ
ェ

γ
コ
、
前
掲
論
文
、
『
計
画
経
済
』
七
九
年
三
月
号
)
。

(

は

山

)

吋

5、
話

R
u
a
o
a
ω
e
A
T巾
間
話
回
国

0日
間

関

白

ロ

E
4
E
E
E
H
Z
O
M
R巾
周
囲
田
園
内

g
r
n
R
O髭

H
S田
町

2
Z
J
b
h
Q
き
さ
h
N
S邑
S

8・

-
0
・
2

(

F
・
ク
ゥ
リ
ィ
タ
「
農
業
へ
の
基
本
投
資
の
効
率
性
に
つ
い
て
」
『
計
画
経
済
』
八
一
年
一

O
月
号
)
。

(
げ
)
江
・
宍
。
目

usswR口
。
国

E
E巾
田
昌
司
史
サ
令
市
開
・
自
国
民

0
2
E
2
8
4
0田
O』
2
E
J
N
W。
辺
、
。

shhw弐
。
足
。
』

g-nhhLMW
印

O
(
エ
ン
・
コ
リ

1
ナ
「
牛

飼
育
の
効
率
の
向
上
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
八

O
年
一
二
月
号
)
。

(
同
)
例
え
ば
、
一

O
五

t
一
O
六
キ
ロ
の
生
体
重
の
豚
を
販
売
す
る
の
に
、
全
国
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
平
均
で
は
、
四
五

O
t
四
六

O
日
を
必
要
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
会
・
エ
リ
ー
ト
ラ
ト
フ
、
前
掲
論
文
)
。
日
本
の
場
合
に
は
、
一

O
五
キ
ロ
の
豚
に
つ
い
て
、
二
二
三

日
(
農
林
水
産
省
『
畜
産
物
生
産
費
調
査
報
告
』
、
昭
和
五
五
年
度
)
で
あ
る
。

(
川
口
)
七
九
年
時
点
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
豚
肉
に
関
す
る
飼
料
効
率
は
、
西
側
の
先
進
工
業
化
諸
国
の
そ
れ
の
お
よ
そ
二
倍
で
あ
る
と
の
推
定
が

あ
る
(
問
主
・
開
ロ
明
白
ロ
を
お
の

E
P
4
2
-
2
高
1
2
-
Z円0
・m
L
O
胃
E
2
2
0
3
子
。
唱
何
回
円
3

・
3
、
.
3
1え
を
三
∞
℃
円

5
3
s
w可
-

g
s。

な
お
、
七
六

t
七
九
年
に
お
け
る
ソ
連
の
社
会
化
部
門
に
お
け
る
養
豚
の
増
体
量
一

0
0
キ
ロ
当
た
り
の
飼
料
量
は
、
八
五
三
飼
料
単
位

(
F
・
エ
リ
ス
ト
ラ
ト
フ
、
前
掲
論
文
)
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
可
消
化
養
分
総
量

(
T
D
N
)
で
、
五
八

0
キ
ロ
に
相
当
す
る
。
一
方
、

我
が
国
で
は
、
出
荷
一

O
五
キ
ロ
・
と
し
て
必
要
配
合
飼
料
は
、
飼
育
期
間
の
一
八

O
自
を
通
じ
て
、
二
七
三
キ
ロ

(
T
D
N
で
、
約
二

0
0
キ

乙
で
あ
る
。
飼
料
効
率
の
差
は
、
約
三
倍
と
試
算
さ
れ
る
(
河
野
彬
「
ソ
速
の
畜
産
、
飼
料
事
情
」
『
世
界
の
畜
産
』
一
九
八
二
|
一
、
国

際
食
糧
農
業
協
会
、
四
頁
)
。

(
お
)
家
畜
の
品
種
改
良
に
つ
い
て
は
、
乳
牛
で
は
、
一
一
政
当
た
り
搾
乳
量
お
よ
び
牛
乳
中
の
脂
肪
と
蛋
白
質
の
含
有
量
の
増
大
、
乳
牛
の
病
気
に

対
す
る
抵
抗
力
と
工
業
的
飼
育
の
諸
条
件
へ
の
適
応
力
の
向
上
、
生
産
さ
れ
た
牛
乳
単
位
当
た
り
の
飼
料
消
費
量
の
削
減
が
、
肉
牛
で
は
、
子

牛
生
産
の
増
加
と
と
殺
重
量
の
増
大
、
放
牧
飼
育
の
諸
条
件
と
粗
飼
料
そ
の
他
の
飼
料
の
一
一
層
の
効
率
的
な
利
用
へ
の
肉
牛
の
よ
り
よ
き
適
応

力
の
確
保
が
、
養
豚
で
は
、
豚
の
早
熟
性
の
向
上
と
肉
の
質
の
改
善
、
一
日
当
た
り
の
増
体
量
の
伸
び
、
生
産
さ
れ
た
豚
肉
単
位
当
た
り
の
飼

プ
レ
ジ
ネ

7

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
七
三



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
七
四

料
消
費
量
の
削
減
、
食
肉
お
よ
び
ベ
ー
コ
ン
用
の
豚
の
生
産
性
の
高
い
雑
種
、
品
種
、
系
統
の
創
出
、
工
業
的
交
配
お
よ
び
交
雑
に
際
し
て
の

雑
種
強
勢
効
果
の
広
い
利
用
が
、
養
鶏
で
は
、
発
育
が
早
く
、
給
与
す
る
飼
料
に
対
す
る
採
肉
・
採
卵
率
が
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
対
し

て
抵
抗
力
の
す
ぐ
れ
た
採
肉
お
よ
び
採
卵
用
の
鶏
の
新
し
い
生
産
性
の
高
い
系
統
と
雑
種
の
創
出
が
そ
れ
ぞ
れ
目
標
と
さ
れ
て
い
る
(
コ
0
2白a

E
田恒
g
z巾
戸
穴
宍
コ
の
の
国
の
。
言
語
沼
田
国
民
日
吉
田

u
長
。
富
市
唱
曲
阿
国
。

h
g
v
Z巾
出
回
同
市
富
司
円
。
国
岳
民
2

2
国
白
星
5
E
2
2
5「。

h
g同
国
浜
田
国
2

5
回。
h
n
Eぺ
唱
。
ロ
可
。
量
問
。
回
曲
目
。
ご

E
S詰

-
S∞
吋
回
忌
ロ
吉
田
泊
巾
J

』uhhR句
さ
と
町
言
、
ミ
RhhE
足、
E
R
S
S
Rミ
臨
む

足。

un。
詰
hMEh由
主
主
主
-
誌
白
。
、
刷
、
色
町
民
』
F
l
-
N
l
w
S
3
U
2・日泊
O
i
u
s
-
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定
「
畜
産
に
お
け
る
良

種
増
殖
事
業
の
一
一
層
の
改
善
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
」
、
一
九
七
入
年
七
万
一
一
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
掲
載
。
『
経
済
問
題
に
関
す
る

党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第
一
一
一
巻
、
一
九
七
九
年
、
三
九

O
I
三
九
二
頁
)
。

な
お
、
家
畜
の
生
産
性
に
つ
い
て
の
目
標
は
、
同
開
且
障
に
つ
い
て
は
、
乳
牛
一
一
政
当
た
り
搾
乳
量
を
少
な
く
と
も
三
キ
ロ
に
し
、
畜
産
発
展
地

域
で
は
、
四

t
五
キ
ロ
に
す
る
こ
と

(
7
・
ヤ

F

1
シ
ェ
フ
、
前
掲
論
文
)
、
肉
牛
に
つ
い
て
は
、
と
殺
時
の
生
体
重
を
囚

0
0
1
四
五

0
キ

ロ
、
育
成
・
肥
育
の
期
間
を
二

0
カ
月
と
す
る
こ
と
(
の

-
h
ω
白勺何回
n
o
p
コ・

S
E同白、『。田町
R
E
F
コ
・
同
内
u
言
回
目
。
国

u
ヱ-
Z巾
同
王
国
国
内
R
E
P

J
】

mω
巾
司
回
巴
唱
曲
ω
回
冨
叶
出
国
民
国
国
0
2
8回。
h
町
、
『
回
目
凶
J
句
。
司
、
色
町
民
九

wsv足。
khhRhhu
ご
w
叶
∞
・
エ
ス
・
ド
ザ
ラ
ソ
フ
、
ベ
ェ
・
イ
グ
ナ
ト
フ
九

キ
l
、
ベ
ェ

-

P
ゥ
デ
ィ
ノ

7

、
イ
・
チ
エ
ル
ニ
ヤ
フ
ス
キ

1

「
畜
産
発
展
の
予
備
」
『
経
済
の
諸
問
題
』
七
八
年
一
一
月
号
)
、
養
豚
に
つ
い

て
は
、
育
成
・
肥
育
の
標
準
的
な
期
聞
を
ニ
七

O
t
二
八

O
日
と
す
る
こ
と

(
7
・
ヤ
タ

1
シ
ェ
フ
、
前
掲
論
文
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
人
工
授
精
に
つ
い
て
は
、
乳
牛
飼
養
頭
数
の
北
西
地
区
で
は
七
五
%
、
中
央
地
区
で
は
五
九
%
、
ヴ
ォ
ル
ヵ
、
ヴ
ャ
ト
カ
地
区
で
は
、
五
三

%
が
行
な
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
己
・

ω目当
S
J
R口
司
O
R
U
2
2
L
昌
寺
田
R
4
0官
民
間
Mmg回
国
吋
出
国
提
出
国
0
4
Z
O回。
h
n
4国田
J

h
W
E
E
D
k
h
H
R
s
n
E
F円R
。
N
O
N
E国民
M
S
H
E
-
P
2
・
エ
リ
・
エ
ル

γ
ス
ト
「
畜
産
発
展
の
問
題
と
事
実
」
『
農
業
経
済
』
八
一
年
四
月
号
)
。

(
辺
)
例
え
ば
、

λ

壬
レ

γ
ス
タ
州
で
は
、
八
一
年
に
、
乳
牛
一

O
O
顕
当
た
り
で
、
六
六
頭
の
子
牛
を
得
た
の
み
で
あ
り
、
ッ
ェ
リ
ノ
グ
ラ
ー
ド

州
、
ブ
リ
ャ

γ
旦
ク
州
、
ロ
見
ト
フ
州
、
ヵ
ル
ム
ィ
ツ
ク
自
治
共
和
国
で
も
、
子
牛
を
得
る
率
は
、
き
わ
め
て
低
い
と
さ
れ
て
い
る
(
八
二
年

二
月
一
一
一
日
付
け
『
セ
l
り
見
カ
ヤ
・
ジ
l
ズ
ニ
』
)
。



回
、
食
料
品
の
消
費
動
向

第
お
表
は
、
年
間
一
人
当
た
り
の
食
料
品
の
消
費
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
五
年
か
ら
入

O
年
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
食

生
活
の
改
善
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
年
間
一
人
当
た
り
の
食
料
品
の
消
費
量
は
、
六
五
年
か

ら
八

O
年
の
期
間
に
お
い
て
、
食
肉
・
食
肉
製
品
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
鶏
卵
、
魚
類
お
よ
び
魚
類
製
品
、

砂
糖
、
野
菜
お
よ
び
う
り
類
、

果
実
お
よ
び
い
ち
ご
類
は
、

か
な
り
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
目
は
、
所
得
の
伸
び
に
応
じ
て
、
需
要
が
増
大
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

一
方
、
同
じ
期
間
に
お
い
て
、
穀
物
製
品
や
馬
れ
い
し
ょ
の
消
費
量
は
、
減
少
し
て
い
る
。
澱
粉
質
食
品
の
消
費
が
減

少
し
、
畜
産
物
や
青
果
物
等
の
消
費
が
増
大
し
て
い
る
わ
け
で

」
の
こ
と
は
、
食
生
活
の
改
議
口
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
五
年
か
ら
八

O
年
の
期
間
に
お
い
て
、
食
生
活
の
改
善
が
行
な
わ
れ
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
は
、
①
畜
産
物
や
青
果
物
に
つ
い
て
は
、
需
要
の
増
大
に
供
給
の
増
大
が
追
い
つ
か
な
い
た
め
に
、

」
れ
ら
の
品
目
の
住
民
へ
の

供
給
が
中
断
す
る
と
い
う
現
象
が
い
ま
だ
に
み
ら
れ
る
こ
と
、
②
食
生
活
改
善
の
テ
ン
ポ
は
、

六
0
年
代
の
後
半
に
は
、
顕
著
な
も
の

が
あ
っ
た
が
、

七

0
年
代
に
入
る
と
伸
び
の
テ
ン
ポ
は
鈍
化
し
、
特
に
、

七
0
年
代
後
半
に
お
い
て
、
伸
び
率
の
低
下
が
著
し
い
。
③

食
料
品
の
ロ
間
揃
え
が
乏
し
く
、
品
質
的
に
も
改
善
の
余
地
が
多
い
こ
と
、
④
達
成
さ
れ
た
食
生
活
の
水
準
は
、
消
費
基
準
に
比
べ
れ
ば
、

多
く
の
品
目
に
お
い
て
、

な
お
、
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

畜
産
物
等
に
つ
い
て
、
住
民
へ
の
供
給
の
面
で
、
困
難
は
な
お
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
く
り
か
え
し
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
食
料
品

(
2
)
 

の
供
給
改
善
が
き
わ
め
て
緊
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
お
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

七
0
年
代
後
半
に
お
け
る
食
生
活
改
善
テ
ン
ポ
の
落
ち
込
み
は
、
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
年
間

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
七
五



第 35表食料品の消費(年間 l人当たり)

1965 1970 1975 1976 1977 1978 1979 1980 消費
比

基準
IB/AIC/B (A) (8) (c) (D) 

食肉および食肉換算した

食肉製品産(現物での獣〉脂 41 48 57 56 56 57 58 57 78 117 119 
および副物を含む

牛乳算および乳製品(牛乳 251 307 316 316 321 318 319 314 405 122 103 換 )

鶏 ß~ 124 159 216 209 222 232 235 238 292 128 136 

魚類および魚類製品 12.6 15.4 16.8 18.4 17.1 17.1 16.3 17.0 18.2 122 107 

砂 糖 34.2I 38.8 I 40.ヲ 41.9 I 42.4 I 42.8 42.0 42.2 40 113 105 

植 物 油 7.1 6.8 7.6 7.7 8.1 8.3 8.4 8.6 9.1 ヲ6 112 

J馬 オも L 、 し よ 142 130 120 119 120 117 115 112 110 92 92 

野 菜 お よ びうり類 72 82 89 86 88 92 98 93 130 114 109 

果実およびいちご類(ぶ
どう酒への加工用を除 28 35 39 3ヲ 41 41 38 34 91 125 111 
く〉

穀物製品(小麦粉換算で
のパソおよびマカロニ

156 149 141 141 139 140 138 139 115 96 95 類，小麦粉，ひきわり，
豆類〕

|伊4く

(単位:kg.但L.鶏卵は個数〕

率(%)

D/CID/A世襲艶

l∞ 139 

99 125 

110 192 

101 135 

103 123 

113 121 

93 79 

104 129 

87 121 

98 89 

73 

78 

っ“

ηο

〆。
F
U
n
4
q
J白

只
u

口
J

(

)

O

J

n

v

勺
J

l

l

 

37 

121 

出所 wソ連邦国民経済統計.J]. 1980年版. 405頁より作成.消費基準については. [f計画経済.J]81年 10月号(イェ， カザコフ，

前掲論文より引用). 117頁.



一
人
当
た
り
消
費
量
は
、
食
肉
・
食
肉
製
品
に
つ
い
て
は
、

八
O
年
は
、
対
前
年
比
で
減
少
を
一
示
し
、

七
五
年
と
同
一
水
準
に
あ
り
、

牛
乳
・
乳
製
品
に
つ
い
て
は
、

七
七
年
以
降
は
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
て
、

八
O
年
の
数
値
は
、
七
五
年
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
青
果
物
に
つ
い
て
も
、
年
変
動
が
大
き
い
う
え
、
野
菜
お
よ
び
う
り
類
に
つ
い
て
は
、

八
O
年
の
数
値
は
、

七
五
年
の
そ

れ
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
果
実
お
よ
び
い
ち
ご
類
の
数
値
は
、

七
九
、

八
O
年
の
二
年
に
つ
い
て
、

七
五
年
の
そ
れ
を
下

回
っ
て
い
る
。

品
揃
え
の
乏
し
さ
に
つ
い
て
、
野
菜
を
例
に
し
て
み
て
み
よ
う
。
七
六
年
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る
野
菜
調
達
中
に
占

ね
ぎ
が
六
%
、
き
ゅ
う
り
が
八
%
、
と
ま
と
が
一
一
一
一
%
、
に
ん
じ
ん
が
八
%
、
食
用
て
ん
さ
い

(

3

)

(

4

)

 

が
七
%
と
、
以
上
の
六
品
目
で
九
三
%
に
も
達
し
て
い
た
。
特
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
比
率
が
著
し
く
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ

め
る
比
率
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
が
四
二
%
、

う
に
、
少
数
の
品
目
で
高
い
調
達
比
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、

(
5〉

果
物
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

野
菜
の
品
揃
え
の
之
し
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は

品
質
の
低
さ
に
つ
い
て
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
に
お
い
て
、
馬
れ
い
し
ょ
や
青
果
物
に
つ
い
て
、

調
達
さ
れ
た
も
の
の
一
一
一

t
一
七
%

に
つ
い
て
は
規
格
外
で
あ
り
、

七
七
年
に
お
い
て
、
同
共
和
国
の
国
営
商
店
に
出
荷
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
家
畜
用
の
飼
料
や
、
規
格

外
の
た
め
加
工
用
に
ま
わ
さ
れ
た
も
の
の
比
率
は
、
馬
れ
い
し
ょ
は
九
・
四
%
、
野
菜
は
一

0
・
六
%
、
果
実
は
六
・
六
%
、
う
り
類

(
6〉

は
七
・
四
%
と
さ
れ
て
い
る
。

六
五
年
か
ら
八

O
年
に
か
け
て
食
生
活
の
改
善
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
第
お
表
で
み
る
ご
と
く
、
年
間
一
人
当
た
り
の
消
費
量
の
八

O
年
の
数
値
は
、
消
費
基
準
に
比
す
る
と
、
こ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
砂
糖
、
馬
れ
い
し
ょ
、
穀
物
製
品
の
み
で
あ
り
、
畜
産
物
、

青
果
物
、
魚
類
お
よ
び
魚
類
製
品
、
植
物
油
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
低
い
水
準
に
あ
る
。

プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

七
七



プ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)

一
七
八

注
ハ
1
)

最
近
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
プ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
第
二
六
回
党
大
会
へ
の
報
告
に
お
い
て
、
「
住
民
へ
の
食
料
供
給
の
面
で
困
難
が
い
ま
だ

に
あ
る
」
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
(
『
ソ
連
共
産
党
第
二
六
回
党
大
会
資
料
集
』
、
あ
り
え
ず
書
一
房
一
、
昭
和
五
六
年
、
五
一
一
貝
)
、
こ
の
よ
う
な

指
摘
は
、
ソ
連
当
局
に
よ
り
、
六
五
年
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
く
り
か
え
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

モ
Z

F
ワ
駐
在
の
西
側
記
者
は
、
八
一
年
の
悪
化
す
る
食
料
事
情
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
報
道
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
全
般
的

に
、
食
肉
や
乳
製
品
販
売
庖
で
の
長
い
行
列
、
入
手
で
き
る
食
料
品
の
品
質
の
惑
さ
、
牛
乳
と
バ
タ
l
の
不
足
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
に
お
け
る

果
実
と
野
菜
の
高
値
、
町
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
出
て
き
て
買
物
を
す
る
人
々
の
数
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
い
た

(Cω
ロ
〉
-
h
hミ
E
N
H
R
ミ
町
民
-

E
a
な

R
q
h包
P
初
雪
な
さ
久

h
h
コ
.
円
提
言
之
宮
H
U
白
S
L
O
R
H
~
s
b
h町
、

H

U

R

玄

a-唱
団

M
M

日以・

3
0

(

2

)

八
一
年
三
月
六
日
付
け
の
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
は
、
「
重
点
は
、
食
料
品
お
よ
び
日
用
品
の
住
民
へ
の
供
給
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
と
に
、

食
肉
そ
の
他
の
商
産
物
の
住
民
へ
の
供
給
面
で
は
い
ま
だ
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
、
社
会
的
に

も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
々
の
食
品
需
要
が
ど
の
程
度
充
た
さ
れ
て
い
る
か
が
、
人
々
の
健
康
や
気
分
、
仕
事
の
積
極
性
を
か

な
り
の
程
度
左
右
す
る
か
ら
で
あ
る
」
(
前
掲
『
ソ
連
共
産
党
第
二
六
回
党
大
会
資
料
集
』
、
二
O
六
頁
)
と
し
、
本
問
題
の
緊
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。

(

3

)

回
・
巨
星
回
目
円
R
E
P
6田

0
5
5出

5
Z田
市
出
与
一

1
5
H
F
弓
o
E
g
z
J
句
、
言
。
向
。
町
民
ロ
詰
脅
さ
き
二
二
印
(
グ
ェ
・
シ
マ
ン
ス
キ

1

「
《
野
菜
の
コ
ン
ベ
ア
》
一
成
功
と
問
題
点
」
『
計
画
経
済
』
七
八
年
七
月
号
)
。

(

4

)

キ
ャ
ベ
ツ
は
、
コ
ス
ト
が
安
い
た
め
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
よ
り
、
野
菜
調
達
計
画
を
達
戎
し
よ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
る
。
例
え
ば
、
七
六
年
の
ロ
シ
ア
共
和
国
の
州
別
に
み
た
野
菜
調
達
重
中
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
比
率
は
、
ト
ゥ

l
ラ
州
で
は
六
九
%
、
ノ
ワ
ノ

ヴ
ォ
州
で
は
七
六
%
、
カ
ル
l
ガ
川
で
は
七
五
%
、
九
モ
レ
ン
ス
ク
州
で
は
七
八
%
、
ウ
ド
ミ
l
ル
自
治
共
和
国
で
は
六
三
臥
円
で
あ
っ
た
(
∞
-

巨
国
富
国
民

z
p
υ
E
8
8
4・
ヴ
ェ
・
シ
マ
ン
ス
キ

l
、
前
掲
論
文
)
。

(
5
〉
果
実
に
つ
い
て
も
、
手
労
働
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
さ
く
ら
ん
ぽ
、
あ
ん
ず
、
す
も
も
の
ロ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る
調
達
量
が
減
少
し
て
い

る
(
∞
-
E
E冨
宮
内
R
E
E
w
s
b
ミ
ミ
町
・
ヴ
ヱ
・
シ
マ

γ
ス
キ
l
、
同
右
論
文
〉
。

(

6

)

回
E
5
8
出
向
R
E
F
S
P
ミ
詩
句
・
ヴ
ェ
・
シ
マ
ソ
ス
キ
l
、
同
右
論
文
。

な
お
、
品
質
の
低
さ
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
二
・
五
百
万
ト

γ
の
果
実
、
野
菜
、
馬
れ
い
し
ょ
が
、
モ
ス
ク
ワ
に
入
荷
し
て
い
る
が
、
そ
の

約
一
五
%
ま
で
が
規
格
外
で
あ
り
、
ま
た
、
加
工
産
業
の
調
達
し
た
野
菜
の
ニ
O
%
強
、
果
実
の
一
ニ
O
%
強
が
、
要
求
さ
れ
る
規
格
に
合
致
し



員
)

て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
S・
冨
曲
E
R
O国
民
E

F

R
口
同
時
国
ロ
。
回

E
E巾
国
民
国

5
2
2
H叶
回
目
回
目

v
o
h
u誌
Z
E
E
J
ん

W
R由
民
ロ
ミ

h
h
S
H
n可に
S
S
S
N口

し
さ
旬
回
目

H
S
H
E岨
白

"
3・
イ
・
マ
シ
コ
ヴ
ィ
チ
「
生
産
物
の
質
の
向
上
方
途
」
『
農
業
経
済
』
一
九
七
九
年
五
月
号
)
。
(
未
完
)

(
研
究

プ
レ
ジ
ネ

7

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
上
)
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		手動チェックが必要: 2

		手動チェックに合格: 0

		手動チェックに不合格: 0

		スキップ: 1

		合格: 13

		不合格: 16




詳細レポート


		文書



		ルール名		ステータス		説明

		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要

		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない

		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である

		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる

		優先言語		合格		テキスト言語の指定

		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている

		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する

		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である

		ページコンテンツ



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている

		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている

		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している

		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定

		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている

		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない

		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし

		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない

		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない

		フォーム



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている

		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある

		代替テキスト



		ルール名		ステータス		説明

		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要

		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト

		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある

		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない

		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素

		テーブル



		ルール名		ステータス		説明

		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある

		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある

		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要

		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある

		概要		スキップ		テーブルに概要が必要

		箇条書き



		ルール名		ステータス		説明

		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある

		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある

		見出し



		ルール名		ステータス		説明

		適切なネスト		不合格		適切なネスト






先頭に戻る
